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      第一章　死なない男と流れ行く日常






「きゃあ！　助けてッ！」

　静けさを打ち破るような、悲痛な叫さけび声ごえが響ひびき渡わたった。

「うるせえ、大人しくしろ！」

　それをさえぎるようにして、野太い声が重なる。

　その一連のやりとりを見て、オレは、なんて典型的な光景なのだろうと思った。

　場所は、人気のない廃はい材ざい置き場。

　目の前には、数人の男どもと、そして、彼らの一人に後ろ手に捕とらえられた女子生徒が居る。

　男どもは皆みな、揃そろったように詰つめ襟えりの学生服を着き崩くずし、揃ったように金属製のアクセサリをじゃらじゃらと体のあちこちにぶら下げ、揃ったようにガラの悪い顔をしていた。ようするに、チンピラだ。これ以上その名が相応ふさわしい者はいないというほどに、ありふれた、この世界の、どこの国にもいるような、世の中に無意味な反はん抗こう心しんをもっていて、何者にも縛しばられず自由に生きたいと主張する癖くせに、同じような格好をして同じような口調に同じような行動をとる、まあ、はっきり言って、無個性の社会不適応者と言える。

「いいか乃の出でぇ！　少しでも動いてみろ、この女がどうなるかわかんねえぞ！」

　今時映画でも聞いたことのない三流台詞ぜりふを吐はいて、チンピラの一人が脅おどしてくる。

「いや──助けて！」

　捕らわれた女生徒がオレに救いを求めてきた。その喉のど元もとには、ナイフが突つきつけられている。

「…………」

　オレは、それはそれは、長いため息をついた。

　──と言うか、なんでこんなことになってるんだっけか？

　確か今日は、平和を絵に描かいたような朝で始まったはずなのだが……。

　頭が、強制的に、事の発ほつ端たんを思い出そうとしていた。

　それは多分、この状じよう況きようからの現実逃とう避ひに他ほかならない行こう為いだったのだろうが──。

　実際そうしたかったのだから、オレからオレ自身へ、異論を挟はさむことは何もなかった。

　……思うに予兆は、登校する時からあったのだ。



　七月になった。

　だからと言って何かがあったというわけではなく、あえて言えば高校三年目の夏に突とつに入ゆうしたということくらいだった。クラスでは既すでに来年の受験へ向けて下準備をしている奴やつもいるが、オレはと言えば、まだ進路もろくに決まっていないという有様だ。とりあえず大学くらいは出ておきたいと思っているし担任にもそう伝えてあるが、明確なビジョンはまだなかった。まあ、それはさておき。

　季節的に言えば梅雨明けはまだなのだろうが、既に先月中ずっと空を占せん拠きよしていた黒雲はいずこかへ消え去り、天は血の気が引いたかのように真っ青に染まっている。太陽はやっと自分の本領発揮だと言わんばかりに強く日差しを放ち、じりじりとオレの体を焼いていた。

「暑い……」

　なんなんだこの温度は。オーブントースターにでも突っ込まれたみたいだ。いや実際そうなってみれば多分この比ではないのだろうが、比ひ喩ゆ的てきには間ま違ちがっていない気がする。上からの日光と、それを吸収し熱した鉄板のようになったアスファルトからの挟きよ撃うげきは、オレの精神を侵おかし、勉学意欲を削そぎとっていった。このままユーターンして帰ってやろうかと思ったりもするわけだが、二人暮らしをしている姉さんが身み銭ぜにを切って通わせてくれている高校だ。サボるわけにはいかなかった。それに、オレの通う市いち立りつ明めい答とう学がく園えんにはありがたいことに教室にクーラーが設置されている。つまりこの道をどうにか耐たえて教室まで辿たどり着けば、そこには天国が待ち受けているというわけだ。時間にして後三分、なんとかこの苦行を耐えればいい。

　オレは、既に背中をじっとりと伝う汗あせを感じ取りながら、うつむき加減にぶらぶらと歩いていく。

　と──その時だった。

「……なきゃダメだよ！」

　誰かが何かを訴うつたえる声が聞こえた。

「あぁ!?　なんだてめえは！」

　それに対し、脅しをかけるような声が返る。

　なんなんだ、朝っぱらのこのくそ暑い時に……とオレが顔を上げて見ると、自分と同じように熱射と闘たたかいながら登校している生徒たちの群れから少し外れた場所で、人だかりが出来ていた。

　だらしなく制服を着た男たちが数人、円になって誰かを囲んでいるようだ。

「メイガクじゃねえな……」

　オレは呟つぶやいた。詰つめ襟えりであることは同じだが、微びみ妙ように細部が違ちがっている。あれは……桜さくヶらが丘おか高校だろうか。面めん倒どうなところに出くわしちまった、と思った。

　桜ヶ丘は明答学園の近くにある公立高校だが、通う生徒の偏へん差さ値ちと程度の低さが有名なところだ。質たちが悪いのが多く、卒業生の八割が人道を外れた職につくという本当か嘘うそか分からないような噂うわさがある。距きよ離り的てきなこともあって、明答学園の生徒が何人も桜ヶ丘の連中の標的になって被ひ害がいを受けていた。金を奪うばわれるだけならまだしも、暇ひまつぶしに因いん縁ねんつけられリンチされた挙句、縄なわで縛られバイクで街中を引きずり回されたとか、服を奪われ全ぜん裸らにされた挙句、明答学園の校門に括くくりつけられて朝まで放置されたとか、様々な被害報告が上がっている。明答学園に通う生徒にとっては、恐きよ怖うふの対象以外の何者でもない。

　最近ではこっちの通学路にまで現れてカツアゲをする奴らも居るそうで、学校側でもかなり問題になっていた。オレも何回かそれっぽいのを見かけたことはあるが、全て見ない振ふりをして通り過ぎている。ああいう連中に関かかわっていいことなんて一つもないからだ。弱い奴なら言わずもがなだが、たとえ連中より喧けん嘩かが強くても、こういう輩やからと一度でも何らかの関係を持つと、かなりしつこく付きまとってくる。それが好意ではなく、悪意であることは言うまでもない。似たような奴らを他に何人も知っているから、オレは経験則でそれを知っていた。皆みなもそれが分かっているのか、人だかりを避さけるようにしている。

　それにしてもこんな朝からとは、ひょっとして暇なのかこいつらは。そんな風に思いながらオレも同じようにしようとして──

「だから、謝ってって言ってるの！　ダメじゃない、こんなことしちゃ！」

　足を止めた。

　長身の男たちに囲まれているのは二人の男女だった。どちらも明答学園の制服を着ている。男子の方は、尻しり餅もちをついていて、呆ぼう然ぜんと事の成り行きを見守っていた。制服のあちこちが汚よごれ、顔にアザがあるところを見ると、多分、絡からまれていたのはこっちだろう。そしてそいつを庇かばうように立ち、猛もう然ぜんと男たちに立ち向かっているのは、小こ柄がらな女生徒だった。長い髪かみを一本の三つ編みにし、腰こしの辺りまで垂らしている。眉み間けんに皺しわを寄せて怒いかりをあらわにしているが、いかんせんその顔の幼さが原因で、迫はく力りよくには程遠い。

「なんなんだよてめえは！　そいつのなんなんだ!?」

　野太く大きな声がそれに答えた。こちらは十分に恫どう喝かつとして通用する。

「わたしは、この人と同じ学校に通ってるの！」

　少女は、自分の行動の理由はそれで十分だとばかりにそう主張した。が、当然、男たちは怪け訝げんな顔をする。

「はあ!?　それだけかよ!?」

　オレもそう思う。中学生と言われても納得出来るようなチビの女生徒が、こんなヤクザ予備軍みたいな連中に絡まれていた男子生徒を助けようとする動機が、同じ学校に通っているという要素だけでは、やや、いや、かなり不十分だ。だが、女生徒はそれのなにがおかしいのだと言うように、頷うなずく。

「そうだよ！　ねえ、どうして殴なぐったの？　この人が何か悪いことしたの？」

　そう尋たずねる女生徒に、なんだこいつは、というように顔を見合わせていた男たちの一人が、視線を戻もどした。そして、ちらりと尻餅をついている男子生徒を見て、片方の口端を上げる。

「……ああ、したね」

「どんなことしたの？」

「オレらはよぉ、金に困ってるんだよ。とんでもねえ貧びん乏ぼうでな。だから、ちょっと小こ遣づかいを借りようと思って相談したら、嫌いやだって言うもんだからよ。あんまり悲しくてつい……な」

　自分の台詞せりふの嘘くささが可笑しかったのか、言い切った後で、その男は仲間たちと一いつ緒しよに笑った。

「……そうなんだ」

　女生徒はそう言って、何かを考えるように顔を伏ふせた。オレが様子を観察していると、しばらくの沈ちん黙もくの後、ゆっくりと面おもてを上げる。そして、

「うん、分かった」

　と言った。

「じゃあ、わたしが貸してあげる」

「……は？」

　その言葉に、男たちだけでなく、オレもきょとんとした。一いつ瞬しゆん、意味が分からなかった。

　女生徒は、スカートのポケットに手を入れ、淡あわいピンク色をした財布を取り出した。中身を確かめ、紙し幣へいを数枚取り出そうとして、少し唸うなる。指を一いつ旦たん戻もどすと、頷いて、全部抜ぬいた。それを、男たちへ差し出しながら言う。

「お金、わたしが貸してあげます。少ないかもしれないけど、これだけしかもってないの。ごめんね。でも、もう、殴っちゃダメだよ。無理をお願いする時は、きちんと誠意をもって言わないと、誰も聞いてくれないから」

「……まじかよ」

　男たちの一人がうめいた。女生徒の手に握にぎられた金は、オレが見たところ、二万少しあった。遊ぶためのものとしてはまあ、上等だろう。女生徒は微笑ほほえみ、「遠えん慮りよしないで、もっていって」と言った。



    

  
    
      「正気かこの女……？」

　と仲間を振ふり返った先ほど発言した男は、だがすぐに体を戻し、女生徒と金を交こう互ごに見比べた。そして、彼女がどうやら嘘うそや冗じよ談うだんの類たぐいとして言っているわけではないらしいということを確かく認にんした後、にやりと笑った。

「……そうかよ。まあ、そういうことなら、お前から借りとくか。ありがとよ」

「ううん、気にしないで」

　男が、紙幣へ指を伸のばす。

　……やれやれ、とオレはぼやいた。どうなることかと思っていたが、まさかこういう展開になるとは。

　オレは静かに集団へ歩み寄り、背後から声をかけた。

「バカかお前は」

　女生徒が、立ち並ぶ男たちの隙すき間まからオレの顔を見て、驚おどろいたように目を丸くする。

「クギちゃん！」

「だからその呼び方やめろって」

　男たちが、一いつ斉せいに振り返った。オレは、こめかみを揉もみながらため息をつく。

「バカのギネス記録を毎日のように更こう新しんするな、お前は。見てて飽あきないっていう意味じゃ貴重だけどよ」

　オレは、誰だこいつはと睨にらみつけてくる男たちを強ごう引いんにどけて、女生徒の手から紙幣を奪うばい取とった。

「財布貸せ、久く遠おん」

　オレの言葉に、その女生徒──久遠りんは、首を傾かしげた。

「どうして？」

「いいから」

　りんは、きょとんとしていたが、やがて持っていた財布をオレに渡わたした。財布を開き、紙幣を戻すと、りんへ返す。

「おりょ。どしたの。クギちゃんがお金貸すの？」

「誰が貸すか。お前、いい加減、誰かを疑うってことを覚えたらどうだ」

「どういうこと？」

「……もういいや」

　オレは嘆たん息そくし、りんの腕うでをとった。

「さっさと学校行くぞ。このままじゃ遅ち刻こくだ」

　そしてへたり込んでいる見ず知らずの男子生徒へ言う。

「おい、いつまでもそこに座ってるって言うなら別にかまわねえが、忠告という意味で告げるなら、とっとと逃にげた方が身のためだぞ」

　男子生徒はしばらくぼーっとしていたが、オレの言葉に弾はじかれたように立ち上がると、「ひ、ひい！」と悲鳴を上げてこの場を去っていった。

「久遠も。行くぞ」

「え、でもクギちゃん、この人たちにお金──」

「おいてめえ、余計なことするんじゃねえ！」

　ごつい手が、オレの肩かたを掴つかんだ。オレは、そちらを振り向きもしないままに静かに言う。

「余計なことってのは、てめえが今してる行こう為いその物を言うんじゃねえのか？」

「なんだと？」

「人の体に気安く触ふれんなよ。臭くさくなるだろうが」

「てめえ、ふざけてんのか!?」

「……ああ？」

　オレは、顔だけを後ろへ向けた。その瞬しゆ間んかん、こちらを睨みつけていた男の強こわ面もてが崩くずれた。

「ひっ……！」

「ふざけてるのは、てめえの存在だろうが」

　怒いかりには二種類ある。激げつ昂こうと呼ばれるほど感情をあらわにしたものと、静かに、氷点下の鋭するどさを持つものと。オレが今使っているのは、後者だった。それも、生来の顔の悪さをより一層深めるために、最大限の力で目尻をつり上げて。

「人が眠ねむたさ堪こらえて勤勉よろしく登校してるってのに、つまんねえ真ま似ねして気分悪くさせてんじゃねえよ」

「う──うるせえ、なめんなよ、アァ!?」

　精せい一いつ杯ぱいの反論だったのだろう。が、男は、背後からの仲間の助言を聞いて顔色を変えた。

「お、おい……さっきその女、クギって呼んでたよな。そいつ……乃出狗くぎ斗となんじゃねえか？」

「なっ──乃出狗斗!?」

　慌あわててこちらへ向き直り、「う、嘘だろ!?」と叫さけんだ。

「乃出狗斗っていやぁ……あの、この辺の高校全部締しめてるっていう──」

「ああ、噂うわさじゃテレビが聞こえないって理由で近くを走ってた暴走族百人をまとめて半殺しにしたとか」

「オレが聞いた話じゃ、万引きを咎とがめた店員を一いつ瞬しゆんでボコボコにして、止めにきた客もまとめて二十人以上を意識不明の重体にしたとか……」

「職務質問をしてきた警官を何の躊躇ためらいもなく血ち塗まみれにしたって言うぜ!!?」

「警視庁のブラックリストに『将来国家を揺ゆるがす大犯罪を起こすかもしれない未成年者』って項こう目もくで載のってるとか！」

　……いや、当たってんのは最初だけだろ。いや、それすらも誤解の上に誤解を重ねた上でのことだが。

「噂に尾おひれどころか新しい肉体と魂たましいが宿ってんじゃねえか……」

「クギちゃん……」

「信じんなよお前も！」

「冗じよ談うだんだよ」

　ったく──まあ、男たちはすっかり怯おびえきっているようで、こっちとしては好都合だったが。

「ほら、分かったらとっとと自分の学校行け。乃出狗斗だぞ。こえーぞ。喰くっちまうぞ」

「ひ、ひぃ！　そっちのケもあんのかよ！」

「歪ゆがんだ意味でとらえてんじゃねえよ！　いいからさっさと消えろ！」

　オレの一いつ喝かつに、びくりと体をすくませた男たちの一人が、「く、くそ！」と悪態をついた。

「の、乃出狗斗がなんだっつーんだ、ああ!?」

「あ？　やるか？」

「いや、や、やりませんけど……」

　そして、どうするべきかと指示を仰あおぐように仲間を見回し──彼らが揃そろって首を振ふったのを見て、撤てつ退たいを決めたらしい。

「ちくしょう！　覚えてやがれ！」

　カビの生えたような捨て台詞ぜりふを残して、去っていった。

「……朝から無む駄だな労力使わせやがって」

「クギちゃん、有名なんだねえ」

「嫌いやな方向にな」

「でも……あの人たち、お金、借りなくて大だい丈じよ夫うぶなのかな」

「金が欲しけりゃ働けばいいんだよ」

　オレがそう言って、呆あきれたようにりんを見た。

「しかし、お前も相変わらずだな」

「なにが？」

「なんでもねえよ」

　肩かたを竦すくめ、わずかに苦くし笑ようする。

　この久遠りんという少女は、端たん的てきに言ってしまえば、『善人』だ。お人ひと好よし、だとか、親切な人、だとか、そういうレベルをとうに跳とび越こえてしまっている。ボランティアと名のつくものは何の見返りもなしにやるし、率先して誰かの役に立つことを望み、困った人を見れば、先ほどのように自分のことも省みずに助けようとする。今の世の中では奇き跡せきとしかいいようのない存在だ。普ふ通つう、そういう輩やからには何か裏があるものだ。金以外でも、名めい誉よや栄えい誉よというものを欲するが故ゆえ、善事に身を挺ていする奴やつはいる。オレも最初、りんはそういう人間だろうと思っていた。が、付き合っていると、それが違ちがうということに気付く。人が息をすることに疑問を抱いだかぬように、当然のごとくして、誰かの、何かの助力となろうとする。こいつは、そんな人間なのだ。

　そんなりんが、二年になって同じクラスになってからというもの、柄がらも悪くひねくれたオレみたいな人間にやたらと懐なついてくるというのは、大いに疑問だ。その理由を以前に聞いたことはあるが……それでも納得しかねるところではあった。まあ、それはともかく。

「っていうかお前も、退院したてなんだからあんま無茶するなよ」

「……うん、ごめん」

「まあ、お前らしいって言えばお前らしいけどよ」

　苦笑して、オレはりんの頭を軽く叩たたいた。

　数ヶ月前の話になるが──りんは、ある連続殺人事件の被ひ害がい者しやになった。もっとも、奇き跡せき的てきに一命を取りとめ、辛つらいリハビリを経て、少し前にようやく退院したのだが。

　犯人は、必ず死体に十字の傷を残すことからマスコミに【十字傷の殺さつ人じん鬼き】と呼ばれ、インターネットでは【午ご前ぜん零れい時じの殺人鬼】と名付けられ、世間を散々に騒さわがせたが、りんを襲おそったその少し後に捕つかまった。未成年者ということで、都内に住む学生であるということしかわかっていない。一応、そういうことになっているらしい。

　事件は終しゆ止うし符ふを打ち、今ではもう、テレビでもネットでも、取り上げられることはなくなった。いつだってそうだ。当事者でもない限り、人々の興味は事件が起こってから解決するまでの過程にある。幕の下りた舞ぶ台たいをいつまでも気にし続ける観客はいない。

　オレだって前まではそういう連中の一人だったのだから、それに文句を言える立場ではないだろう。

　まあ、どっちだっていい。世間は平和になったのだから、それに勝まさるものは何もないはずだ。

　りんも、復帰した直後は興味本位で近付いてくる連中が居て困っていたが、オレが常に隣となりに居たからか、やがてその数は減っていき、今では一人もいない。これがりんでなかったならオレは傍ぼう観かん者しやに徹てつしていたのだろうが……どうもこいつは放っておけないところがある。それに、りんが巻き込まれた事件と、オレは、まったくの無関係とも言えなかった。

　いや、それどころか──どっぷりと浸つかっていたと言った方が正しいのかもしれない。

「ところで、桐きり崎さきさんは？」

　りんが唐とう突とつにした質問に、オレは、小首を傾かしげた。

「さあ。もう登校してるんじゃねえの」

「なに、一いつ緒しよに来なかったの？　恋こい人びとなのに」

「…………」

　その言葉に対し、オレは言いたいことが山ほど腐くさるほどあるのだが、それら全てを飲み込んで、小さく言った。

「……まあ、いつもべったりっていうのも、鬱うつ陶とうしいだろ」

「そうか。まあ、そういうものなのかな」

　りんは納得したように頷うなずいた。

　……忘れていたが、と言うか忘れたかったのだが、【柄が悪い・態度が悪い・顔が悪い】という条件を兼かね備そなえている上、先の不良どもが言ったような妙みような噂うわさが付きまとっているため学校でも避さけられているオレと、何の因果か親しくしている女が、りんの他ほかにもう一人いる。

　まあ、そいつの場合は、りんと違った意味で厄やつ介かいな相手なわけだが……。

　オレが複雑な顔をしていると、予よ鈴れいが鳴った。

「あ、もう授業始まっちゃう」

「っと、そうだな。急ぐか」

　りんは、オレの言葉に頷き、走り出した。オレも、それに続こうとしたところで──

「乃出さん！」

　呼びかけられた声に、固まった。

　壊こわれた機械人形のように、ぎこちない動きで振ふり返る。

　一人の女生徒が、息を切らせてこちらへ向かってくるところだった。肩かた口ぐちで切りそろえられた髪かみ、陶とう磁じ器きのように白い肌はだ、そして息を呑のむほどに整った顔立ち──。その風体は、どこぞの令れい嬢じようと言ってもおかしくない。そう、外見だけを言えば。

「よかった、私、少し出るのが遅おくれてしまって──。お姉様に聞いたらもう学校へ向かわれたとのことでしたので、急いで追いかけてきたんです」

　微笑ほほえみながら、その女生徒はオレの許もとへ走り寄ってくる。

「……そりゃどうも」

　オレは、立ち止まってこちらを振り返っているりんに、先に行けと手を振った。彼女の背中が小さくなるのを待って、前を向く。

　女生徒はオレの傍そばで立ち止まると、にこにことしながら、頭を下げた。

「おはようございます、乃出さん」

　それは、十人の男が居たら十人の男が好意的な印象を抱くであろう丁てい寧ねいな挨あい拶さつだった。そしてその女生徒は、その可か憐れんとさえ言える笑みを浮うかべたままで、

「えーい！」

　可愛かわいらしい声を上げて、手にもった肉厚なナイフで、いきなりオレの体を刺さした。

「どぶげっ！」

　オレは、十人の男が居たら、十人の男が間ま違ちがいなく上げるであろう悲鳴を漏もらした。

「き、桐崎、てめえ……」

「とても気持ちのいい朝ですわね、乃出狗斗さん！」

　その女生徒──桐崎恭きよ子うこは、刃やいばでオレの体の中を掻かき回しながら、とても爽さわやかな笑顔でそう言った。



　オレは、一時間目の授業が終わると同時に、間の休きゆ憩うけいを利用して、桐崎を人気のない体育館裏へ無理やり連れ出した。建物の陰かげになっているおかげで日差しはいくらかマシだが、その代わりじめついてむしむしとした不快な湿しつ気けに満ちている。

「なんですの？　乃出さん。こんな暗い場所へ強ごう引いんに……」

　桐崎は戸と惑まどうような表情をした後で、はっと何かに気付いたがごとく目を見開き、口元に手を当てた。

「まさか乃出さん！　そんな、学校でなんて……いけませんわ」

　頬ほおを染めて目を逸そらし、もじもじと、つま先を合わせる。

「年とし頃ごろの殿との方がたがそういった衝しよ動うどうに日々苛さいなまれているということは承知しています。私も乃出さんの恋こい人びととして、そういった欲求に応こたえよと言われればやぶさかではありません。でも、幾いくらなんでも精せい廉れんなる学び舎やでそのようなみだらな行こう為いは──」

「この暑さで脳みそ焦こげ付いとんのかお前は」

　オレは、腕うでを組んで盛大なため息をついた。

「どうでもいいけど、その喋しやべり方かたやめろ。今はオレ以外他に誰もいねえんだから」

「それもそうか」

　こちらの指し摘てきにあっさり態度を覆くつがえし、桐崎は、先ほどとは百八十度違ちがう尊大な口調になった。

「で、なんの用だ？　貴様がムラムラして我が慢まんならないと言うのなら、一応恋人関係を結んでいる身としてはその解消に手を貸すことに異論はないぞ。とは言えあまり衣服が乱れると無用な噂うわさを立てられかねないから、やるとすればフェラ──」

「喋り方が変わっただけで言ってる内容はさっきと同じじゃねえか！」

　遠えん慮りよなく、頭ず蓋がいにチョップを下す。

「いたい」

「年中発情してんのはお前の方だろうが！」

「失敬だな。淑しゆ女くじよと謳うたわれ聖女と褒ほめ称たたえられる私としては、いささか受け入れ難がたい言葉だ」

「朝っぱらから人の体突つき刺してくる聖女がどこに居んだよ！」

「ここだ。ここにいるぞ！」

「ここか。あ？　お前の脳内かあああ!?」

　そう言って、オレは桐崎の頭を両側から掴つかみ、思いっきりシェイクした。

「あわわわわわわ」

　思う存分振り回した後、解放してやる。桐崎はふらつきながら、「世界が……世界が揺ゆれてぶれている。これぞ多次元宇宙境界面……」とかわけのわからんことをほざいていた。

「ったく……。呼び出したのは、そのことなんだよ」

「多次元宇宙境界面か？　これは俗ぞくにパラレルワールドと呼ばれる可能性分ぶん岐き宇宙を元にしてだな──」

「いや、そういう話はお前の大好きな異次元の連中とでもしてくれ」

　オレは、頭一つ分低い桐崎を見下ろしながら言った。

「お前、最近、ちょっと調子乗り過ぎてねえか？」

「調子？　どういうことだ？」

「刺し過ぎってことだよ」

　その言葉に、桐崎が片かた眉まゆを上げる。

「そんなことはないぞ。朝に一度、昼に二度、放課後に五度ほどだ」

「つまり数えることによるとそれ、八人は毎日死んでる計算だよな」

「大だい丈じよ夫うぶだ。急所は外しているから、多分三人くらいだ」

「その報告を聞いて安心するのは、保険業者くらいなもんだ」

「むう……」

　そう呟つぶやいて俯うつむくと、桐崎は、腹の辺りで指を絡からませた。

「確かに私も、少々やり過ぎてはいると思っていたのだが……」

　一応は、反省しているらしい。オレは軽く吐と息いきして、

「まあ、確かにお前と付き合うってことを了りよう承しようしたのはオレだよ。お前の、その衝動を受け入れてやるっていう意味でな」

　でもよ、と続ける。

「どんな時でも刺さしてこいとまでは言ってねえぞ。我慢仕切れなくなったら、ってことだ。それを分かってんのか？」

「分かってるつもりではあるんだが、その、つい──」

「つい、で毎日殺されてりゃたまったもんじゃねえよ」

　オレは、呆あきれたように言った。

「前にも言ったが、オレは【死なない】だけであって、痛みがまるでないってわけじゃねえんだぞ」

「……うむ、そうだったな」

　桐崎は、うなだれたままで小さく「……すまん」と謝った。

「まあ、分かりゃいいんだけどよ──」

　しかし、とオレはふと思った。傍はたから聞いてりゃすげえ会話だな。刺したとか刺さないとか。

　……この女、桐崎恭子とオレ、乃出狗斗の関係は、一口では説明しにくい。

　一応、表向き、オレと桐崎は恋人として付き合っているということになっている。深窓の令れい嬢じようといった体ていの桐崎と、他校からも恐おそれられている悪あく辣らつ非道と名高い（誤解だが）オレとがそういった関係であることを、周囲は未いまだに信じきれないでいるらしい。らしいというのは、二年、三年と同じクラスである連中と、オレが、未だにろくに話をしたことがないからだが。避さけられているのだろうとは思うが、あえてこちらから接せつ触しよくを図はかる必要性も見当たらず、半ば放置している状態だ。しかしそれでも、ちらほらと囁ささやき合っているのを耳にすることはある。いわく、桐崎恭子は乃出狗斗に弱みを握にぎられていて、それをネタに無理やり彼女にさせられているとか。いや、桐崎はお嬢じよう様さま育ちだから、逆にああいうワイルド（物は言いようだ）なタイプに惹ひかれるのだとか。色々とあるが、全ぜん般ぱん的てきに言えばオレが桐崎に言い寄ったという類たぐいの噂が多い。が、それはまったくもって事実と異なっている。

　正確には、桐崎がオレに言い寄ってきたのだ。それもただの恋人ではなく──

　いつでも刃は物もので刺すことが出来る仲として。

　桐崎は、単純に言ってしまえば【刺し狂ぐるい】だ。

　一いつ般ぱんに、人の性的興奮を治めるためには自じ慰い、即すなわちオナニーと呼ばれる行こう為いをする必要がある。もちろん、セックスという手もあるが、大体の未成年者は前者の行動により自身の欲求を抑おさえているだろう。

　だが、桐崎の場合は、それが、殺傷行為にあたるのである。人の体を突つき刺すこと、肉を抉えぐること、その内部に触ふれること──それらが桐崎の性的な衝しよ動うどうを抑よく制せいする唯ゆい一いつの手段だった。

　オレが、先ほど【午前零時の殺人鬼】による事件が解決したことに対し、公表されている犯人像を指して『一応、そういうことになっているらしい』という含ふくみのある言い方をしたのには訳がある。

　何なにを隠かくそう、オレの目の前にいるこの女こそ、本物の【午前零時の殺人鬼】なのである。もちろん、捕つかまった犯人が行った事件もいくつかある。だが奴やつは単なる模も倣ほう犯だった。

　桐崎は、自身の内から発せられる欲求を堪こらえることが出来ず、何人もの人間を殺した。人類が、その本能に従って性的興奮を完全に捨て去ることが出来ないように。長い間、そのことに苦しみ続け、せめてと言わんばかりに誰とも関かかわらずに孤こ独どくを貫つらぬき続けていた桐崎は、しかしオレに出会い、希望を見た。

　それは、オレが【死なない男】だったからだ。

　別に比ひ喩ゆ的てき表現でもなんでもない。オレは、不死身なのである。

　刺しても、切っても、高層ビルから飛び降りても、四トントラックに轢ひかれても、ガスの充じゆ満うまんした部屋に居続けても、絶対に死なない。何故こんな体質になってしまったのか、そんなことはオレが聞きたい。物心ついた頃ころからこうだった。生まれもった作りの悪い顔のせいで、あちこちの高校の不良から喧けん嘩かを売られたが、こちらから何も手を出さないうちにあっちが勝手にバテて倒たおれ、いつのまにか朝のような妙みような噂うわさが出回るようになってしまったのも、この体質が原因だ。

　桐崎は言った。お前が居れば、自分はもう人を殺さずに済む。お願いだから、付き合って欲しい──と。

　桐崎の殺人を止めることは不可能だった。たとえ警察に捕まって、未成年ということで更こう生せいさせられ、出所したとしても──いずれまた同じことを繰くり返す。人に、セックスやオナニーを永遠に禁じることが出来ないように。

　だからオレは、その願いを聞き入れた。オレの、下らない、何も生み出しやしない、役にも立たない能力が、誰かを救うなら──と。

　桐崎の罪が、決して許されないことであることは分かっている。だが、オレはそれでも、桐崎を心底から憎にくむことが出来なかった。こいつが、自分のやってきたことを、忌いむべきことだと嫌けん悪おしていたからかもしれない。殺したくないのに、殺してしまう。傷つけたくないのに、傷つけてしまう──そんなジレンマを抱かかえ込みながら、桐崎はずっと生きてきたのだろう。

　それに──桐崎は、今、【あること】を為なすことで、裁きを受けようとしていた。

　これでいいのかどうかなんてことは、オレには分からない。だが、これも一つの道だろうと思っている。

「……とにかく、約束しろ」

「約束？」

　顔を上げた桐崎に、オレは言った。

「学校では、一日、一刺さし。後、人に見られるとこじゃ刃物は使うな」

「ぬ……貴様以外の前でナイフを使わないという点は了りよう承しようしよう。だが、その、一刺しというのは……そこをなんとか、二刺しで」

「だめだ。一刺し」

「き、貴様だってあれだ。今日は二回いっとこう、みたいなことがあるだろう！」

「…………。一刺し」

「今悩なやんだな？　『それもそうだな……』って一いつ瞬しゆん、迷ったんじゃないか？」

「迷ってねえ！　察するな！　なんと言おうが一刺しだ！」

「……むぅ。分かった」

　桐崎は、若じやつ干かん頬ほおを膨ふくらませながらも、頷うなずいた。

「元々、貴様には何の利もない関係だ。貴様がそう言うなら、従う他ほかあるまい」

「そうそう。お前も理解が早くなってきたじゃねえか」

　その時、タイミングよくチャイムが鳴った。

「っと……そろそろ行くか。それじゃ、そういうことでな」

「分かった」

　オレは、「先行ってるぞ」と手を上げて歩き出そうとした。

　が──何か強い力に制服を握にぎられ、足を止める。

「……なんだよ」

　後ろを向いて、何故かオレの制服をズボンから抜ぬき取とり、肌はだをあらわにさせている桐崎に問う。

「いや──」

　桐崎はオレを見つめ、目をきらきらさせながら、紅潮した顔で言った。

「……約束を守る前に、最後に一回だけ刺させて？」

「…………嫌いやです」

「もう無理。──ジュンってしちゃった」

　ふわりと、薄うす布ぬのが舞まう。スカートを跳はね上げると、最も早はやおなじみとなったクマさん印のショーツが目に入った。桐崎は太ももに装着されたホルスターから、お気に入りのナイフを抜き取り──、

「えい」

　遠えん慮りよなく、オレの横腹を突つき刺した。

「ごぶ！」

　鈍どん痛つうが体を走る。オレが「てめえええええ！」と睨にらみつけると、桐崎は朗ほがらかな笑みを浮うかべていた。

　こいつ、やっぱり、全然分かってねえ。



　ホイッスルの音が鳴った。

　走者が駆かけ出し、百メートル先にあるゴール目指して、次々とハードルを跳とび越こえていく。

　運動神経のいい奴やつはほいほいと身軽に次々と越えていくが、そうでない奴は、途とち中ゆうで何度か引っかかっていく。その度たびに傷を負い、痛みを堪こらえながら立ち上がる。運動神経を要領と言いい換かえれば、そのまま人生の縮図ともとれる形だ。



    

  
    
      　それにしても、体力測定でハードル走をやる意味がどこにあるんだ？

　そんなことを考えながら、オレは、懸けん命めいにハードル越えを続けるクラスの連中を眺ながめ、日ひ陰かげでボケッとしていた。正直、このクソ暑いのによくやるなという気分だ。

「あ、サボリがいる」

　後ろからかかった声に、オレは振ふり返った。りんが居る。まだ本調子ではないためか、今日は見学ということで制服を着ていた。……何故か、下は学校指定のブルマだったが。

「サボリじゃねえよ」

「じゃあどうしたの？」

「なんとなーく体調が優すぐれない気がしないでもないのでそれとなーく教師に頭が痛い気がしないでもない今日きようこの頃ごろなんだがとほんの少しばかり鋭するどく睨みながら伝えたところ、それは休んでくれとなぜか引きつった顔で言われた」

「サボリじゃん！　さりげなく先生脅おどしてるし！」

「顔の悪い奴は得だよな」

「もー。どうせ放課後にまたやらなきゃいけなくなるんだよ？　体力測定なんだから」

「少しくらい涼すずしくなってからの方がいいだろ。ところでお前のその格好なんだよ」

「ああ、これ？　制服だと座った時にお尻しりが汚よごれちゃうからさ」

　そうか。にしても妙みようなスタイルだ。

「そういや前に駅前でお前みたいな奴見たな」

「そうなの？　変わった人だね」

「ああ。何故か大きな看板をもっていて、そこには『一時間五千円』とか書いてあったが」

「なにが一時間五千円？」

「夢だろ」

　意味が分からず首を傾かしげていたりんは、前方へ視線を移すと、「あ」と言った。

「桐崎さんだ」

　オレもそれに倣ならうと、なるほど確かに、見覚えのある女がスタート位置に立っている。明答学園は体力測定の時のみ、男女混合でやるので、別におかしいことじゃない。おかしいのは、奴の行動だった。

　桐崎は、おしとやかでありながら、それでも嫌いやみを感じさせないおっとりとした走り方でスタートすると、ハードルを幾いくつも越えていった。動作の割にスピードはかなり速い。周囲の人間が驚おどろいているのが分かる。

　とか思っていたら、ゴール間近でハードルに引っかかり、盛大に転んでいた。クラスの連中が慌あわてて駆け寄よっていく。大だい丈じよ夫うぶ？　とか、怪け我がなかった？　とか声をかける奴らに対し、桐崎は砂を払はらいながら立ち上がり、笑えみを浮かべた。

「ええ、大丈夫です。ごめんなさい、私、運動音おん痴ちで……」

　落ち込むように息をつく桐崎へ、一人の女生徒が「そんなことないよ、すごいよ。途中のタイムまで男女含ふくめて一番だったよ」と褒ほめ称たたえた。

「いえ、そんな、私なんて……。あの、ご迷めい惑わくおかけしてすみません」

　謙けん遜そんする桐崎へ、何人かの生徒が別に謝ることじゃないよという意味の言葉を投げかける。様々な人間に気き遣づかわれながら、桐崎はまたゴール目指して走り出していった。

「……あいつもご苦労なこって」

　普ふ段だんとは、まるで違ちがう姿だ。

　桐崎がオレの前以外でする口調や態度は『人間関係を円えん滑かつにするためのもの』だそうだ。ああやってトロくさく見せているのもそのため。本当のあいつは、尋じん常じようならざる身体能力をもった化け物みたいな女だ。その証しよ拠うこに、オレは桐崎がアクション映画ばりの動きで相手を翻ほん弄ろうしているのを見たことがある。

　まあ、それも別にキャラを演じて誰かを騙だましてやろうということではなく、あくまでもクラス内で無用なトラブルを避さけるためにやっていることらしいが。実際、よくやるよ、と思う。オレには真ま似ねできない芸当だ。しかし真実を知る身としては、『私ったら……』とか伏ふし目めがちに顔を俯うつむける奴やつの姿を見ていると、「でややー！」とか言いながら後ろ頭を掴つかんで地面に叩たたきつけたくなる。

「大丈夫かな……」

「平気だろ。お前は大人しく見学してろ」

　立ち上がろうとするりんを制止すると、しばらく心配そうに見守っていたが、桐崎がハードル走を終えて笑顔で皆みなの許もとへ戻もどっているのを見ると、安心したように座り直した。

「……ねえ、クギちゃん」

「なに？」

　桐崎の様子を眺めていたりんが言った。

「桐崎さん、よく笑うようになったね」

「そうか？　前からそうだったじゃねえか」

　みんなの前では。

「……うーん」

　りんは唸うなると、唇くちびるを尖とがらせ、「そうなんだけど……」と納得しかねるように呟つぶやく。

「なんだよ」

「ううん。確かに桐崎さん、転校してきた時から笑っていたんだけど──ちょっと、距きよ離りがあるような気がしてたから」

「距離？」

「うん。上手く言えないんだけど、笑っているけど、笑っていないっていうか。その、誰かと一定の距離を保つために笑うけど、それ以上は踏ふみ込んでくることを許していないっていうか……むう」

　……少々驚いた。りんにしては、かなり鋭するどい観察眼だ。オレの顔を見て、りんは苦くし笑ようした。

「ごめん、わたしの気のせいかもしれないから。……わたしも少し前まで、そういうところあったから。嫌きらわれないように、仲間外れにされないようにって」

　そのことに関しては、以前も少し聞いたことがある。りんはその奉ほう仕し精神が原因で、一時期、イジメに近いような目に遭あっていたらしい。いや、今でもいいように扱あつかわれてパシリみたいなことをさせられる時もある。誰にでも分かる善行を、人はひどく嫌う。例えば募ぼ金きん箱ばこをもって立っている人間を、偽ぎ善ぜんだと罵ののしる連中が居る。そんなことしても、何かを救えている保証などないのだと。だがオレは、何もしてない人間が、何かをしようとしている人間を、否定する権利などないと思う。だからオレは、素す直なおにりんを偉えらいと思うし、世界で数少ない尊敬できる人間だと思っている。しかしそれでも、りんみたいな人間を理解しようとしない連中はいる。それが、現実だろう。

「だから、なんとなく、分かってたんだ。でも……今は違う気がする。すっかり変わったとは言わないけど、少しだけど、自然に誰かと接してる気がする」

「そうか？　……オレは分からん」

「うん、丁度──クギちゃんと付き合いだした頃ころくらいから、かな」

　ああ……と、なんとなく納得した。桐崎は、オレが傍そばに居ることで、自己を抑よく圧あつする必要がなくなったのだろう。だから、以前よりはいくらか、素の感情を出せているのかもしれない。

「いいなあ、桐崎さん」

「……なにが？」

　オレが問うと、りんは、我に返ったような顔で「あっ」と言って、首を振ふった。

「な、なんでもない」

「そうか」ならいいけど。

　が、りんは何故かそれから、気まずそうに目を逸そらし、そわそわとし始めた。少し、顔が赤い。

「どうした、お前。暑さにやられたか？　大だい丈じよ夫うぶか？」

「え？　あ、うん。えと……大丈夫」

「ハンカチ、水で濡ぬらしてきてやるよ。ちょっと待ってろ」

「え、い、いいよ、平気だから」

「喉のど渇かわいたから水飲みたかったんだよ。ついでだ、ついで」

　オレは、そう言って立ち上がった。

　水飲み場まで歩き、蛇じや口ぐちを捻ひねる。勢いよく飛び出した水柱にハンカチを差し出していると、視界の隅すみに人ひと影かげが映った。そちらへ顔を向けると、見覚えのない男子生徒が立っていた。体操服を着ているところを見るとクラスメイトらしいが。……こんな奴居たっけか？

「あ、あの、乃出……くん」

「なんだよ」

　普ふ通つうに声をかけただけなのだが、そいつは体を竦すくませた。

「ご、ごめん」

「いや、いきなり謝られても。誰だっけお前？」

「さ、斉さい藤とうだよ……。同じクラスの」

　斉藤……斉藤──。

「うむ、知らん。全然」

「そ、そう。えと、今日、その、助けてもらった……」

　その言葉で、ああ、とようやく思い出す。今日の朝、桜ヶ丘高校の不良どもに絡からまれていた奴やつだ。

「助けたのはオレじゃなくて久遠だろ。礼を言うならあいつにしてくれ」

「う、うん。ええと……」

「なんだ、まだなんかあるのか？」

　オレが問うと、またもびくりと身を震ふるわせ、後ご藤とう……じゃなかった、斉藤は、「そ、その──これ」と紙を差し出した。

「なにこれ」

「わ、渡わたしてくれって……言われて」

「誰に」

「う、受け取って」

「いやだから、誰に」

「お願い！」

　斉藤は、金切り声でそう言って、オレに紙を押おし付けた。

「おい、こら！」とオレが呼び止めるも、振り返ると、意外なほどの速さでその場を立ち去っていった。

「……なんなんだよ」

　オレは、首を傾かしげながら、紙を見下ろした。陽ひに透すかすと、何かが書かれているのが見える。どうも、手紙らしい。

「ラブレターか？」

　突とつ然ぜんした聞き覚えのある声に、オレは、同じ体勢のまま答えた。

「そうかもな」

「私というものがありながら……という典型的な台詞せりふに憧あこがれるので言ってみたのだが、どう思う？」

「著いちじるしく不ふ愉ゆ快かいになった」

　視線を戻もどすと、桐崎が腕うでを組んで立っている。

「お前、授業は？」

「サボタージュ真っ最中の男に心配されるとは予想外だった。すり傷を負ったので水で洗い流してくると言ってこっちまで来たんだ。貴様が珍めずらしく、私と久遠りん以外の生徒と話しているのを見かけたものでな」

「そうかい」

「ところでクギト、何か感想はないか？」

「は？」

　意味が分からずに尋たずねると、桐崎は、体操服姿のままで両手を広げた。

「見ろ、この姿を。ブルマだぞ！　最も早やは天然記念物に指定されるほどの代しろ物ものの着用を、この学校は校則として取り決めているのだ。どう思う、これを！」

「ブルマって蒸れそうだよな」

「うむ、意外とな。特に梅雨の時は辛つらい──じゃない。そんな普通の会話を望んでいると思うか？　私が」

「なんて言えばいいんだよ」

「色々あるだろう！　体操服を着る時はノーブラ派なのか？　とか。やはり激しい運動の結果、ヒップにくいこんだブルマの後ろ姿は日本萌もえ三景に数えられて然しかるべきだとか！」

　後の二景はなんなんだよとつっこみたい。が、普通に答えられそうなので流すことにする。

「まあつまり、はっきり言って欲情しないかということなんだが」

「はっきり言い過ぎなんだよ。するかアホ」

「なんだと？　汗あせに濡ぬれた女子高生の体操服に何も感じないとは……貴様、大だい丈じよ夫うぶか？」

　本気で心配すんな！　大丈夫じゃないのはお前の頭だ！

「それともなにか？　くいこんだブルマの隙すき間まに指を入れて直すという行動をとらなければ満足しないとでも言うのか？　基本的ながらもしっかりとしたところは押さえるとは……よかろう、私は貴様の要望に応じて、どんなシチュエーションも実行しようではないか。時に貴様、体操服はブルマに入れる派か？　それとも出しておく方が、」

「それ以上同じようなことでくだをまいたら、学校での殺傷行こう為いは全面的に禁止するからな」

「ひ、卑ひき怯ようだ！」

　頭痛がしてくる……。オレは、盛大にため息をつき、手にもった紙でぴらぴらと自分の顔を扇あおいだ。

「ところで、その紙、何が書いてあるんだ？」

「あ？　これか？」

　そういえば、とオレは思い出したように、紙を開いた。そこに書かれた文を読む。

「…………ふむ」

「どうした？」

「いや──」

　オレは首を振ふった。

「くだらねえことだった」

「見せてみろ」

　オレは頷うなずいて、桐崎に手紙を渡わたす。奴やつはそれを、小さい声で読み上げた。

「……『乃出くぎとに告ぐ。てめえは調子にのっているから、オレたちがぶちのめす。こわくなかったら、夕がた四時、町外れのはいざい置き場まできょい』。……なんだこれは？　きょい？」

「きょいは多分来いってことなんだろうが……聞いて驚おどろけ、どうやら果たし状というやつらしい」

　桐崎は目を見開いた。「なんだと！」と叫さけぶ。

「は、果たし状と言えば、主に相手を一方的に呼びつけておいて『生意気』やら『調子こいてる』などという主観かつ何の非もない理由から喧けん嘩かを吹ふっかけるというあの伝説の儀ぎ式しきか!?」

「そう、その通りだ。正に前世紀の遺物。昭和という名の陽炎かげろうが生んだ虚うつろに消えゆく影かげというやつだな」

「ぬう……これは驚いた。大体、気に入らないなら勝手に襲おそい掛かかればいいものを。わざわざ殴なぐられに指定された場所へ赴おもむく奴が居るとでも思っているのか。これを貴様に送った奴らは、意外に純情なのかもしれん」

　顔を上げ、桐崎が問うた。

「で、どうするつもりだ？」

「行くわけねえだろ」

　オレは手紙を取り返すと、ぐしゃぐしゃに丸めた。

「あ、貴重な文化遺産が」

「アホらしい」

　多分、朝の連中だろう。桐崎の言う通り、オレが気に入らないなら勝手にかかってくればいい。なんでわざわざ連中の命令に従わなければならんのだ。

　オレは、紙の破片をポケットに突っ込むと、ぬるくなってしまったハンカチを冷やした。

「そのハンカチを、どうするつもりだ？」

「あ？　ああ、これか？　りんが日射病っぽくてな。額にでも載のせてやろうかと」

「……そうか」

「おう。なんか悪いか？」

　そう尋たずねたオレに、妙みように複雑そうな顔をして、桐崎は言った。

「いや……別に」

「そうか」

「うむ。その……早くもっていってやれ」

「おう」

　オレは首を傾かしげながらも、りんの許もとへ向かうことにした。

　……変な奴。



「ただいま」

　と言いながら玄げん関かんの扉とびらを開け、鍵かぎを靴くつ箱ばこの上へ放り投げた。

　誰もいない、静まり返った居間へ向けて帰ったという報告をするのは、オレの癖くせみたいなものだ。鞄かばんをテーブルの上に置いて壁かべ掛かけ時計を見上げると、まだ五時半少し前だった。通常業務さえ終わっていないだろう。

　左手に提さげたビニール袋ぶくろを手に奥おくへ向かい、冷蔵庫を開けた。買ってきた食材を入れていく。中ちゆ華うか麺めん、キュウリ、ハム、カニカマ、卵一パック……今日の夕飯は、夏も始まりということなので冷ひやし中ちゆ華うかと決めていた。どうせならチャーシューでも具にしたいところだが、毎月ギリギリの範はん囲いで生活している我が家だ。無理は禁物。御ご馳ち走そうは姉さんのボーナス時のみだ。

　オレがこうして帰りが遅おそい姉さんのために夕飯や弁当を用意するようになって、どれくらい過ぎただろうか。最初は見よう見真ま似ねだった家事も、今ではどれもいっぱしのことが出来るようになった。オレの姉さん、乃出雪ゆき華かは明答署の生活安全課で、少年犯罪を主に取とり扱あつかう課に属する警察官だ。故ゆえに生活は不規則で、一応定時は決まっているものの、その通りに帰宅出来ることは滅めつ多たにない。大たい抵ていが夜九時か十時、何か大きな事件が起これば深夜にまで仕事が及およぶこともある。日ごろの激務に耐たえてオレを食わせてくれているのだから、ありがたい話だ。だがそのおかげで、もういい歳としだってのに恋こい人びとの一人もいないらしいが。その辺のことは、触ふれるともれなく鉄てつ拳けん及および足あし蹴げり時にアルゼンチンバックブリーカーが待ち受けているので、黙もく秘ひ、黙秘。

　オレは夕飯の材料を全て詰つめ終えると、代わりに麦茶の入ったポットを取り出した。コップに注ぎながら、席につく。

　程ほどよく冷えた麦茶を、一気に飲み干した。ぷは。このために生きてる。なんて台詞せりふは仕事をするようになってから言えと、さんざん姉さんに注意されたっけか。でも、学生だって疲つかれる時は疲れるし、暑い時に冷たいものを飲めばそう言いたくなる。日常で癒いやしを求めることは、別に大人の特権ではないのだ。

　もう一杯ぱい飲もうと注ぎながら、そういえば、とふと思い出した。

　昔、こうすれば美お味いしいんだよ、と姉さんがオレの飲む麦茶に砂糖を入れたことがあった。まだ、両方とも幼かった頃ころのことだ。誰に教えてもらったんだと訪ねたら、お母さんだと答えた。その時飲んだ麦茶は、残念ながらオレの口には合わず、すぐに吹ふき出して姉さんに叩たたかれた。どうしてそんなことを鮮せん明めいに覚えていたかと言えば、姉さんの口からお母さんという言葉が出てきたのは、それが初めてだったからだ。思えば、当時はうっかりと漏もらしてしまっただけで、姉さんは出来るだけその単語を言わないようにしていた気がする。

　何故なら、オレには、『お母さん』との思い出が一つもないからだ。

　オレの母親は、オレを産んですぐに亡なくなってしまった。原因はなんだったのか分からない。訊きいたことはないし、これから訊くこともないだろう。残されたのは、姉さんと、オレと、そして……親父だった。

　妻を早くに亡くした親父の荒あれようは、凄すさまじいのひと言に尽つきた。それまでやっていた仕事を辞めると、毎日酒を飲むようになり、やがてはアルコール中毒まがいの症しよう状じようまで出始め、しまいには暴力さえ振ふるうようになった。だがそれが、姉さんに向けられることはなかった。親父の拳こぶしは、全てオレへ集中した。

　初め、親父はイラついた時にオレを殴なぐる程度に自分を抑おさえていた。もしオレが他ほかと変わらぬ子どもだったら、それ以上には発展しなかったかもしれない。だが……。

「…………」

　オレは、制服の裾すそをめくった。今日、桐崎に刺さされた場所は、既すでに塞ふさがっていた。かさぶたになっているが、痛みはもうほとんどない。

　そう──オレは、【死なない男】だったのだ。

　殴っても、蹴けっても、次の日にはもう全て完治している。そんなオレを、次し第だいに親父は恐おそれるようになっていった。化け物扱いまでし始め、オレに対する虐ぎや待くたいはエスカレートしていく。やがて親父は、母さんが死んだのは、オレみたいな化け物を産んだからと思い込むようになった。実際それは、正しかったのかもしれない。今となっては何も分からない。

　まだ年ねん齢れいが二桁けたにも満たない子どもが、親という絶対権力者に逆らうことはひどく難しい。実際、親父に風ふ呂ろに沈しずめられたり、焚たき火びに放り込まれたり、首を絞しめられたりしている時は、自分が何か悪いことをしているから仕置きをされているのだと思っていた。そうやって自身へ咎とがの矛ほこ先さきを向けることで、精神的な自己防衛を図はかるしか、ガキには逃にげる術すべがない。

　そんなオレをいつも庇かばってくれていたのが、姉さんだった。昔、押おし入いれに仕し舞まいこまれていたアルバムを見たことがあるが、姉さんには母さんの面おも影かげが多分に残されていた。だから親父も、姉さんに手を出すことは出来なかったのかもしれない。

　やがて成長し、警察学校を卒業すると同時に、明答署に配属された姉さんは、残されていたわずかな貯金をもってオレと一いつ緒しよに家を出た。幸い、オレたちの事情を知った不動産業者が驚おどろくほどに安い家賃で今住んでいる家を貸してくれたため、どうにか今に至っている。

　正直、母さんのことは、姉さんが気き遣づかうほどオレの中で大きなウェイトを占しめているわけじゃない。だって、顔さえ記き憶おくにないのだから。いや、母さんのことだけじゃないか。姉さんには、他にも色々な面で苦労をかけている。

　最初、中学生になったオレは、新聞配達でもなんでもやって少しでも家計の助けになろうと姉さんに申し出た。だが、姉さんはそれを即そく時じに却きや下つかした。理由はこうだ。

「十代の頃ってのは、二十代の頃に比べて学ぶことが驚くほど多いの。勉強だけじゃないわ。恋れん愛あいして、失敗して、友達作って、喧けん嘩かして、嫌きらわれて、仲直りして、そうやって培つちかっていくものが、その時は価値がないと思っても、後でどんだけ大切だったか嫌ってほど思い知るの。だから、あんたはそんなことをしてる暇ひまがあったら、目め一いつ杯ぱい青春しときなさい。あんたが毎日、だらだらとでもいいからそれなりに楽しく学生生活を送ることが、姉さんの苦労に対する何よりの恩返しよ」

　だったらせめて、と家事を受け持つことをしつこく提案した結果、しぶしぶながら了りよう承しようされた。それで、今のオレと姉さんの役割がある、というわけだ。

　だからオレは、こうして毎日のように飯を作って食器を洗い、洗せん濯たくをして、風ふ呂ろを沸わかし、だるくても学校にだけは毎日休まずに行っている。

　楽しい学生生活かと言われれば、さすがに口をつぐむことになってしまうのだが。果たして、毎日のように刃は物もの女に付きまとわれて刺されまくるエブリデイは、どれほどにエンジョイしてると言えるだろうか？　なぜ英語？

「……やれやれ」

　一人で居ると、色々と考え込んでしまう。下らないことも、そうでないことも。

　オレは気分転てん換かんにテレビでも観みようかと、リモコンを手にとった。スイッチを入れようとしたところで、電話が鳴る。この時間帯にかかってくるとすれば、勧かん誘ゆうか通信販はん売ばいか詐さ欺ぎのどれかだ。いずれにしてもろくなもんじゃないなと思いながら腰こしを上げ、りんりんと自己主張する電話へ向かうと、受話器をとった。

「もしもし、乃出ですけど」

『てめえええええええ！　ふざけんじゃねええええええええ！』

　いきなりの怒ど鳴なり声ごえに思わず耳を離はなす。なんだ。ヤクザか？

「金は借りてないはずだけど」

『なんの話だあああああああ！　とぼけたこと言ってんじゃねえぞてめえええええ！　おるるるるるああああ！』

　ものすげえ巻き舌だ。受話器から唾つばが飛んできそうだった。

「……番号間ま違ちがえてませんか？」

『なっ！　えっ？　まじ？　……乃出、だよな？』

「そうですけど」

『やっぱりそうじゃねえかてめえええええ！　オレを騙だまそうったってそうはいかねえぞぉおおお！』

　随ずい分ぶんと頭の悪い相手みたいだな。

「誰だよてめえ」

　礼れい儀ぎを弁わきまえる必要なしと判断し、オレの口調はぞんざいになった。

『オレだああああああああ！』

「オレさん？　南米かどっかの出身か？」

『オレだつってんだろうがああああああ！』

「ああ、その手の詐欺の。言っとくが名前も名乗らない奴やつに払はらう金はねえぞ」

『山やま上がみだボケエエエエエエエエ！』

　山上……。記憶の棚たなをひっくり返す。覚えがない。

「知らん。切るぞ」

『なっ！　おい、待て！　切んな！　ちょっと待て！』

　やがて、受話器を手で塞ふさぐ音。だが、くぐもっているだけで背後の声は丸聞こえだった。『おい、知らないって言ってるぞオレの名前！』『ふざけた野や郎ろうだな！』『いやまて、あの時名乗ったのかお前？』『あ、そういえば名乗ってねえ』『ばっか、おめえ、それじゃ分かるわけねえだろうが』『でもこの辺で山上つったらオレしかいねえだろうが！　有名だからよ！』『それもそうだな。じゃああっちが悪いんじゃねえか！』『おう、そうだな！』

　しばしの沈ちん黙もく。後、叫さけび声。

『しらねえお前が悪いんだろうがあああああああ！』

「そうだね。オレが全面的に悪いね。反省してるよ。それじゃあ」

『ちょ！　ま、待て！　本題がまだだゴルァ！』

「なんなんだよ、さっさと言えよ」

『今日手紙渡わたしただろうが！　読んでねえのかてめえ！』

　そこでようやく分かった。今日の体育の授業の時、頭の悪い『はたしじょお』を後ご藤とう……あれ？　内ない藤とう？　武む藤とう？　……むにゃむにゃ藤に押おし付けた奴らか。

「……なんでお前らがオレんちの電話番号知ってんだ？」

『電話帳で調べたに決まってんだろうがああああああ！』

　うわー、地味な行動。受話器をもったままページをめくってる姿を想像するとなんか泣けてくるわ。

『んなことより、手紙読んだのかコラァァアアア！』

「読んだけど」

『じゃあなんでこねえんだよ！　こっちはずっと待ってたんだぞ、あぁ!?』

　……この炎えん天てん下の中、一時間以上も待ってたのか。律りち儀ぎな奴だ。

「そりゃご苦労さん。ちょっと抜ぬき差さしならない事情があったもんでな」

『ああ!?　事情!?』

「いやほら、夕飯の買い物とか」

『てめえええ！　今日の晩飯とオレの呼び出しどっちが大事だああ！』

「晩飯」

　コンマ数秒かからなかったかな。返答に。

『お、おま、おまえ！　嘗なめんじゃねえぞああああん！』

「うるせえなあ。なんでてめえらの勝手な呼び出しに付き合わなきゃなんねえんだよ。一生そこで待ってろ馬ば鹿か。こがされて脳みそバターになってろクズ。そのまま溶とけて資源になって地球の役に立てカス」

『な、なんだとてめえ！　も、物には言っていいことと悪いことがあんだろうがああ！』

　不良に説教されてしまった。

「あーあー。はいはい。朝のことはオレが悪かったですよ。ごめんねー。はい平和解決。話し合いって素す晴ばらしいよな」

『ごめんで済んだら消防署はいらねえんだよコラアアア！』

「は？　喧けん嘩かの火を消すとかそういう意味で？」

　背後の助言。『ヤマちゃん、警察だよ！』『おうそうか！』

『警察はいらねえんだよコラアアア！』

　そこだけ抜き取とるとものすごい発言だな。

「なにがいらんでもいいから、とりあえず切るぞ。色々頑がん張ばれ。後、国語力はしっかりな」

『ちょ、待て、てめえ！　女がどうなってもいいのか！』

　その発言に、適当にあしらっていたオレは眉まゆをひそめる。

「……女？」

　ようやく自分に都合がいいような成り行きに変わってきたと思ったのか、オレの言葉を聞いた山上（だったか）は、荒あらげていた口調を平常へ戻もどした。

『へっ、そうだ。乃出よぉ、てめえ最近、女が出来たらしいじゃねえか。羨うらやましいなあ、おい』

「…………、女がなんだ？」

　声を低める。が、朝のような効果はなかった。あれは、顔と同時でなければ威いり力よくが弱まる。

『いいか？　よく聞け乃出。てめえの女はオレたちが預かってる。返して欲しけりゃ、今から廃はい材ざい置き場まで来るんだな。三十分以内だ。遅おくれるとどうなるかわかんねえぞ』

「おい、女ってのは誰だ？　もしかして──」

『じゃあな！』

「おい、待て！」

　今度はこっちが引き止める番だった。だが、山上なる不良は、すげなく通話を断絶させてしまった。おのれ。

「女──」

　オレと最近、一いつ緒しよにいて、連中に捕つかまりそうな女と言えば……りんか？

「くそっ」

　舌打ちする。だから言ったんだ。オレみたいな奴やつと一緒にいると、ろくなことがないって。公園の清せい掃そうに行くと言うりんと、学校で別れたことを後こう悔かいした。

「……んなことを今言っても仕方ねえか」

　オレは、近くの壁かべを強く叩たたくと、走り出した。

　今は、向かうしかない。



　そこは、元々は近くの工場で使われなくなった廃材を溜ためておく倉庫のような場所だったらしい。だが今や、その工場自体が不ふき況ようのあおりを受けて倒とう産さん。未いまだ買い手がつかないということで、この廃材置き場も放置状態となっており、その辺の不良やチンピラどものたまり場になっているようだった。オレも歩いている時に突とつ然ぜん大勢で襲おそい掛かかられて拉ら致ちされ、ここに連れて来られたことが何度かある。人気もなく、そういった行こう為いに及およぶのには丁度いいところなのだろう。

　オレは、埃ほこりっぽく、かび臭くさい建物の中へ足を踏ふみ入れた。音はなく、不気味なほど静まり返っている。

「おい、来てやったぞ。どこに居んだ」

　呼びかける声が反はん響きようしていく。が、返答はない。仕方なく、歩き始めた。

「あっちから呼び出しかけといてシカトってのはないだろうがよ……」

　誰も見当たらない廃材置き場には、錆さび付いた鉄柱やら、ぼろぼろになったスコップ、何に使うのか分からないネジの入った箱、砂の入った袋ふくろなど、色々なものが点在して周囲で山になっていた。

　きょろきょろと四方を見回すが、誰かが居る気配はない。一いつ瞬しゆん、騙だまされたのかと思ったが、そこまで頭が回るなら、あんな程度の低い脅おどしや果たし状など送ってはきまい。

　不意に、積み上げられた段ボール箱の傍そばで、人ひと影かげが動いた気がした。

　そちらに視線をやる。

「……誰かいんのか？」

　そう言った直後だった。突然、頭ず蓋がいに衝しよ撃うげきが走った。

「……ッ！」

　思わずつんのめり、だが、足を踏み出して事なきを得る。

「んだ──」

　振ふり返ろうとした瞬間、四方から鉄パイプの群れが襲い掛かってきた。

「うおっ！」

　一いつ斉せいに叩き伏ふせられる。さすがに倒たおれこんだオレへ、次々と攻こう撃げきを仕し掛かけてくる連中。体のあちこちを遠えん慮りよなく、様々な武器で打ってくる。痛くないと言えば嘘うそになるが、まあ、別に耐たえられない程じゃない。オレは、いつもの戦法（？）で、そのままじっとして襲しゆう撃げき者しやが疲つかれるのを待つことにした。案の定、十分もしないうちに、リンチは終わった。ぜえぜえと荒く息をつく音がする。

「こ、これだけやりゃあ……」

「まあ、普ふ通つうの奴なら気を失うか、そうでなくても動けないほどの大おお怪け我がだな」

　オレは、そう言って、平然と体を起こした。

「うげえ！」

「やっぱり乃出だよ！　〈鉄てつ壁ぺきの狼おおかみ〉だよ！」

　変な二つ名つけんな。

「……ったく、さんざんやりやがって」

　オレは、首を鳴らし、周りを取り囲んでいるチンピラどもを見やった。

「で、まだやるか？　電話は嘘だったのか？　オレに奇きし襲ゆうをかけるための？」

「ち、ちげえよ！」

　四、五人いる内の一人が言った。

「やっぱりこれくらいじゃやられねえか、乃出ェ！」

　頭上から声。思わず見上げる。と、重なってピラミッドのようになった鉄柱の頂点に、馬ば鹿かが居た。足を大きく開いてしゃがみこむ、いわゆる『うんこ座り』と呼ばれる方法で必死に威い厳げんを出そうとしている。肩かたに担かついだ角材を、オレへ向けた。

「そうじゃなきゃ面おも白しろくねえなあ。これからの祭りにはよぉ！」

「お前……山上か？」

「その通りだ！」

「果たし状を出した」

「おうよ！」

「なあ、なんで果たし状なんか出したんだ？」

「あ？　どういう意味だ？」

「今時手紙はねえだろ。電子メールだってある時代によ」

「そ、そういうのは好きじゃねえんだよ！　大体てめえのアドレス知らねえだろうがゴルァ！」

「携けい帯たいの方でいいなら教えるけど。あー、ｋｕｇｉ＠……」

　思わず懐ふところから携帯を取り出して入力しようとする山上。が、何かに気付いたように慌あわてて顔を上げた。

「い、いらねえよバーロー！」

「そうか？　まあ、オレもお前とメル友になるつもりはねえけど」

「馬鹿にすんのも大たい概がいにしやがれ！　ぶっ殺すぞ、アァ!?」

「……やってみろよ」

　本領発揮。氷点下零度の必殺恫どう喝かつ声と、鷹たかをも射殺すこの睨にらみ。案の定、山上は怯ひるんだ。

「こ……こええ顔してんじゃねえぞコラァ！」

「なんちゅう脅おどしだ」

「朝はてめえのその無意味な迫はく力りよくに押おされちまったけどよぉ、今回は違ちがうぜ。てめえの女がどうなってもいいっていうのか!?」

「本当に連れてきてんだろうな」

「あたりめえだ。今日の帰りにさらってきてやったぜ。ケッ、女ぁ連れてんのに独りにしとくからこういうことになるんだぜ、乃出さんよぉ、あぁ？」

　下品な笑い声を上げると、山上は下に居る連中へ「連れてこい！」と声をかけた。意外と不良の中では格が上らしく、オレを襲おそったのもこいつの部下らしい。その証しよ拠うこに、オレを囲んでいた連中が、大きく返事をして散っていった。

「いいか乃出ぇ、よく聞けよ。これからオレたちはてめえをぶちのめす。だが、てめえは一いつ切さい手を出すな」

　……オレは今までの喧けん嘩かでも一切こっちから手を出したことはねえんだが。だが、命令に意のままに従うとなると気に入らない話だ。

「嫌いやだって、言ったら？」

　山上が、せせら笑う。

「そん時は、女はこれだ」

　指で喉のど元もとを掻っ捌さばく真ま似ねをする。

「……本気か？」

「ああ、マジよ」

　そう言って、山上は懐から大おお振ぶりのナイフを取り出した。……くそ。さすがに殺しはしねえと思うが、傷つけるくらいのことはしそうだ。桐崎に連れん絡らくをとって、隙すき見て後ろから倒たおしてもらおうかと思っていたのだが、こんな時に限って留守電になってやがる。あの役立たず。あいつの類たぐい稀まれな運動能力を、こういう場面で活いかさなくてどうする。

「……だが、本当にオレの女（正確にはそうではないのだが今はそうしておく）を捕つかまえてんのか？」

「疑ってんのか？」

「殴なぐられ損は勘かん弁べんなんでな」

　オレの言葉に、山上は、「まあそうだな」と頷うなずいた。ピラミッドを降りて、オレの前に立つ。

「いいぜ、ここに連れてきてやるよ。おい、女だ！　女、ここに連れてこい！」

　呼びかけに、部下の一人が大きく答える。そして、物もの陰かげから、ある女を後ろから捕とらえたまま、現れた。

「いやぁ！」

　甲かん高だかい悲鳴が上がる。山上は、「大人しくしろ！」と言って、女生徒を引き寄せると、後ろ手を掴つかみ、ナイフを喉元に突つきつけた。

「どうだ乃出、これで嘘うそじゃねえって分かっただろうが！」

「きゃあ！　助けてッ！」

「…………ッ！」

　助けを求めてくる女生徒。その様は可か憐れんで、譬たとえるならば、賊ぞくに捕らわれた某ぼう国こくの姫ひめと言ったところだろう。それを見て、オレは、

「…………」

　オレは……ええと、オレは。

「…………」

　…………。

「…………は？」

　間ま抜ぬけな声を漏もらした。

「お願い！　助けて下さい、乃出さんっ！」

　この声を聞いて分かるように当然ながら、人ひと質じちはりんではなかった。

　オレの知り合いで、女で、りんでないとくれば、後はもう、一人しかいない。

「私、恐こわい！」

「てめえ、大人しくしろ！」

　つまり、なんていうか、その、目の前の女生徒は──

「……なに、この、茶番」



　──誰であろう、刃は物もの女の殺人鬼、桐崎恭子に、他ほかならなかった。



　……というわけで、回想及および現実逃とう避ひ終わり。

　さーて、いかがしたものか、この状じよう況きよう。

「どうした乃出ぇ！　あまりのショックで声も出ねぇか！」

　ええ、さっぱりですわ。

「いいかぁ、一歩でもそこを動けば、お前の女が痛い目見ることになるぜ！」

　……たまには痛い目見るのもいいかと思うんだが。そいつの場合。

「乃出さん……私……ッ！」

　桐崎は、丸っきり暴力とは無む縁えんなお嬢じよ様うさまの演技を続けるつもりらしく、わざとらしい程ほどにしなを作ると、薄っすらと涙なみだぐんだ。色々とすげえよお前は。

「へへっ、可愛かわいい女じゃねえか。てめえには勿もつ体たいねえよ」

　よかったらどうぞ、差し上げます。今なら特典でサラダ油もつくよ。

「おい、なんとか言ったらどうだ！」

「なんとか」

「はあ!?」

「……いや、悪い。あまりに予想と外れてたんで、つい」

　オレは頭を掻かいた。腕うでを組み、軽く吐と息いきする。

「で？　オレに一歩もここから動くなと？」

「そうだ！」

「……なるほどねぇ」

　それにしても、あいつ、なんのつもりだ？　……まあ多分、なんか面おも白しろそうだから、とか、そういう理由に違ちがいないと思うが。

「悩なやんでる暇ひまはねえんじゃねえか？　ほら、てめえが迷ってるうちに、どんどんえらいことになっていくぜ」

　と言いながら山上、ナイフを持った手を下げて、桐崎の体をまさぐり出す。「いや、やめて！　触さわらないで！」と抵てい抗こうをする桐崎。明らかに楽しんでねえか、あいつ。

「……へえ、結構いい体してんじゃねえか」

　ぶしつけに胸を触ると、山上はそのまま、遠えん慮りよなく揉もみ始めた。興奮しているのか、息が荒あらくなっている。

　しばらくすると、指が制服のボタンを一つ、また一つと外していった。隙すき間まから覗のぞいた下着に喉のどを鳴らす。更さらに調子に乗った山上は、空いた左手で粘ねん着ちや質くしつに尻しりを触りだした。桐崎は体をよじるが、拘こう束そくされているためか大だい胆たんな動きは出来ない。嫌いやがる素そ振ぶりにますます欲情したようで、山上はその後、少しずつ、じらすようにするするとスカートを上げていった。白い太ももが、徐じよ々じよに露あらわになっていく。ナイフを仕し舞まっている方ではなかったのが幸いだったが、

「や……やめて……」

　と気弱に抵抗を続ける桐崎の片かた眉まゆが、ぴくぴくと動いているのをオレは見み逃のがさなかった。うん、あれは相当にキレてる。

　だが、そんなことは露つゆとも知らない山上の無骨な手が、垣かい間ま見みえる下着の中へと忍しのび入いろうとして──

「……それ以上はやめとけよ」

　オレは、割と本気で進言した。後でどうなっても知らねえぞ。

「だったらさっさと言えよ、絶対にそっちから手は出さないってな。後、これからオレらがそっちの奴やつらを獲え物ものにすんのに口出しもするんじゃねえ！」

「元々オレは、お前らのやることをとやかく言った覚えはねえんだが」

「だったら朝のはなんなんだよ、あぁ!?」

「いや、あれは……オレの知り合いだったし」

「知らねえよ、んなこたぁよぉ！　いいから、オレの命令に従え！」

「……とするとあれか？　その女を傷つけられたくなかったら、オレの知り合いだろうがなんだろうが、お前らが金奪うばったり殴なぐったりしてるのを見て見ぬ振ふりしろってか？」

「そうだ！」

「ふうん」

　オレは、考えるように下を向き、低く唸うなった。しばらくそのままで居た後、顔と一いつ緒しよに両手を上げる。

「わぁったよ」

「……マジか？」

「ああ。好きにしろ」

　山上が、喜色を示した。

「へっ、最初から素す直なおにそう言っておけばいいんだよ。──おい、てめえら、かかれ！」

　その指示に、待ってましたとばかりに不良どもが雄おたけびを上げた。手に武器を持って走り出す。だが、

「おい、勘かん違ちがいすんなよ」

「あ？」

「好きにしろって言ったんだよ、オレは」

　そっけなく、どうでもよさそうに、オレは言った。

「──その、女を」

「…………え？」

　場に、静せい寂じやくが満ちた。襲おそい掛かかろうとしていた連中全員が動きを止め、ぽかんと口を開けている。

「な……え、あ？」

「オレはよ、器用を気取ってるつもりでも、そう成りきれないような男なんだよ」

　手を下げると、肩かたを竦すくめる。

「他人ならどうでもいいし、金を奪われようが殴られようが裸はだかで校門に縛しばり付けられようが、知ったこっちゃねえけどよ。見知った奴がそういう目に遭あうと、気分が悪いんだよ。義ぎき侠よう心しんだとか正義感だとかじゃなくてよ、オレ個人の問題で、すげえ胸むな糞くそ悪くなんの。多分、どうにかしちまうな、お前らが、オレの知り合いに手ぇ出すなら」

　オレは言った。

「だから、その約束は守れそうにねえ。そんなわけで、その女を好きにしてもいい」

「お──お前、本気か!?」

「だってしょうがねえだろ？　無理なもんは無理なんだから」

「そんな……乃出さん！　私……！」

「わりぃな桐崎」

　手を合わせると、桐崎へ向かって頭を下げる。

「オレの知り合いになったのが運の尽つきだ。覚かく悟ごを決めてくれ」

「き、鬼き畜ちくかてめえは！」

　山上の言葉に、部下が賛同する。

「ひ、人の心がないのか！」

「やっぱり悪あく魔まだ……あの噂うわさは全部マジだったんだよ！」

「やべえ……半はん端ぱなくやべえよこいつ。まじ宇宙」

「こうまであっさりと自分の女見捨てんのかよ……どんな修しゆ羅ら場ば潜くぐってきてんだ」

　……また要いらん尾おひれがついた気がするが、この場合は仕方ないか。

「ほれ、なんかやるなら早くしろ。で、オレとしてもそういう現場は見たくないのでそろそろ帰っていいか？　晩飯作らなきゃいけねえんだよ」

「乃出さん……！　お願い、助けて……！」

「ハハッ、悪い、無理」

　とても爽さわやかに答えてやった。

「じゃあな諸君、心穏おだやかに過ごせよ」

「て、てめえ、待てコラ！」

　手を上げると、オレは踵きびすを返した。

　まったく、下らん余興に付き合わされた気分だ。中ちゆ華うかダレを作るのには意外と時間がかかるんだぞ。

「ほ、本当にやるぞ！　いいのか！　やっちゃうぞ！」

「だから、いいって言ってんだろ」

「悩なやめよ！　苦しめよ！　どう判断するか迷えよおおお！」

　顔だけを後ろへ向けて、オレは手をぴらぴらと振った。

「悪いが、オレは前だけ見て歩いていく主義なんだ」

「なにちょっとカッコいいこと言ってんだよおおおおおおお！」

　嘆なげきにも似た山上の叫さけびが、人気のない廃はい材ざい置き場へこだましていく。

　オレは、気にせず歩き出した。

「乃出さん、乃出さん……ッ！」

　あいも変わらず気色の悪い演技声が追いかけてくるが、無視、無視。

「乃出……さん……」

　やがて、諦あきらめたのか、段々と小さくなっていった。

「お前の彼氏……普ふ通つうにひどいな」

　若じやつ干かん同情するように、山上が言った。

「…………」

「おい、どうした？」

　にしてもなんのつもりか知らんが、必要のない時まであいつに振ふり回されるのは勘かん弁べんだ。ただでさえ色々なもん犠ぎ牲せいにしてるのに、この上自分の時間まで使わされたんじゃ……、

と、その時。

　不意に──

「……ッ！」

　ぞわっとした寒気が、オレの背中を駆かけ抜ぬけた。まるで、鎌かまの先で撫なでられたような不気味な感かん触しよくだった。

　思わず足を止める。同時に、鈍にぶい音と、「ぐおっ」という山上のくぐもったような声がした。ばたりと、背後で何かが倒たおれる。「や、ヤマちゃん！」と駆け寄よる部下の足音。

「……どういうつもりだ、クギト」

　どこか硬こう質しつに投げかけられた声が、オレの後頭部を刺し激げきする。物もの凄すごく嫌いやな予感がしながらも、オレは、ゆっくりと振り返った。

　前方には、地面に倒れながら股こ間かんを押おさえる山上が居た。傍そばで安否を気き遣づかう部下たちに答えることも出来ず、白目を剥むいて口から泡あわを吹ふき、「あが、あががが」とうわ言のような言葉を繰くり返している。思わず心の中で合がつ掌しよう。いや、そんなことは今どうでもいい。

　苦しがる奴やつの、その隣となりには──、

「恋こい人びとが人ひと質じちに捕とらわれているのに、好きにしろだと……？」

　間ま違ちがいなく何らかの邪じや気きを纏まとった桐崎が居た。これが漫まん画がなら、「な、なんだこの膨ぼう大だいな気は……！　このオレが圧あつ倒とうされるとは！」とか言うのだろう。

　驚おどろきの事実。

　捕らわれの姫ひめの正体は、世にも恐おそろしい魔ま王おうだった。

「いや……あの、桐崎……さん？」

　思わずさん付けになる。

「……確かに、貴様をわずらわせたことに対しては私が悪い。全面的に謝罪しよう」

「そ、そうか……」

「だが」

　桐崎は、殺意という名の黒々としたオーラを放ちながら、厳おごそかに言った。

「貴様が私を本気で見捨てようとした件に関しては、こちらとしても許し難がたいものがある……」

「いや……お前だし、なんとかなるかなあ……とか」

「たとえそうだとしても、ああもあっさりと見捨てるか？」

「わ、悪かったって……」

「悪かった？」

　オウム返しに、桐崎は呟つぶやいた。

「そうか。晩飯よりも価値のない女には、悪かったのひと言で十分というわけか」

　やべえ……こいつと出会って数ヶ月あまり、ここまで怒おこってるのは見たことねえ。

「そ、そういうわけじゃねえけどよ……」

「なら、どういうわけだ？」

「いや、それは──」

　その時、桐崎へ向かって、金属バットをもった山上の部下が襲おそいかかった。

「てめえ、この女！　ヤマちゃんに何しやがる！」

　高く振り上げた鈍どん器きを、真っ直すぐとその体へ振り落おとす。オレは注意しようと口を開きかけたが、桐崎はそちらをその切れ長の目で一いち瞥べつすると、

「五月蠅うるさい、クズが」

　すっと体勢を低くしたかと思えば、次の瞬しゆ間んかん、一歩踏ふみ出し、軽く引いた腕うでを真っ直ぐと突つき出していた。

「おぶっ！」

　どんっ、という鈍い音を発し、桐崎の掌てのひらが相手の腹に沈しずむ。指を軽く曲げた、掌底打ちと呼ばれる攻こう撃げき方法だ。素す早ばやく引くと、倒れこむ相手の腹へ向け、思い切り膝ひざを持ち上げた。二度の衝しよ撃うげきに、最も早はや悲鳴さえ上がらず、相手は無言の後にその場へ昏倒した。

　その華か麗れいな流れに、見み惚とれたように動かなかった他ほかの不良どもが、慌あわてたように桐崎を取り囲んだ。先ほどまで騎き士しの助けを待つだけであった姫が、いきなり武ぶ闘とう派はに転じたものだから、まだ状じよう況きようが上手く飲み込めていないらしい。警けい戒かいしながらも、当とう惑わくしたような表情は隠かくせていなかった。

　桐崎はオレを睨にらんだまま、横目でちらりとそちらを見ると、軽く吐と息いきする。

「面めん倒どうくさい……全員かかってこい」

「な、なんなんだてめえは！」

「もう飽あきた、と言っているんだ。女を人ひと質じちにとって交こう渉しようを迫せまるような下げ種すと、これ以上会話するつもりはない」

　その台詞せりふに顔を見合わせていた不良たちは、なんだか分からないが、馬ば鹿かにされていることだけは確かであると確かく認にんしたのか、互たがいに頷うなずいた。

　そして、

「なめんなあああああ！」



    

  
    
      　口々に同じような言葉を吐はいて、一いつ斉せいに走り出した。

　桐崎は、それでもオレに向かったままだった。

　そして、ほぼ同時に放たれた攻撃を、防ぐ真ま似ねも避さけるような素そ振ぶりもせず、立ったままで受け入れた。

「おい、桐崎──」

　頭上へそれぞれの得物の先せん端たんが届く寸前だった。

　しゃがみこむようにすると、弾はじかれたように後ろへ下がる。前方の奴らの武器は、虚むなしく虚こ空くうを薙ないだ。そのまま倒たおれこむようにすると、地面に手をつき、それを軸じくに背後の一人に低い位置からの回し足あし払ばらいをかけた。転びかける一人へ向けて立ち上がり、腕を掴つかむと、そのまま後ろへ移る。

「安心しろ。少しばかり動けぬようにするだけだ」

　そう言って間もなく、ごぎり、という聞きたくもない異音が発せられた。相手が絶ぜつ叫きようする。肩かたの骨が外れたのだ、とオレはすぐに分かった。軽く押おすと、あっさり地面に倒れ、死にかけのゴキブリみたいにじたばたした。

　一いつし瞬ゆん動きの止まった連中だが、闘とう争そう心しんだけは人一倍あるのか、再び一人が角材をもって駆かけ出した。そのまま、桐崎へ向けて何の躊躇ためらいもなく打ち込む。最早、女だからという考えは消し飛んでいるようだった。

　桐崎は手を出し、角材が肌はだに触ふれる寸前でそれを横へ弾いた。いや、流したと言った方が正しいだろう。下手をすれば大おお怪け我がでは済まない。その勢いでまるで誘さそい込まれたように自分の方へ前ぜん傾けいしていく相手が、懐ふところへ入ると同時に固めた拳こぶしを突き入れる。今度は、正せい拳けん突づきだ。くぐもった声。また一人ノックダウン。背後からの攻撃。そのまま振ふり返り様、　翻ひるがえったスカートから白く長い足が伸のびた。踵かかとが顎あごを強く打つ。顎先を強い衝撃が襲おそうと、脳のう震しん盪とうを起こす。相手はよろめくと、後ろへ、仲間と共に倒れていった。次いで右手からの攻撃を軽いステップで回かい避ひ。同時に突き出した二本の指が相手の両目を刺さした。たまらず顔を押さえてうずくまる。そこへ振り上げた踵が、真っ直ぐと頭上から降り注いだ。

「らあああああ！」

　獣けもののような咆ほう哮こうと共に真っ直ぐと走る不良。ほとんど意地のようなものだろう。桐崎は冷静に構え、相手が近寄ってくるのを見計らって口から唾つばを吐いた。見事に眼球に当たる。突とつ然ぜん視界が塞ふさがれて動どう揺ようする隙すきをついて、手刀を真っ直すぐ放った。喉のど元もとへ食い込み、「ぶごっ」と声にならない声を出す。その後、激しく咳せき込んで体勢を屈かがませるのに、再び顔面へ膝ひざ蹴げりを繰くり出した。もちろん、そのまま意識喪そう失しつ。

「く、くそッ！」

　段々とその数が減っていくことに危機感を覚えたのか、ついに一人が懐からナイフを抜ぬいた。普ふ通つうなら危機的状況なのだろうが──相手が桐崎だったのが不幸であるとしか言いようがない。横手から接近と同時に放たれた刃やいばをわずかなバックステップでかわし、振り切きったのを見ると、桐崎はそちらへ何の迷いもなく踏み込んだ。真上から相手の手首を掴み、そのままあっさりと捻ひねる。苦鳴を漏もらし、取りこぼしたナイフを拾うと、見下ろして呟つぶやいた。

「刃は先さきの研とぎが甘あまい。買ってそのままか。鋼材も悪いな。これでは、掠かすり傷きずしか負わせることは出来んぞ」

　地面に置くと同時、まだ体勢を整えていない相手へ言う。

「扱あつかい方かたも知らん奴やつが、刃は物ものなど持つな」

　そのまま、勢いに乗せた肘ひじ鉄てつを鼻はな面づらへ叩き込んだ。あえなく、撃げき沈ちん。

　全てが、無む駄だのない攻こう撃げきだった。桐崎の、細い体から出るとは思えないほどの力と、その身体能力もあるのだろうが、あまりに動きが洗練されている。まるで、体の壊こわし方を熟知しているかのようだ。ほとんどが一撃で終わっている。

　気付けば、一人を残して、全員がその場に伏ふしていた。そいつとて、これ以上戦えるようには見えない。集団は確かに強大な力を持つが、瓦が解かいしてみれば一つ一つは大したことがない。その証しよ拠うこに、一応立ってはいるが、みっともないほど震ふるえていた。桐崎は歩み寄ると、そいつの襟えり首くびを掴んで言った。

「貴様らがつるんでいる他ほかのクズどもに伝えろ。今後一いつ切さいこちらの学校の生徒に手を出すな。もしも約束を破れば……」

　氷のような、と呼ぶのにこれ以上相応ふさわしいものはない冷れい笑しようを浮うかべる。

「私が、直接そちらへ乗り込むぞ」

「…………」

「分かったか？　──分かったら返事をしろ！」

「は、はいぃ！」

　桐崎は鼻を鳴らし、相手を突つき飛とばした。不良は尻しり餅もちをつくと、慌あわてたように腰こしを上げ、そのまま逃にげていく。

「仲間を助ける真ま似ねもしないか。所しよ詮せんは浅い関係だ」

　そう言って、桐崎が、オレを見た。

「……さて」

　し、しまった。戦っている間に逃げればよかった。オレの馬ば鹿か。

「……なんだよ」

「納得出来る理由を聞かせてくれるんだろうな？　何かの策があったとか」

「いや別に、これと言っては」

「逃げる振りをして隙を窺うかがっていたとか」

「そのまま普通に帰宅して飯喰くおうかと思ってた」

「…………」

「…………」

「……………………」

「な、なんだよ、オレが悪いのか!?」

　形勢が不利になりつつあるのを感じて、オレは反はん撃げきに転じることにした。

「大体、お前があんな奴らに捕つかまるから悪いんだろうが！」

「それに関しては謝ろう。だが今問うているのは、貴様が私を近所の野の良ら猫ねこが捕まったように扱ったということだ」

「いや、猫なら助けるよ。多分。夢見悪いだろ」

「……私ならぐっすり眠ねむれると言うのか」

　しまった。失言だった。いや、オレは悪くない。そのはずだ。大体、

「別にいいじゃねえかよ、結果的になんとかなったんだしよ！」

「それは、結果論に過ぎん。仮にも私は貴様の恋こい人びとだろう」

「……あのなあ」

　オレは、盛大にため息をついて言った。

「大体、恋人、恋人って言うけどよ、一応『表向きに』ってことだろうが」

「なに？」

「お前、オレに言ったよな。オレに好きな奴が出来てもいい。ただ傍そばに居れればそれでいいって」

「それは……そうだが」

「だったら、恋人面づらすんなよ！」

　オレの言葉に、桐崎は目を見開いた。

「確かにオレはお前に付き合うって言ったよ。でもな、それはオレが了りよう承しようした範はん囲い内ないでだ。決して、余計な迷めい惑わくまでかけていいとは言ってねえぞ。今回みたいな遊び半分のことにまで付き合わされて、それでお前が怒おこるってのは、そりゃあんまりにも勝手過ぎじゃねえか？」

「…………」

　その問いかけに、桐崎は答えず、顔を俯うつむけてしまう。

「……なんだよ。黙だまるなよ。オレ、間ま違ちがったこと言ったか？」

「いや……言ってない」

　小さく、呟つぶやく。

「でも……遊び半分ではなかった」

「あ？」

「貴様は──久遠りんのことをいつも気にかけてるな」

　突とつ然ぜん、りんの話題が出てきたので驚おどろいた。

「……なんだよ、いきなり」

「他人などどうでもいいという風に振ふる舞まっている貴様が、久遠りんだけは特別扱あつかいだ」

「特別扱いって……いやまあ、確かに、他の奴やつよりかはな」

　単純に、放っておけないところがあるということなのだが。それがどうかしたのだろうか。

「それは、無理もないことだと思う。確かに彼女は、目を離はなせないところがある。親しくしている貴様が、心配するのも当然だ。……でも、」

「でも？」

「今日の体育の時間、暑かったな」

「あ？　ああ、そうだな」

「私は水飲み場に来た」

「そうだな」

「怪け我がをしたと言っていたが、本当は、少々日差しにやられていたんだ。それで、体を休めるために日ひ陰かげまで来た」

「ああ、そうなのか」

　確かに最近、妙みように暑いもんな。

「それが？」

「…………」

「なんだよ」

「その……つまりだな」

　少しだけ視線を上げた。何故か、少し頬ほおが赤い。

「ええと──」

「なんなんだよ」

　だんだん苛いら々いらしてきて、オレは言った。

「言いたいことがあるなら、はっきり口にしろよ。めんどくせぇ奴だな」

「──っ」

　その言葉にショックを受けたように、桐崎は仰のけ反ぞった。そのまま、肩かたを落とし、わなわなと震ふるえる。

「な、なに……？」

「……わ、悪かったな」

　正面を向くと、桐崎は大きく叫さけんだ。

「面めん倒どうくさい女で、悪かったな！」

　そして、真っ直すぐと走り出した。そのまま、スカートを振ふり払はらうと、ナイフを抜ぬき出し、思いっきりオレの腹を刺さす。

「ごぎゃ！」

　そしてそのまま、傷口に思い切り指を差し入れて掻かき回した。ぎゃあああ！　痛い痛い痛い！　普ふ通つうに痛い！

　桐崎はナイフを抜くと、血を振り払って仕し舞まい、踵きびすを返した。

「クギトの阿あ呆ほう！　不良もどき！　童どう貞てい！　短小！　包ほう茎けい！」

「お、お前待て、最後の二つは確かめたこともないくせに！」

　オレの制止の声など聞く耳をもたず、そのまま、奴は走り去ってしまった。

「…………なんなんだよ」

　一人、取り残されるオレである。

「わけのわかんねえ奴だなあ」

　呟いて、やれやれと体を見下ろす。いつもなら跡あとが残らないように制服を脱ぬがしてから刺す癖くせに、今回は上からぶっさりとやりやがった。何考えてんだあいつは。

「……オレも帰ろ」

　考えていても仕方ない。あいつの奇き行こうは今に始まった話ではないのだ。オレは死し屍し累るい々るいと横たわる不良どもを乗のり越こえて、家路につくことにした。

　……が──ふと、聞こえるはずのない音に、耳を澄すませる。

　何か、柔やわらかいもの同士が互たがいに打ち合うような乾かわいた音。

「なんだ……？」

　と思っていると、ダンボールの山の後ろから、小さな人ひと影かげが現れた。オレは、目を見開く。

　女だ。いや、少女と言った方がいいかもしれない。見た目は、中学生、下手をすれば小学生にも思える。

　短めの髪かみが、その体に不似合いなだぶだぶのスーツと相まって、彼女の幼い雰ふん囲い気きに余計拍はく車しやをかけていた。

　が──その顔だけは、そうと言うことが出来ない。いや、確かに子どものようではあるのだが──彼ら特有に備わる、無む邪じや気きさというものがごっそりと削そぎ落おとされている。

　譬たとえるなら、フランス人形。精せい巧こうではあるが感情というものが窺うかがえず、仮にそういったものが存在するのだとすれば、魂たましいというものが、彼女には存在しないのだろう──そんな風にさえ思ってしまう。

　だが、オレが驚おどろいたのは、非人間じみた少女の相そう貌ぼうに関してではなかった。

　そいつのことを──オレは、知っていた。

「お久しぶりです」

　まるで、芝しば居いの練習でもしているかのように。

「数ヶ月前──」

　あくまでも、淡たん々たんと、台本を読み上げるような棒読みの口調で──そいつは、言った。

「【午前零時の殺人鬼】の事件でお会いして以来……ですね」



　場が暗くら闇やみに落ち込んでいく。昼と夜の間、黄たそ昏がれ時どきだとか呼ばれる時間帯。

　誰もいない、打ち捨てられたような場所で、オレと対たい峙じしているのは名も知らぬ女だった。

　だが、名は知らないが、オレは、こいつと顔を合わせたことがあった。数ヶ月前──そう、【午前零時の殺人鬼】の事件が本当の意味で解決を迎むかえた直後、オレと桐崎の前に現れたのがこの女だった。こいつはオレのことは勿もち論ろん、桐崎のパーソナルデータも事細かに知り得ていた。無論、あいつが【午前零時の殺人鬼】であることも。

　正体をバラされたくなければついてこいという要求に従い、女に連れて来られた場所で、オレたちはとんでもないことを聞かされる。その内容は、こうだ。

　この国には、秘密がある。

　法を犯した者には正当なる場所で厳正なる裁きを──これは日本のみならず、世界共通において定められた、古くからのシステムだ。

　罪なる者には罰ばつを。人道を外れた者には相応なる苦しみを。

　それは、理性ある社会として当然たる仕組みであるとも言える。

　だが、ねじれきったこの現代では、必ずしも全ての人間にそれが当てはまるわけではない。

　己おのれに与あたえられた高位を保持するため、権力を行使し法の網あみより逃のがれようとする者がいる。多くの者を闇やみへ堕おとし、利権を貪むさぼりながらも、平気な顔をして陽ひの下を生きる者がいる。

　法律とは絶対なものではない。人が作る以上、やはり抜け穴は存在している。

　それらのほころびを掻かい潜くぐり、加えられるべき制裁をかわす存在は、確かにこの世に在るのである。

　だが──彼らを許容し続けるほど、この国はまだ腐くさりきってはいなかった。

　政府は、法で裁けぬ悪に天てん誅ちゆうを下すための集団を作り上げた。

　名前はない。その活動自体が法を逸いつ脱だつしているため、その存在は極きわめて内密に伏ふされている。『彼ら』はただ、【組織】とだけ呼ばれる。

【組織】は、優すぐれた身体能力を持つ犯罪者たちを秘ひ密みつ裏りに集めた。彼らには罰を下す代わりに執しつ行こう者しやとしての役目が与えられる。

　悪をもって、悪を圧するという目的の為ために。

　多分、こんな内容の話を聞いたら、大たい概がいの人間が『ちょっとありきたりな設定だね』と笑うだろう。『昔から何度もやられてる内容だし、オリジナリティがないよ。で、それ、なんて映画？』。

　違ちがうんだ。オレは、ゆっくりと首を振ふりながらこう答えるだろう。

　これは、現実の話なんだ。

　政府が、法で裁けぬ悪をこらしめるため、犯罪者たちを集めて組織を立ち上げている。

　オレが出会った、【組織】のボスだという男は、大真ま面じ目めにそんな話をした。

　そして、そいつは桐崎に言った。殺人鬼として法の下で裁かれる代わりに、【組織】の手先となって様々な理由や事情から罪を免まぬがれる悪を殺せと。とんでもない話だ。そうとしか言いようがない。だが、桐崎は様々な過程を経た後、それを受けた。半分、脅おどされたようなものではあったが。奴やつは、生きて罪を償つぐない続けるという方法を選んだのである。そんな桐崎に、やはり紆う余よき曲よく折せつあって、オレは付き合うと決めた。最初から、最後まで。

　そしてこの女は、桐崎と【組織】を繋つなぐパイプ──連れん絡らく役やくのようなものなのだそうだ。

以前に会った時は、会話らしい会話すらしていないので、きちんとした言葉を交かわすのは実質的に初めてと言えるかもしれない。

　女は桐崎の去っていった方向を見つめ、ぽつりと呟つぶやいた。

「青春、ですね」

「はあ？」

「痴ち話わ喧げん嘩かとは、付き合い始めてある程度の年月を経たカップルの行う通過儀ぎ礼れいのようなものだと記き憶おくしています」

「間ま違ちがってはいねえが、正解でもない気がする」

「楽しいですか？」

「あ？」

「桐崎恭子との学園生活は、潤うるおっていますか？」

「この状じよう況きようを見て、よくそんなことが言えるな」

「客観的に分ぶん析せきする限りでは、幾いくらか楽しそうではありますが。彼女の吐と露ろした感情も、まるきり年とし頃ごろの女性その物です」

「なにが言いたいんだよ」

「ですから、青春ですね、と」

「悪いが、オレは頭の回転がそれほど速くなくてな。嫌いやみならストレートに言ってもらえるか」

「彼女は、あなたの前では随ずい分ぶんと【普ふ通つう】になるようです。桐崎恭子の背景を鑑かんがみるに、無理もないことかもしれませんが」

　オレの方へ視線を戻もどすと、女は言った。

「性的興奮による発散要求が殺傷行こう為いに該がい当とうする彼女にとって、いくら刺さしても死なない、刺しても自分を嫌きらわない、突つき放はなさない、気味悪がらないあなたは、生まれて初めて、素すの自分をさらけ出して付き合える相手なのでしょう」

「それがどうかしたか？」

「つまりあなたの前では、彼女は単なる一人の女子高生に戻る。内外の葛かつ藤とうは別として、少なくとも、対外的な意味では」



    

  
    
      　……なにを伝えたいのかが分からず、オレは眉まゆをひそめる。

「ではあなたはどうでしょう」

「オレ？」

「あなたは彼女をどう捉とらえているのですか？　普通の女子高校生として？　それとも──理り不ふ尽じんな理由から何人もの人間を殺し続けた、忌いまわしき【午前零時の殺人鬼】として？」

「それは……」

　返答に迷った。どちらも正解だからだ。桐崎と付き合って以来、あいつが、許されざるべき殺人鬼であるということは理解しつつも、時折覗のぞかせる人間的な面を、そして、何よりもあいつが背負ってきたものを知ってしまったことにより、全てを倫りん理り的てきに考えることが出来なくなっていた。

「っていうか、それよりあんた、何しに来たんだよ」

「答えられないからと言って論じる矛ほこ先さきを変えるのは少々卑ひき怯ようであるかとは思いますが

──まあ、今はいいでしょう。特に会いに来た理由はありませんし」

「ねえのかよ！」

　オレは拍ひよ子うし抜ぬけしたように言った。

「オレはまた──【組織】の指令が来たのかと思ったぜ」

「今のところは。あなたたち以外にも組織員は居ますので」

「そりゃ、まあ、なにより」

「ですが近く、必ず来ます。覚かく悟ごをしておいて下さい」

「そりゃ、オレよりあいつに言った方がいいんじゃねえのか？」

「いいえ、あなたにこそ伝えるべきかと」

「……どういう意味だ？」

「ご自分でお考え下さい」

「難しいことを考えんのは苦手なんだよ」

「だからと言って思考を放ほう棄きすれば、ただ酸素を喰くい潰つぶして二酸化炭素を排はい出しゆつするだけの無益な炭素生物と化しますよ」

　……言ってくれんじゃねえか。

「まあ、今はそれでも構いませんが。特にわたしが困るという話ではありませんし」

「だったら言わなくてもいいだろうが」

「あなたの場合、他人に指し摘てきされなければ何事も理解する以前に気付くこともないかと思いまして。老ろう婆ば心しんながら」

　ぐっ……正論でありつつ半分自覚しないでもないことなので、何も返すことが出来ない。

「……なんでそんなことが分かる。オレとそれほど話したこともねえだろうが」

「それは、あなたが性格的な意味で詳しよ細うさいに分析する必要性が見当たらないからです」

「あ？　なんだって？」

「単純な馬ば鹿かだから読みやすいのです」

　思わず拳こぶしを振ふり上げたよオレは。

「そうやってすぐ暴力に訴うつたえようとするところもそう考える要因の一つかと」

　涼すずしい顔でそう言われ、オレは震ふるえる手を下げた。おのれ。

「いずれその思考があなた自身に葛藤を生むことがないよう、祈いのっています」

「ソリャドウモ」

「ではわたしはこれで」

　結局、本当に何しにきたんだこいつは。……ひょっとして、何をしているか逐ちく一いち監かん視ししてるって伝えたかったのか？

「ったく、趣しゆ味みの悪い……」

　そう思いつつ、オレはふと、そういえばこいつも一応は女であるということを思い出した。

「なあ」

「なにか」

　立ち去ろうとしたところを呼び止めると、女が振り返った。

「さっきのこと全部見てたんならよ、桐崎がああいうことした理由とか……分かるか？」

「ああいうこと、とは？」

「いやほら、ここでぶっ倒たおれてる奴やつらにあいつがわざと捕つかまったことだよ。遊び半分じゃないとか言ってたしよ。いきなり怒おこって刺さすし」

「…………」

　女はじっとオレを見つめた。

「なんだよ」

「先ほど、わたしがあなたに伝えた言葉の中にヒントが隠かくされています」

「……？」思い出してみる。が、分かるわけがない。

「……分からん。教えてくれ」

「わたしも染色体的に言えば女性に該がい当とうしますので、彼女の行動が理解出来なくはありません。が、それを何の躊躇ためらいもなくあなたに伝えるほど愚おろかではありません」

「なんだそりゃ。なんでだよ」

「一いつ般ぱん的てきに言えば、【野暮】ということになります。こういうことは、ご自分で気付かれた方が良いかと」

　ぬう。こいつの言い方はいちいち回りくどくて厄やつ介かいだな。

「努力なさってはどうです？　彼女の傍そばに居ると決めたのならば」

　そう言って、女は小さく俯うつむくと、ぽつりと呟つぶやいた。

「……桐崎恭子という人間を知る者にとっては、そんなことをする価値が彼女にあるかどうかは分かりませんが」

　オレは片かた眉まゆを上げて首を傾かしげ、意味を尋たずねるようなポーズをとったが、答える気配はなかった。

「もう用はありませんか？　失礼させて頂きたいのですが」

「あ、ああ。まあ、そうだな、うん」元々あんたが勝手に出てきたんだが。

「では」

「……あ、そうだ」

「なにか？」

「あんた、名前なんつうんだ？」

「……知る必要があるとは思えませんが」

「いや、そうだけどよ。なんつうか……お前、【組織】とオレたちの間に入ることになるんだろ？　これから。だったら、名前くらい知ってた方がいいかと思って。いつまでも【なあ】とか【あんた】じゃ締しまりが悪いだろうが。熟年夫婦じゃあるまいし」

「熟年夫婦だと思ってもらえれば問題はないのでは」

「オレの方に問題が浮ふじ上ようするんだよ」

「そうですか。面めん倒どうなものですね」

　女は、しばらく考えるような素そ振ぶりを見せていたが、やがて言った。

「分かりました。花か王おう曽そ根ね宮みや春はる香か、です」

「は？」

「ですから、花王曽根宮春香です」

「……そりゃ、また、ものすげえ名前だな。貴族か？」

「血筋ではあるようですが、詳しよ細うさいは存じ上げません」

「そうか……」にしても無茶苦茶呼びにくいな。

「長いのであれば、ハルちゃんと呼んで下さって結構です」

「結構なのかそれは!?　主にあんた的に！」

「【組織】ではそう呼ばれています」

　……あのおっさん、何考えてんだ？　いや、何も考えてないに違ちがいない。ノリだ。きっとそうだ。そうに違いない。

「……んじゃ、ハルで」

「ちゃんはなしの方向ですね」

「ちゃんはなしの方向だ」

「分かりました。では、もう他ほかにありませんね」

「お、おう」

「失礼致いたします」

　女、いや、花王曽根宮春香……もとい、ハルは、そう言って軽く頭を下げると、踵きびすを返して去っていった。

　……とことんまでよく分からん奴やつだ。

　夜近くになっても下がる気配さえ見せない熱気の中、オレは、一人残された。



    

  
    
      第二章　死なない男と悩なやめる日常






　翌日。

　教室に入ったオレは、自然と桐きり崎さきの姿を捜さがしていた。そんな自分に気付くと、いやいや、と首を振ふる。なんでオレがあいつのことを気にしなくちゃならないんだ？

　別に、あいつがどういう反応をとろうが知ったこっちゃない。

　やれやれと呟つぶやきながら、自分の机の上に、鞄かばんを放り投げる。席せき替がえの結果、オレはめでたく窓際ぎわの席を確保していた。他のやつらはくじ引きだったのに、オレだけが担任の直接指示だった。不ふ穏おん分子は見えない場所へ置いておこうという配はい慮りよがなされたのかもしれない。別に前席を陣じん取どるほど勉強熱心というわけではないから、ありがたく受け入れておいた。

　が、問題は、オレの隣となりが桐崎であるということだ。

　だが今はその姿がない。なんとなくほっとしながら、なぜほっとしたのかと自分に問いかけつつ、座った。

　朝のホームルームが始まる前の教室はざわついていて、どこか落ち着きがない。だが、オレがぼけっとしながら黒板に描えがかれた下らない落書きを眺ながめていると、ぴたりとその騒さわぎが収まった。

　入り口から、桐崎が現れたからである。

　桐崎恭きよ子うこは現在この教室で、一応女生徒好感度ランキングトップ（男女含ふくめ）になっているらしい。演技をしている時の奴は、気持ち悪いほどに人当たりがいいし、物もの腰ごしも柔やわらかで、誰に対しても丁てい寧ねいな態度を貫つらぬき通とおす。おまけに顔だけは人一倍整っているものだから、無理もないかもしれない。やっかむ奴が何人か出てきそうだが、幸いなことにうちのクラスでは目立ってそういうことをやろうとする者は今のところいない。彼氏がオレであることもその要因であるのかもしれないが。

「おはようございます」

　と声をかければ、自然と誰もが同じ言葉を返す。自分から言ってくる奴も多い。それらにいちいち応こたえながら、桐崎はオレのところまでやって来た。

「おはようございます、乃の出でさん」

「……よう」

　相変わらず、寒気がするような礼れい儀ぎ正ただしい挨あい拶さつだった。

「今日も、とてもいいお天気ですね」

「くそ暑いけどな」

「いいじゃありませんか。夏も始まりという気がして」

　いつも交かわされる会話──のはずが、どうも上うわ滑すべりしているような感じがする。オレの気のせいか？

「では、失礼します」

　そう言って、桐崎はオレの隣に腰こし掛かけた。鞄から教科書を取り出し、一時間目の授業の準備をし始める。

「なあ、桐崎」

「なんでしょう？」

「昨日、なんでいきなりキレた？」

　手が止まった。くるりとこちらを向く。不自然なほど全開な笑え顔がおで、

「なんのことでしょう？」

　とすっとぼけた。オレは、顔を寄せて、小さく呟く。

「昨日のあれだよ。あいつらをぶっ飛ばした後」

「言っていることが分かりませんわ」

「……お前、なに考えてんだ？」

「乃出さんこそ、どうしてそのようなことをおっしゃるの？　昨日、私たちは、それぞれに用事があると言って校門のところで別れたではありませんか。その後、一いつ切さい話もしていないし、ましてや会うなどということは」

　どうやらポーズではなく、本気で昨日あったことを【なかったこと】にしようとしているらしい。

「……まあいいや。後よ、お前がどっか行った後、ハル……前に会った【組織】のあの女が来て」

「では乃出さん、私、少し用事がありますので」

　話の途とち中ゆうで腰こしを上げると、桐崎は、足早に前へ行ってしまった。日直だったらしい。授業が始まる前に黒板を拭ふくため、雑ぞう巾きんをもって教室を出て行ってしまった。

「なんだあいつ……」

　妙みように態度がおかしい。白々しいというか。わざとオレとの接せつ触しよくを避さけているというか。なんであいつがオレにそんなことをする必要がある？

　わけのわからない想おもいを抱かかえていると、桐崎とすれ違ちがいにりんが入ってきた。いつも朝に行っている学校前の清せい掃そうが終わったのだろう。後ろを向き、首を傾かしげながら、オレの方へやってきた。りんの席は、オレの斜ななめ前まえだ。

「よぉ」

「うん、おはよう。ねえクギちゃん、なにかあったの？」

「なにが？　なんも？」

「そう？　でも桐崎さん、怒おこってたよ」

　は？　と、オレは目をしばたたかせた。

「あいつが怒ってる？　なんで？」

「わたしに言われても困るなぁ……。また喧けん嘩かでもしたの？」

　また、という語句にうっと言葉が詰つまった。

　以前、【午ご前ぜん零れい時じの殺さつ人じん鬼き】の事件の時、確かにオレは桐崎と仲なか違たがいのような状態になった。いや、そんな生易しいもんじゃないが──とにかく、その時、どうすればいいのか分からず迷うオレの後あと押おしをしてくれたのがりんだった。

「別にしてない……はずなんだが」

「何もしてないのに、桐崎さんが怒るはずないよ」

「っていうか、あいつ怒ってるのか？　そうは見えんが」

「うーん。なんとなく雰ふん囲い気きで分かる。違ったら、その方がいいんだけど……」

　りんは鞄かばんを置きながら、椅い子すに腰掛けた。

「桐崎さん、多分、普ふ通つうの女の子が機き嫌げん悪くするようなことで怒ったりはしないと思うから……。よっぽど腹が立つことがあったのかな」

「よっぽど腹が立つこと、ねえ……」

　オレは、片かた肘ひじをつき、顔を手に乗せて、ぼんやりと考え込んだ。……うーん。該がい当とうするとすれば、昨日のこと以外ない気もするが。

「あ、なんか心当たりあるんだ」

「いや、あれはでも、そんな、怒るようなもんじゃ……」

「怒るようなものじゃないって、クギちゃんが判断しちゃダメだよ。なにかを見過ごしてたり、誤解があったり、思わぬところですっごい間ま違ちがい犯しちゃったりしてるんだから。人って」

「そういうもんか？」

「うん。まあ、お母さんの受け売りだけどね」

　ふーむ。オレは、なるほどなあ、と呟つぶやいて、ぼやいた。

「いや、実は昨日さ……」

「うんうん」

　りんに、一連の騒そう動どうを説明する。最も、全てを言うわけにはいかないから（特に桐崎が阿あ修しゆ羅らのごとき勢いで不良を全員なぎ倒たおした部分とか）桐崎を人ひと質じちにとられたんだが、見捨てようとしたというような内容を、かいつまんで語った。そうしたら、りんは開口一番、

「それは、クギちゃんが悪い」

「……まあ、冷静に考えてみりゃそうなんだが。でもあいつ、お前が思うよりずっとつえーんだよ。そこらの不良なら負けないっていうか。だから大だい丈じよ夫うぶかなー……とか」

　りんは腕うでを組んで、しばらく唸うなった。そして、考えるように目を閉じたまま、

「ねえ、桐崎さん、怒る前にわたしのことを話してたんだよね？」

「ああ、そうだ。お前は目が離せないところがあるな、とかなんとか」

　オレがこいつのことを心配してる、とかは言いにくいことなので伏ふせておいた。

「それで、自分も日ひ陰かげで休もうとしてたって、言ったんだよね」

「おう」

「それに対して、クギちゃんはなんて答えたの？」

「ああ、そうなのかって」

「……それで？」

「いや、それだけ。で、なにが言いたいのかはっきりしないから、面めん倒どうくせえ奴やつだなって」

　りんは、「そうなの……」と呟いて、横を向くと、小さく息をついた。

「うん、分かった」

「お、まじか？」

「うん。でも、言わない」

「あ？」

「わたしは、言わない。それは、クギちゃんが自分で気付かなきゃダメ」

「なんだよ、お前まで」

「お前まで？」

「え、ああ、いや、まあ、知り合いにも似たようなこと言われたもんで……」

「そうなんだ。でも、その人の言ったことは正しいと思うよ」

「なんでだよ」

　オレは、机を指で苛いら立だたしげにこつこつと叩たたいた。

「自分で気付け自分で気付けって、オレはそういうの向いてねえんだよ」

　自じ慢まんじゃねえが、オレは生まれてこの方ダチってもんに恵めぐまれたことがないから、人間心理の機き微びなんぞ悟さとりようがねえんだぞ。笑えるくらい本当に自慢にならねえ。

「じゃ、ヒント。桐崎さん、精神的な面で強い人だと思うし、色々なことを知ってるし、頭も良いけど……やっぱり女の子なんだよ」

「それ、ヒントか？　当たり前じゃねえか」

「多分、正解に近いと思うよ」

　オレは、あー？　と言いながら、頭を悩なやませた。ええい苛いら々いらする。なんで桐崎のことなんかでこんなにも悩まなきゃならんのだ。

「なあ、細かいことはいいから教えてくれよ。さっぱりわかんねえ」

「ダーメ。桐崎さんと付き合ってるなら、そういうことは、ちゃんと自分で気付いて解決しないと」

　そうして、りんは小さく囁ささやくように言った。

「……それに、そこまで親切に教えちゃうと、なんだか、悔くやしいもん」

「なんだって？」

「なんでもない。とにかく、じっくり考えた方がいいよ」

　……なんだよ、りんらしくねえな。いつもはお節せつ介かいなほど色々教えてくれる癖くせに。

　いや、まあ、りんの親切に頼たより過ぎるのも問題ではあるんだが。

「……でも桐崎さんも、わたしのことなんか、気にしなくてもいいのにね」

「そうだよな」

「そうだよ。自分のことでこんなに悩んでくれる恋こい人びとが、ちゃんとここに居るんだから」

　いや、そういうことじゃないんだが。

「やっぱりいいなぁ……」

　そう漏もらしたりんの言葉を問い返す前に、授業が始まるチャイムが鳴った。

　戻もどってきた桐崎は、やはり、オレの方を見もしなかった。



　結局一日中あれこれ思し索さくに耽ふけったものの、これという回答は出なかった。嗚あ呼あ、誰かと関わるとだから面倒くさいんだ。オレが自分で決めたこととは言えど。

　いつもはどれだけ鬱うつ陶とうしがっても一いつ緒しよに帰ろうとする桐崎は、今日に限って最後の授業が終わると同時に出て行った。なぜかオレの方をちらりと見て、複雑そうな顔をした後で。

　オレは仕方なく、これから近くの公園でゴミ拾いをするというりんと別れ、家路についた。

　解決の糸口さえ掴つかめない問題というのは、胸にもやもやとした霧きりのようなものを宿す。それを晴らす方法を知ってはいるのに、そこへ至るまでの過程が見えてこない。

「……あー」

　言葉にならない声を漏らし、オレは家に辿たどりついた。

　玄げん関かんの鍵かぎを挿さし込もうとして……既すでにドアが開いていることに気付く。

「姉さん？　帰ってるのか？」

　靴くつを脱ぬいで家の中へ上がったところで、奥おくの居間から声がした。

「帰ってるよー」

「珍めずらしいな。こんなに早く」

　廊ろう下かを進んで暖の簾れんを押おし上げる。姉さんが、カップラーメンを食っているところだった。

「大きな事件も起こってないし、早めに上がったのよ。たまーにあるのよね、こういう日が」

「それはいいけどよ、またそんなもん食いやがって」

「だって新製品よ!?」

「だから？」

「え？　それだけ」

　麺めんをすすりながら答える姉さん。

「充じゆ分うぶんな理由に該がい当とうしねえよそんなもん」

「だって……」

「だって？」

「新製品なんだもん」

「二回繰くり返したからって、ああそうか、と納得すると思ったら大おお間ま違ちがいだぞ」

「意外と冷静な弟に姉さんびっくり。あんたも成長したのね……昔はおむつ替える時、あたしにおしっこかけてた癖に」

「何年前の恥ち部ぶを持ち出す気だ！」

「姉さんにとっては、あんたはいつまでもあの時のままなのよ……」

「いい風に話まとめようとしてるけど、誤ご魔ま化かせてないからな」

　露ろ骨こつに舌打ちしやがった。おまけに汁しるまで飲み干す始末。

「こんな時間にそんなもん食ったら、晩飯食えないぞ」

「大だい丈じよ夫うぶよ、成長期だもん」

「体が横に広がるのは成長ではなく劣れつ化かだ」

　メンマが飛んできた。

「嫌きらいなものだけを限定して投げるな！　その前に食べ物を粗そ末まつにするな！」

「粗末にしてないわよ。後で食えばいいのよ。クギトが」

「床ゆかに這はい蹲つくばらせてでもあんたに食わせてやる」

「なんという恐おそろしい台詞せりふ……。さすがいたいけな少女におしっこかける男は違ちがうわ」

「言い方アウトー！」

　無論、チョップだ。

「いたい！　なにすんのよ！　大体、晩ばん御ご飯はんって、あんた買かい物ものぶ袋くろ提げてないじゃない！」

「え？　……あっ」

　言われて初めて気付いた。ぼーっとしていたから、夕飯の買い出しを忘れてきてしまったらしい。

「しまった……」

「なに、うっかり？　珍しいわね、あんたが。チンピラみたいな形なりしてる癖くせに、神経質なほど細かいこと覚えてるのに」

　そんなに考え込んでたのか、オレ。参ったな……。

「……なによ、なんかあったの？」

　椅い子すに腰こし掛かけてため息をつくオレへ、姉さんが尋たずねた。

「いや、別になんかってわけじゃねえけどよ」

「桐崎さんと喧けん嘩かでもした？」

「……なあ、なんでオレが落ち込んでると、イコールで桐崎とのトラブルに直結するんだ？」

「違うの？」

　いや、そうなんですが……。

「喧嘩ってほどでもねえけどよ」

「話してみなさいよ、この親愛なるお姉様に」

　しばし迷うように沈ちん黙もくしたが、オレはもう、藁わらにも縋すがるという想おもいになっていた。これ以上、一人でうじうじやってるのは、さすがに精神衛生上悪い。

　オレは、りんの時と同じく、所々をはしょったりして話した。

「……っつーわけでさ。久く遠おんが言うには怒おこってるっつーんだけどよ。別に怒るようなとこは見当たらないよな？」

「いやー、そりゃ怒ってるでしょ」

　姉さんは、あっけらかんとして言った。

「恋こい人びとが自分を見捨てたってのはちょっとねえ」

「いや、それはそうなんだろうけどよ。あいつ……ええと、武道とかやってたらしくてよ、強いんだよ。だから」

「たとえそうだとしても、やっぱそりゃ、あんたが悪いわ」

　……ぬう。あいつとオレの特とく殊しゆな関係を話せない以上、確かにまあ、全面的にオレが悪いということになってしまうのだろう。

「……でも、そのことが原因じゃなさそうね」

「そうなのか？」

「うん。ま、あたしもそれほど話したほうじゃないけどさ。桐崎さんも、あんたがそうした理由をわかっていないってわけじゃないと思う。あの子はそういう子よ。多分ね。比重に関して言えば、その後の方が問題ね」

「後？」

「あんたが久遠さんに優しくしてて云うん々ぬんってとこ」

「別に優しくしてたわけじゃねえんだが……」

「まあまあ。あんたの気持ちどうこうは置いといて。あのね、はっきり言っちゃうけど」

「……おう」

　オレは、つい身を乗り出していた。姉さんは、顔を突つき合わせて、ひと言、こう口にした。

「嫉しつ妬とよ」

「……嫉妬ぉ？」

　耳慣れない単語だった。

「いや、嫉妬ってほど大したものじゃないかもね。拗すねてるって言った方がいいかも」

「どういうことだよ」

「あんたも鈍にぶいわねえ」

　わざとらしくため息をついて、姉さんは言った。

「いい？　恋人が、自分じゃなくて、他ほかの誰かに親切にしてりゃ、そりゃ少しは気になるわよ。あんたの場合、それだけじゃないわ。さりげなく、自分も久遠さんと同じ状態だったんだって言ってたのに、あんたはどう？　『ああ、そうなのか』って、なにそれ。なめてんの？」

「いや、そういうわけじゃ……」

　そもそもあいつは日射病ごときでどうこうなるようなタマじゃないだろうし。

「そういうことじゃないのよ」

　強く、姉さんがテーブルを叩たたいた。

「いい？　そういうことじゃないの」

　二回言った。

「確かに、あんたの言う通り、桐崎さんはそういう子じゃないかもしれない。誰かに心配されるようなタイプじゃないかもしれない。だからって、それを桐崎さんが望んでいるかどうかは別問題でしょう。不良にわざと捕つかまったのだって、それが理由かもしれないわ」

「あ？　なに？　あれもそうなのか？」

「多分ね。桐崎さんだって女の子よ。付き合っている彼氏に、気き遣づかってほしい時もある。なのにあんたときたら、久遠さんにばっかり構って、あの子はほったらかし。不良にでも捕まれば、もしかすれば少しは心配するかもしれない。……そんな風に考えたんじゃないの？」

「んなアホな」

　そんなことするような奴やつかよ。

「チョーップ！」

　姉さんの放った拳こぶしが飛んできた。

「……姉さん、どう見ても今のはパンチだ」

「細かいことは気にしないの。あのねえ、桐崎さんだってそりゃ、そんなことはないだろうと思ってるわよ。でも、ひょっとしたら……なんて思ったんじゃないの？　ほんの少しだけね。そういうのが恋こい心ごころってもんよ」

「恋心ぉ？」

　オレは、頭を抱かかえて突っ伏ぷした。

「めんどくせええええええええええ」

「次はヘッドロックを仕し掛かけるわよ」

「す、すんません」

　天てん井じようを仰あおぐ。

「んだよ、そんなことかよ……」

「そんなこと言わない。可愛かわいいじゃない」

「んで、オレはどうすりゃいいんだよ、それに。悪かったって言えばいいのか？」

　姉さんは腕うでを組み、首を傾かしげた。

「そうねえ。桐崎さんも多分、もう怒おこってはないと思うんだけど……。それどころか、変な意地張ってこっちこそ悪かったって思ってるかもしれないわ。でも、仲直りするチャンスがないのね。だとすれば、何かきっかけが必要ね」

「きっかけ？」

「互たがいにリラックスして、自然に互いの非を認め合うことの出来るきっかけよ」

「ほう。どうすりゃいいんだ」

「少しは自分で考えたら？」

「もう嫌いやって程ほど考えたんだよ。勘かん弁べんしてくれよ」

「しょうがない弟ね……」

　苦くし笑ようしながら、視線を上げて何かを考える姉さん。

　しばらくして、「あ、そうだ」と手を叩いた。



    

  
    
      「簡単な話よ」

「なに？」

　びしっと、オレを指さして──

「あんた、桐崎さんをデートに誘さそいなさい！　明日にでも！」

　ものすげえことを、のたまわり下さった。



　鬱うつ陶とうしいほど高く青い空に、時折上がる歓かん声せいが吸い込まれていく。

　水音は涼すずしげに響ひびき、時折寄せる波が熱をもった体を冷やしていった。

　二十五メートルのプール、六コース目の隅すみ、つまるところ端はしっこの端っこ。

　狂くるったようにテンションを上げたクラスメイト連中から離はなれた場所で、オレは一人、くつろいでいた。

　普ふ通つう、高校ともなれば水泳の授業というのは男女別が常識だ。

　だが、明めい答とう学がく園えんでは水泳の授業の最初の日だけは男女混合の水球大会が催もよおされることになっていた。

　もっともそれも少し前に終わり、今は自由時間となっている。

　男子も女子も、そこかしこで固まって騒さわいだり、プールサイドで語らったりと、様々な形でコミュニケーションをとっている。無論、男だけ、女だけのグループもあるが、大たい概がいは男女交じってのほとんど合コンみたいな雰ふん囲い気きだ。うちの学校は校長の趣しゆ旨しなのか変に異性交遊に寛かん容ようなところがあって、こうした行事を平気で組み込んだりする。それが目的で入学してくる奴も居たりで、生徒数の確保に一役買っているらしい。市立なのにそこまでしなくてもいいんじゃないかと思うし、問題は大有りだろうと考えたりもするのだが、文句が出ていないところを見るとまあなんか上手い具合に色々回ってるんだろう。

　とは言え友達どころか知り合いすらろくにいない、姉さん曰いわく「青春っていうか黒冬」を送っているオレとしては、楽しみようがないレクリエーションなわけだが。

　何をすることもなくぼーっとしているオレの視線の先に、りんが居た。しばらく体育関係は見学することになっているらしく、ひさしの下で体育座りをしている。目が合うと、小さく手を振ふってきた。軽く頷うなずいて返すと、今度は人差し指をいずこかへ向ける。眉まゆを顰ひそめたオレに、そのまま虚こ空くうを突つくような真ま似ねをした。そっちを見ろ、ということなのかもしれない。言われた通りに顔を向け、オレは、目をしばたたかせた。

　対角線上に、桐崎がいる。

　いやまあ、同じクラスなのだから当たり前だし、先の水球大会では時折失敗しながらもそれなりに活かつ躍やくしているのを見ていたのだが……一人だったので驚おどろいた。てっきり誰かと話しているのだとばかり思っていたのだが。

　プールサイドに座り、上げた片かた膝ひざに顎あごを乗せ、どこか物もの憂うげな表情をしている。やはりいつもと違ちがう。時折クラスメイトから話しかけられた時には笑え顔がおで返すが、彼らが離れると、また元の状態に戻もどっていた。

　再びりんへ視線を戻す。しきりに桐崎の方を指差しては、しきりに顎を突き出す。

「……なんだよ」

　呟つぶやきながらも、昨日の姉さんとの会話を思い出した。

　──嫉しつ妬とってほど大したものじゃないかもね。拗すねてるって言ったほうがいいかも。

　拗ねてる、ねえ……。

　なにが、どうしたっていうんだろうか。

　あいつとオレは恋こい人びと同士。確かにそういう風にしようとは決めた。

　だけど、何度も言うように、それは表向きの話だ。

【組織】との一連の出来事が終わった後、オレは、桐崎の償つぐないに最初から最後まで付き合うと決めた。

　だけどそれは、半ば、同情のような気持ちからだ。……いや、違うな。単純に、知ってしまったことを、知らない振りをして過ごしていくっていうことが、オレには出来そうになかったからだ。そんな、手前勝手とも言える理り屈くつ。

　だから、桐崎に愛情なんて抱いだいていないし、あいつだって、そのはずだ。

「やれやれ……」

　人の気持ちなんて、完全には分からない。理解出来ていることなんて半分以下で、後は単なる理想と思い込み。以前、姉さんからそんなことを聞いた覚えがある。

　桐崎には、桐崎の感情がある。考えがあって、想おもいがあって、それに従って生きている。

　そんなことは、知っているつもりだったんだが……。

　オレは、首を鳴らすと、もたれかかっていた壁かべから体を起こした。抵てい抗こうを受けながら、水中を移動していく。

　途とち中ゆう、人に当たらないように気をつけながら泳いだ。

　上げていたゴーグルを下ろして静かに潜もぐり、目を開くと不安定な水色の空間に、人の足が何本もあって、まるで木の根っこのようだった。

　慎しん重ちように泳ぎながら、少しずつ近付いていく。

　壁に手が当たると同時、オレはその場にしゃがみこんだ。

　そして──

「おるぁあっ！」

　勢いをつけ、いきなり水上に現れた。

「ひゃいっ!?」

　水しぶきを大量に浴びた桐崎は、今まで見たことがないくらい驚いて、そのまま後ろにごろんと転がった。

「おお、成功」

　髪かみを掻かき上げながら、オレは口こう端たんを上げた。

「な、なに、なにをする！」

　桐崎は、慌あわてて反転して元に戻ると、胸を押おさえながら、睨にらみつけた。

「ダルマみてえだな。ところでいいのか。口調が素すのままで」

「……っ、え、あ、ひ、ひどいですわ、乃出さん！」

「安心しろよ、今んところ周りには誰もいねえから」

　オレがプールから上がりながらそう言うと、桐崎は周囲を見回して、ほっと息をついた。

「にしても、ひゃいってお前。ものすげえびっくりしてたな」

「だ、誰でもああなる。いきなり水面からビッグフットみたいな面をした奴やつが現れたら」

「失礼な奴だな。大体、ビッグフットの顔見たことあんのか」

「ある。月刊『アトランティス』というオカルト系の雑誌で、『これぞ本物！　ついに伝説のビッグフットを捕ほ獲かく！』という見出しの記事が載のっていた。写真も公開していたから間ま違ちがいない」

「その雑誌自体が間違いであることに気付け」

　桐崎はオレの指し摘てきに鼻を鳴らすと、びしょ濡ぬれになった髪のまま膝ひざを抱かかえた。じっと、水面に視線を落とす。

　なんとなく次ぐ言葉が見つからず、オレは、桐崎を見つめた。

　……しかし。

　場所が場所だけに、当然ながら桐崎は水着姿である。学校指定のそっけないものではあるが、体の線はくっきりと浮うき出ていた。そうなると、こう──嫌いやでも意識してしまうものだ。例えば、その……首筋から下りるライン上にある、二つの丘おかとか。いや、丘と言うよりは山と言った方がいいレベルかもしれない。頂上もあることだし。なにを上手いことを言おうとしているのだろうか、オレは。

　そういえば以前、桐崎が「私は脱ぬげばすごい！」とかほざいていたことを思い出す。その時はこのアホはまたアホのようなことをアホらしく、と思ったものだが、だがこうして眺ながめていると……あながち嘘うそでもないことが分かる。双ふた子ご山やまの方もそうだが、鍛きたえているのか腰こし周りも引き締しまっているし、その割に太ももは肉感があって、非常になんていうか、理想的な──

「クギト」

「ひゃいっ!?」

「……どうした？」

「な、なんでもない」

「そうか？　なにか、物もの凄すごくびっくりした時に出るような叫さけびだったが」

「ほんとになんでもない。うん。なんでもない。まじで！」

　そうだよな、オレ！

　……あぶねー。相手は桐崎だぞオレ。しっかりしろ。相手はきりさき。きりさきー。うん、だんだん落ち着いてきた。魔ま法ほうの言葉だな。あいてはきりさき。復活のパスワードと呼ぼう。

「まあ、それならいいが……。ところで、なにか私に用事でもあるのか？」

「あ、ああ。いや、別に」

　オレは取とり繕つくろうように言った後で、鼻頭を掻いた。

「なんか、ほら……最近、お前、様子が変だからよ」

「……そんなことはない」

「そうか？　だったらいいんだけどよ」

　オレは、頭上で猛もう威いを振ふるう太陽を仰あおいだ。……うーむ。

　そのまましばらく黙だまった後、オレは、不意に「なあ」と声をかけた。

「なんだ？」

「お前さあ……もしかして、拗すねてんのか？」

　桐崎が目を見開いた。そして、瞬しゆ時んじに顔を紅潮させる。

「ば、ばかっ！」

　と言った直後、皆みなが振り返ったので、急いで口を塞ふさいだ。その後、いつもの仮面を被かぶってにっこりと笑って誤ご魔ま化かすと、オレの方を向いて囁ささやいた。

「何を馬ば鹿かなことを……」

「拗ねてるんじゃねえの？」

「わ、私が何を拗ねる必要がある」

「それがわかんねえんだよな。なんでお前、拗ねてんの？」

「だから、拗ねてない」

「じゃあ、なんで機き嫌げん悪いんだよ」

「機嫌も、悪くない」

「そこを否定するか……。あのなあ。オレだって別にどうでもいいけどよ、露ろ骨こつに態度変えられると、引っかかるんだよ」

「…………」

　桐崎は、オレの言葉に、唇くちびるをアヒルのように尖とがらせて前を向いた。

「どうでもいいなら、気にしなくてもいいではないか」

「また拗ねてるし」

「拗ねてないと言ってる」

「なんなんだよ……」

　ため息をついて、寝ね転ころがった。

「大体お前、いつもなら、水着姿を見せて『どうだ？　欲情しないか？』とかなんとか言ってくるじゃねえかよ」

「言って欲しいのか？」

「おう」

　断言すると、桐崎は「なっ──！」と言った後で、頬ほおを朱しゆに染めた。

「……って言ったらどうなるかなと思ったんだが」

「貴様……」



    

  
    
      　思わず太ももに手を伸のばした桐崎だが、当然ながらそこにいつものようにナイフはない。

「残念だったな」

　湧わいた衝しよ動うどうをどう殺していいのか分からず、桐崎は、「うー」と呟つぶやいて、立てた両りよ膝うひざの間に顔を入れた。

「……拗ねてるんじゃなかったら、怒おこってんのか？」

「違ちがう」

「じゃあ、なんなんだよ」

　オレは、少々、強い口調でそう言った。

「いい加減はっきりしろよ。オレがなんかやらかしたって言うなら、謝罪でもなんでもしてやるよ。非があったらの話だけどな」

「……別に、貴様が悪いわけではない」

「じゃあ、お前が悪いのか？　反省してへこんでんのか？」

「結局は、そうなるのだろう……が」

「が？」

「貴様も、ちょっと、悪い」

　……なんだそりゃ。

「悪いというか、その、別に悪くはないんだが、なんていうか……」

　桐崎は、気持ちを持て余しているのか、珍めずらしく歯切れの悪い回答を寄よ越こした。

「……しゃあねえな」

　オレはそう言って、桐崎の頭に手を乗せる。

「今度の日曜、予定空いてるか？」

「？　どういうことだ？」

「オレとお前のどっちが悪いのか、じっくり話して決めようじゃねえか。映画でも観みた後でよ」

　桐崎が、目をしばたたかせる。

「日曜日に……映画？　クギトと？」

「いやまあ、嫌いやだってんならいいけどよ。ただこのまま、はっきりしない気持ちの悪い時間みたいなのが続くのも勘かん弁べんして欲しいわけだ、オレは。だったら時間設けてはっきりさせた方がいい」

「いや、それは確かにそうだが……。なぜ、映画なのだ？」

「それは……」

　しまった。ここまでスムーズな流れで来たので、そこの矛むじ盾ゆん点てんを見み逃のがしていた。まさか姉さんに『デートに誘さそえ』と言われたからとは口に出来ない。

「いや、夢ゆめ枕まくらに祖母ちゃんが立ってな。映画を観に行かなければ成じよう仏ぶつ出来ないと……」

「祖母の成仏と貴様の映画鑑かん賞しように何の因果関係があるのかが分からんが」

「実は朝のニュースでやってた占うらないで、映画を観に行かなければ呪のろいを受けるとか」

「それは占いではなくもはや脅きよ迫うはくでは？」

「…………」

「…………」

　ネタ切れだ。

「いいから映画だ！　映画！　映画行くぞ！　オレが観たいんだよ！　悪いか！」

　半ば逆ギレで言ってやった。



　オレにとって休日というのは文字通り体を休める日だ。

　朝、いつもより遅おそくに起きし床ようすると、姉さんの目を覚ますために部屋の扉とびらをがんがんと叩たたき、死にそうな顔をしている本人を洗面所へ連行した後、朝食を作り、洗せん濯たく物ものを取り入れ……という一連の行動をとった後は、晴れて夕方まで自由時間となるので、ひたすらにごろごろする。外へ遊びに行くというのはしたことがない。どうしてわざわざ休日にまで疲つかれるようなことをしなければならないのか、オレには理解出来ない。

　だが、今オレは、明答駅前の噴ふん水すい広場で、待ち合わせをしていた。

　繁はん華か街がいが近いのか、やたらに人が多い。オレと同じ歳としか、あるいは成人して間もない若者が、そこらに群がり、楽しげに語り合っていた。このくそ暑いのによくもまあそんなに元気でいられるものだと思いつつ、今は自分もその中の一人なのだという事実に気付く。

　しばらくそのまま佇たたずんでいると、向こうから見知った姿が現れた。桐崎だ。オレの姿を見つけると、駆かけ寄よってくる。

「よぉ」

「……うむ」

　いつもなら、挨あい拶さつ代わりにぶっさりやってくるところだが、今日はその様子はない。いや、別に期待してるわけじゃないんだが。ほんとに。まじで。オレの体面のためしつこく言っておくが。

「…………」

「…………」

　気まずい沈ちん黙もく。

　さて──オレは、頭の中でシミュレーションしてきたことを、もう一度なぞった。

　朝、出かける用意をしているオレを目ざとく見つけ、姉さんは言った。

「デート？　デートなの？　デートなんだ？」

　違ちがうと言い張るオレなど取り合いもせず、「あんたもようやくあたしの忠告を素す直なおに聞くようになったかー」と勝手にうんうん頷うなずいた後で、

「でも、あんたのことだから、下手なことするとデートする前より仲がこじれそうな気がするわね。いい？　姉さんのアドバイスをよく聞いて実行しなさい」

　と、別に望んでもいないのに『デートで彼女の機き嫌げんを直す方法』についてさんざん細かく伝授された。……自分は彼氏もいない癖くせに。

　まあ、いい。それによると、第一。

「会ったらまず、服のことを褒ほめなさい。別になんだっていいわ。可愛かわいいとか似合ってるとか。それだけでもその後の展開が違ってくるもんよ」

　そういうもんかと思いつつ、オレは言った。

「……なあ、桐崎」

「なんだ？」

「その服……えーと、可愛いな？」

「私に訊きいてどうする……」

　それもそうだった。

「……その、なんだ。ええと。その服……こう……あれだ。ええと……ポジティブだな！」

「服に対する評価かそれは？」

　はいオレには無理ー。くそう。ええと、第二は……。

「次に大切なのは、会話を繋つなげること。なんでもないことでもいいから、楽しそうに話しなさい。会話が途と切ぎれて沈黙が続くと、変な方向に行きがちだから」

　……うむ、まあ、これは分からないでもない。会話、会話……。

「それにしてもよ」

「うむ？」

「……それにしてもよ」

「うむ」

「えーと……それにしてもよ！」

「うむ？」

「…………それにしても、だよなー」

「……うむ」

　会話が成立してるのかこれ。

「き、昨日のテレビ、なに観みたんだ？」

「いや、インターネットでニュースを観たくらいだ。貴様は何を観たんだ？」

「……わりぃ、オレ、テレビあんまみねぇんだよ」

　じゃあなんで話題を振ふったんだ、オレ！

　いかん、全てが空回りしている。

　これじゃ、互たがいにリラックスなんて出来るわけがない。

　もういい。さっさと目的を果たそう。映画でも観たら、その感想なんかで自然と会話も弾はずむに違いない。その後で、スムーズに本題にも入れるだろう。

「……どうしたクギト。おかしいぞ、さっきから」

「気のせいだ。んじゃ、さっさと映画行くぞ映画」

　不思議そうな顔をする桐崎から視線を逸そらすと、オレは足早に歩き出した。



　……結局のところ、『映画を観る』という選せん択たく肢しは間ま違ちがいではなかった。

　だが、正解でも、なかったのである。

『あのベア野や郎ろうが劇場に現れる』、ナレーションが言う。『大切な友人のため、愛すべき恋こい人びとのため、そして、悲しみを背負う全ての者を護まもる為ために──。日本で最も有名なぬいぐるみ『トーキングクマさんシリーズ・ベア沢ざわくん』を『ブレイカー』の監かん督とく、ベウェン＝グレイヤーが完全ＣＧアニメーションで創つくり上げる。究極のサバイバル・アクション・ラブ・ぬいぐるみムービー、近日公開！　君は真実の愛を見たか──？』

　映画館の入り口では、巨きよ大だいプロジェクターで次回作の予告を流していた。……あのクマは、どの世界に飛び立つつもりなんだ？

　いや、そんなことはどうでもいい。オレは、隣となりに居る桐崎に言った。

「……大だい丈じよ夫うぶか？」

「うむ。平気だ」

　言葉とは裏腹に、桐崎の足取りはふらふらとしていて落ち着きがない。

　顔はほのかに赤らみ、目は少しばかり虚うつろだ。

　やはり、無理に強行せず、違うところへ行けばよかったかもしれない。オレは、やや、いやかなり後こう悔かいしていた。

　最初、オレと桐崎はごく普ふ通つうの、アクションがメインのシリーズ物、その最新作を観るはずだった。他ほかにも恋れん愛あい物や青春物がやっていて、桐崎はそちらでも良さそうだったが、オレが特に興味を持てなかったのでやめにした。が、そもそもの話、これが最大の失態となった。

　日曜日の昼間、それもこの辺りで唯ゆい一いつの大型シネコンだったためか、チケット売り場前は長ちよ蛇うだの列だった。うんざりしながら大人しく待ち、ようやくオレたちの番が回ってきたが、カウンターに座った劇場員は予想だにしない発言をした。

「申し訳ありません、現在、お客様がご希望される作品『バトルクラッシャー龍りゆ牙うが５』、午後二時十五分の回は満席となっております」

　少し前までは席が一いつ杯ぱいでも立ち見が出来たものだが、最近の映画館はそのほとんどが座席完全入れ替かえ制せいをとっているため、それを禁じているところが多い。ここもそうだった。おまけに運の悪いことに、オレたちが並んでいる間、他の作品も同様にチケットが売り切れとなってしまった。

　映画はやめにするかとも思ったが、ここまで来てそれはないだろうと、とにかく今席の確保できる作品はあるかとオレが尋たずねると、劇場員はこう答えた。

「一つだけ御ご座ざいます」

「じゃあ、それでいいか。なんてやつ？」

　手元のタッチパネルを軽く叩たたくと、彼女は顔を上げ、営業用のスマイルを作った。

「『切きり裂さきジャックＶＳジェイソン・ボーヒーズ』で御座います」

　まずいかな、とは思っていたのだ。

　それでも観てしまい、オレは、まずかった、と確信した。

　切り裂きジャックＶＳジェイソン・ボーヒーズは、ありふれたパニックホラームービーだった。ハリウッドにはありがちな、客を驚おどろかせることだけに力を注いだ典型的な作りの作品だ。普通の人間なら、頭を空っぽにして観ることが出来る気楽な物と言えるだろう。

　だが、桐崎は違ちがった。

　こいつは、殺傷行こう為いに対して性的興奮を覚える輩やからなのである。そんな奴やつにとって、人が刃は物もので切り刻まれ、ナタでズタボロにされる映像は、ポルノ映画と同義とも言えた。そんな物を、二時間少し見せられた桐崎の精神は、少し参っているようだった。

「いや……悪い。やっぱ、やめとくべきだった」

「構わ……ん。ああいう作品を観ると、知っていながら止めなかった……私も、悪い」

　途と切ぎれ途切れにそう言って、桐崎は、艶つやっぽいため息をついた。

「……とりあえず、そっちのベンチに座ろう」

　そう指示したが、とてもではないが一人では歩くことさえままならない状態の桐崎を見て、オレは仕方なく手を引っ張っていった。

「すまん」

「気にすんな。ちょっと休め」

　日ひ陰かげになっているベンチに座らせると、近くにあった自じ販はん機きでスポーツ飲料を買う。隣に腰こし掛かけて、一本を渡わたした。

「ありがとう……」

　桐崎は呟つぶやいて、プルトップを開けると、少しだけ飲んだ。

「……しかしお前も、難なん儀ぎな性しよ分うぶんだな」

　桐崎は、「確かにそうだ」とわずかに苦くし笑ようした。

「……しかし、なんでやめとこうって言わなかったんだ？　そういう状態になるって知らなかったのか？」

「いや……知っていた、が」

「が？」

「その……」

　額に缶かんを当てて少しでも顔を冷やそうとしながら、桐崎は呟いた。

「……ちょっと、憧あこがれだったから」

「憧れ？」

「なんというか──」

　視線を逸そらし、小さな声で囁ささやく。

「恋こい人びとと、一いつ緒しよに映画を観るという……その、シチュエーションが」

　思わず、吹ふき出してしまった。

「なにか、文句があるのか」

「いや……別に」

　まるっきり十代の女みたいなことを口にする、と思ったもんで。いやまあ、こいつも十代の女であることには違いないのだ。

「仕方ないだろう。今まで生きてきて、こうして誰かと一緒に何かをするということをしたことがなかったんだ」

「……そういえばそうだな。悪い」

　配はい慮りよのない行動だったかと反省し、オレは軽く頭を下げた。桐崎は己おのれの忌いむべき宿命を罰ばつするため、今の今までずっと孤こ独どくに生きてきた。だから、ごく普通に年とし頃ごろの女が経験するようなことを、まったくやっていない。そのため、態度とは逆に、純情な乙おと女めみたいな部分がたまに覗のぞくことがある。きっとそれが、こいつの本当の顔なのだと思う。

　しかし参ったな……これじゃ、話し合うなんて状じよう況きようじゃない。

　とりあえず、今日のところは大人しく帰らせるか──

　オレが、そんな風に思っていると、不意に袖そでが引かれた。

「……ん？　どした？」

　問いかける──と、桐崎は、オレの方を向いて言った。

「クギト、すまん、もう……限界だ」

　オレを見上げる目が潤うるんでいる。頬ほおは熱に浮うかされたように朱しゆに染まり、何かを求めるように、手を腕うでに絡からめてくる。……ひょっとしなくても、やばくないか、これ。

「いや、ちょっと待て。お前、そんな真っ昼間から……ってオレの台詞せりふもどうかと思うけどよ。とにかく、やめとけ、な？」

「い、いじわる……」

「誤解されるような発言をするんじゃない！」

　どうすりゃいいんだこの場合は!?

「その、少しでもすっきりしないと……、下着を替かえても、また濡ぬれたら困る」

　お前の発言の方が困るんですけどぉおおお！

「と、とりあえずだ。少し落ち着け。な」

「落ち着くためにも、そこの物もの陰かげに行かないか……？」

「それはオレが落ち着かなくなるんだが……」

　桐崎が、ゆらりと立ち上がった。俺の腕を掴つかんだまま、強ごう引いんに引っ張る。



    

  
    
      「桐崎！　ちょっと待て！　本気で待て！　もうちょっと考えろ！　話し合おう、な！」

　そのまま、ずるずると建物と建物の間にある路地裏へ引きずっていく。聞いちゃいねえ、この女。

「い、いやだあああ！」

　そんなオレの叫さけびも虚むなしく。

　路地裏に入った途と端たん、無造作に放り投げられた。

　おまけに桐崎はスカートを払はらうと同時、ナイフを引き抜ぬくと、仰あお向むけに転がったオレの上に馬乗りになる。なんか見たことある！　見たことあるよこの状況！

　桐崎は、その細身からは考えられない程ほどの力をもっている。抵てい抗こうしようとしたオレを、無理やりに押おさえつけ、凄せい惨さんな笑えみを浮かべた。やっぱりデジャブじゃないよなこれ！

「……すまん、クギト」

　桐崎は、そう呟つぶやくと同時──

　オレの体の、まずは腹を、何の躊躇ためらいもなく刺さした。

「っげぶっ」

　久々にキたよこの悪夢！　

　などと思う間もなく──

　次の瞬しゆ間んかん、怒ど涛とうのごとき刺し殺さつショーが開始されたのだった。



　何十回刺されただろうか。

　途とち中ゆうからもう面めん倒どうくさくなって数えるのを放ほう棄きしていたから定かではない。

　とりあえず、腕や腹や胸を縦じゆ横うお無うむ尽じんに突つき抉えぐり好き放題した後、やっと終わりかと思ったところで桐崎が「やっと興が乗ってきた」という信じられない台詞を吐はいた時点で、最も早はや脳が目の前の現実を認にん識しきすることをやめた。

　痛いなどという常識的な感覚は既すでに消え失せている。そもそもが痛覚なんていうものは体の危険を本人へ知らせるための信号みたいなもので、状況が本来の目的である『注意を促うながす』というレベルではなくなっている場合、途と切ぎれてしまうものなのかもしれない。少なくとも、オレの場合は。

　とにかく──ふと気付けば全て終わっていた。そんな感じだった。

　目の前には、返り血を浴びて荒あらい息をつく桐崎の姿があった。そういえばこいつ、帰りはどうするつもりだろうか。いかに現代社会が乱れ切っているとは言えど、鮮せん血けつで真っ赤に染まった女子高生が平然と歩けるほど荒あれてはいないと思う。いや、そんなことを気にしている場合か？　……ぞっとする話だが、オレは少々、この女に慣れてきているのかもしれない。

「気が済んだか？」

　オレが言うと、虚こ空くうを見み据すえていた桐崎の瞳ひとみの焦しよ点うてんが合った。正に、『我に返る』という表現がぴったりだと思った。

「……クギト……」

　か細い声で答える。血に濡れたナイフを握にぎったままで、桐崎は自分の手元を見下ろした。オレと自分の得物を見比べた後、目を閉じて呟く。

「……限界まで耐たえたんだが」

　まあ、確かに、お前にしちゃ我が慢まんした方か。

「とりあえず、どいてくれ」

　要求に素す直なおに従った桐崎が、足をどけ、傍そばでへたりこんだ。オレは、体を起こし、その辺に放置してあった服をとる。傷は癒いえてはいないが、血は既に止まっていた。

　シャツを着て、上着を纏まとう。その間、桐崎を横目で見ると、憔しよ悴うすいしきったような表情をしていた。そういえば、と思い出す。しばらく、桐崎と話さえもしていない状態だった。今まで溜たまっていた分を一気に放出したのかもしれない。

「大だい丈じよ夫うぶか？」

　と尋たずねながら、とんでもなく場ば違ちがいな質問であったことに自分で呆あきれた。体の安否を気き遣づかわれるのはオレの方だろうが。

　桐崎が、無言で頷うなずいた。

「……すまん」

「まあ……気にすんなとは言わねえが、今回はオレの自じ業ごう自得だったってこともある」

　こうなることはどこかで分かっていたはずだ。全てはオレの迂う闊かつさ故ゆえ。

「そういう意味を踏ふまえると、とりあえず、お前だけのせいじゃねえよ」

「すまん……」

「いや、だから──」

「さっきのことだけではない」

　俯うつむいたままで、桐崎は小さく言った。

「数日前から、妙みような態度をとってすまなかった」

「いや、それは……」

　意外な展開に面食らう。

　互たがいにリラックスして、自然に互いの非を認め合うことの出来るきっかけ。

　姉さんの言葉を思い出した。

　……なるほど。妙な形で、思おも惑わく通りに進んだというわけか。

　その代だい償しようとしては大き過ぎるような気もするが──とりあえず、良しとしよう。

「……まあ、オレもなんつうか、やり過ぎてはいたよ、うん」

　オレがそう言うと、桐崎がこちらを向いた。だが、すぐに視線を逸そらしてしまう。

「いや……貴様は、悪くない」

「いいじゃねえか、もう、オレも悪かったってことで」

「違ちがうんだ」

　力無く首を振ふる桐崎。オレが怪け訝げんに思って眉まゆを顰ひそめると、しばらくしてから続けた。

「貴様は、何も悪くない。確かにクギトと私は、恋こい人びととして付き合うことになった。だが、それはあくまで他人に向けてのことだ。現実問題、私は、貴様に恋れん愛あい感情を抱いだくことなど許されぬ身だ」

　分かっているんだ。そう、呟つぶやいて。

「どう理り屈くつをつけようが、私は人殺しだ。最悪で、最低で、どうしようもない人間だ。誰も好きになってはいけない。そんなことは……もう、本当の自分を知った時から、分かっていたことだった」

　淡たん々たんと、桐崎は語る。

「だから、貴様と付き合いだしてからも、ずっとそう自分に言い聞かせていた。私は貴様を利用している。だが、それでも貴様は傍に居てくれる。なら、それだけでいいのだと。恋人はおろか、友にさえなってはいけないのだと。本当の私を受け入れてくれる者がいる。それだけで、十分なのだと。

　……それでも──それでも、貴様と会話している時、ふと……自分がただの学生になったような気になる時がある。もちろん、すぐに否定して、己おのれを叱しつ咤たして、そんな気持ちを体の奥おく底そこに仕し舞まいこんだ」

　それなのに──と。

　徐じよ々じよに、声に感情の色を織り交ぜながら。

「……おかしいんだ。抑おさえ込んでいるはずなのに、ふと気がつけば、心の何処かでまた同じことを思っている。そんな資格などない。考えることさえ罪深いことだと……理解しているはずなのに」

　オレを、見上げた。

「貴様が、久遠りんに優しくしているところを見ると、自分の中に嫌いやな感情が浮うかんでくるんだ。どうして、その相手が私でないのかと。何故、私には何もしてくれないのかと。

　馬ば鹿からしいだろう？

　傲ごう慢まんだ。わがままと呼ぶことさえおこがましいような……忌いまわしい気持ちだ」

　ナイフの柄つかを両手で握にぎり、胸の前に押おし付ける。

「だから、あんなことをしてしまった。貴様が、少しでもこちらを向いてくれないかと、心配してもらえるんじゃないかと──」

　そうして、乾かわいた笑いを漏もらした。

「……どうした？」

「可笑しいと、思わないか？」

　目を閉じる。その時、わずかな雫しずくが瞼まぶたから落ちると、頬ほおを伝い、地面へと落ちた。

「まるで──」

　か細い声で、震ふるえながら、言う。

「──まるで、普ふ通つうの女の子みたいだ」

　引きつったような声で、囁ささやく。

「今まで、こんなことはなかった。いつだって、自分を押し殺ころしてこられた。だから……どうしていいのか分からなかったんだ。貴様と、どう接していいのか。このままいけば、自分が絶対に、行ってはいけない方向へ向かってしまうような気がして──」

「……お前」

　どう、声をかければいいのか……。そんなことさえも、分からなかった。

　こうまで直接的な感情を、投げかけられたことはなかった。

　自分という存在を、こんなにも求められた経験さえも。

　もし、桐崎が普通の女だったなら──オレはどうしただろうか。受け入れるか、撥はね除のけるか、それとも曖あい昧まいに誤ご魔ま化かしてしまうか……。いずれにしろ、その先は、恋愛映画なんかでしばしば語られるような、ごく普通の展開になっていただろう。

　だが、こいつは違う。

　好きか、嫌きらいか。そんな単純な気持ちのどうこうが問題なんじゃない。

　そうした感情をもってしまった自分自身とどう向き合えばいいのか。そこから始めなくてはならなかったのだろう。きっと今まで、そのことに苦しみ、葛かつ藤とうし続けてきたんだと思う。

　だったら、オレは──こいつに、なんて答えればいい？

　考えろよ、乃出狗斗。

　てめえで選んだ道だろうが。

　どんな形で、どんなことが待っていようが、桐崎恭子という人間に、最初から最後まで付き合うって。

「…………」

　長い間、オレは沈ちん黙もくしていた。その間、考えた。考え続けた。これ以上、ないってくらい。

　そして、桐崎にゆっくりと歩み寄ると、その隣となりであぐらを組んだ。

「……あの、よ」

　頭を掻かきながら、まとまりきれない想おもいを、どうにか形にして口にする。

「分からないなら──分かるまで悩なやむしかないんじゃねえか？」

「……どういう、ことだ？」

「お前は、確かに、最低な奴やつかもしれない。でも、どうしようもない理由があったということを言い訳にはしていない。だから……迷う余地くらいはあってもいいんじゃねえかと思う」

　つたないと自分で分かりながらも、言葉を紡つむいでいく。

「だから、その、なんつうか……『逃にげる』って選せん択たくさえしなきゃ、考えを捨てて諦あきらめさえ抱いだかなきゃ、どうすればいいのかって、悩むことくらいはしてもいいんじゃないかと思うんだよ」

　桐崎は、黙だまって聞いていた。オレは続ける。

「押し殺せてきたって言ってたけど、多分それは、違ちがうと思う。お前は、投げやりになってただけだ。独りで生きるってのは、確かにしんどいだろうけど、誰とも関わらないってのはある意味楽でもあるんだ」

　例えば、今のオレのように。生きているのか死んでいるのか分からない状態で、ただ漫まん然ぜんと毎日を過ごしているように。

「……そういう生き方は、何も得ないけど、逆に何も失わない。それでいいって奴も、オレみたいに、居る。でもお前は、そんな自分から抜ぬけ出そうとしてるんだろ？　だったらそれが辛つらいのは、当たり前だ」

　普通ではない生き方をしてきた奴が、普通に生きようとすれば、そこには必ず枷かせが生まれる。誰も彼もがある一定の線の手前で、理性で抑おさえている。それを踏ふみ越こえてしまった者が、そのことを後こう悔かいして元に戻もどろうとしても、そう簡単にはいかない。そうさせない壁かべが必ずあると思うし、あって然しかるべきだ。

「……だけど、自分のことを省みない奴は、自分の行こう為いを悔くやむ権利さえないと思う。ただ一方的に、裁かれるだけだ。でも、お前は違う。だから……端はなから諦めずに、ちゃんと悩めよ。答えが出るまでよ」

「だが……長い時間がかかってしまうかもしれない」

「待ってやるさ。約束しただろ？　お前に付き合うってよ」

「出した答えが、正しいとも限らない」

「正しい答えなんて、探す方が間ま違ちがってんだよ」

　俯うつむいた桐崎の頭に、手を乗せる。

「ようは、お前の中で決着がつくかどうかだ」

「……もし、歪ゆがんだ結論になったとしたら？」

「それは、ない」

　オレは、断言した。

「オレは、お前のことを知ってる。【午前零時の殺人鬼】でもない。学校で、上うわっ面つらの笑いを浮うかべてる奴でもない。桐崎恭子って人間自身のことを。だから、言い切れる。お前は、自分で自分を誤魔化すような真ま似ねをする奴じゃねえ」

　ゆっくりと立ち上がり、桐崎を見下ろした。

「だから、考えろよ。どうすればいいのか、自分なりの答えが出るまで」

　桐崎が、オレを仰あおぐ。目を細め、呟つぶやいた。

「……もし、答えが出たら──返事を聞かせてくれるか？」

　その言葉に、一いつ瞬しゆん、口をつぐんだ。頬ほおを掻き、視線を逸そらす。

「いや──正直、なんつうか、自分のことで他人にそこまで言われたことあんまないからよ。反応に困るっていうか」

　それでも、苦くし笑ようして、それだけは言った。

「……ま、オレもその時が来ればどうするか、考えとくわ」

「きっとだぞ」

　桐崎が、ようやく微笑ほほえんだ。オレ以外の誰かに見せるものではない、心から笑った顔で。

「……ありがとう、クギト」

　オレは、ああ、とか、うん、とか曖あい昧まいな返答を寄よ越こした。……なんか、ちょっと居い心地ごこちが悪いのは何故だ。

「と、とりあえずよ、当面はいつも通りのお前でいろよ。殊しゆ勝しようだと助かるけど、どうにもやりにくいんだよ」

「……ああ、そうだな。すまなかった」

「うん、まあ、分かりゃいいんだけど」

　桐崎が、ゆっくりと立ち上がった。オレの体を見て、苦笑する。

「それにしても、今回はさすがに少しヤり過ぎたな」

「ま、半分オレのせいってこともあるからよ。気にすんな」

「いや、そうはいかない。今日だけではない。今までのことも含ふくめて、いつか礼をしなければならないと思っていた」

「礼？」

「うむ……」

　と、桐崎はきょろきょろと見回した。路地裏から見える先に、有名チェーン店のファストフード店がある。

「あそこで夕飯を奢おごるとか」

　オレの命、バリューセットでサンキュッパか。

「なんか悲しくなるな……」

「……いや、冗じよ談うだんだ」

　桐崎は微び苦くし笑ようすると、しばらく首をひねって考え事をしていた。

　が、不意に、「そうだ」と言って手を叩たたく。

「これからホテルに行って私を思う存分弄もてあそぶとか」

「わーい、ありがとー！　……という返答を少しでも期待していたのなら、少しばかりオレという人間について二人で話し合おうか」

「いやしかし、私も刺さすし、貴様も挿さすということで、これぞ『サしつサされつ』の関係ということに……」

「上手いこと言うなぁ！」

　と言った後で、頭上から拳げん骨こつを喰くらわせた。

「痛い！」

「下らねえこと言ってねえで、帰るぞ。……と、その前に服だな」

　オレは桐崎に上着を投げて寄越した。

「……？　なんだこれは」

「お前、自分がどんな状態か分かってるか？　かなり大きめだし、これで返り血も隠かくせるだろ。前のボタン閉じろよ。スカートは地味な色だからバレないだろうけどよ」

　そう言って、踵きびすを返すと歩き出す。後ろから、桐崎がついてくるのが分かる。

　なににせよ、どうにか丸く……丸く？　ひし形くらいには収まったようだ。なんとなく、肩かたの荷が下りた気がした。

　と言っても、問題が片付くどころか、更さらに増えた気もするが──。まあいい。細かいことは気にしないでおこう。

　とりあえず──今の、ところは。

『……では、次のニュースです』

　路地裏を出て、しばらく歩くと、先ほどの映画館の前に出る。

　そこの、大型プロジェクターでは、今は予告編ではなく夕方のニュースが放送されていた。

『昨夜未明、都内に住む高校生、三み船ふね佳か織おりさんが路上で倒たおれているのを、パトロールの途と中ちゆうで通りかかった警察官が発見しました。三船さんは病院に運ばれましたが、間もなく死亡。頭部には鈍どん器きのようなもので強く殴なぐられた跡あとがあり、これが直接の原因と考えられています。遺体からは現金等が盗ぬすまれた形けい跡せきがなく、警察では殺人を目的とした通とおり魔ま的な犯行ではないかとの見方が出ている模様です。また、同様の手口による犯行がつい最近にも起こっていること、その現場が今回とそう離はなれていないことから、マスコミ側から同一犯による可能性を示し唆さする声が上がっていますが、警察側からは全面肯こう定ていする発言は出ていません』

　またか、と、そう思った。聞き覚えのある事件だったからだ。確か【午前零時の殺人鬼】が逮たい捕ほされたニュースが流れ、世間が落ち着きを取り戻もどし始めていた頃ころだっただろうか。テレビで言っていた通り、今回起こったのと同じ、女子高生が撲ぼく殺さつされた死体が見つかったというものだった。金銭目的でないのも一いつ緒しよ。同じ奴やつの仕し業わざだとするならば、まだこれからも人が殺されるのだろうか……？

　なんとなく眺ながめていると、傍そばを歩いていた同じ歳としくらいの制服を着た女二人が立ち止まり、話し始めた。

「あれ、まただ」

「また？」

「ほら、さっきやってたニュース。前にも同じような事件起こったじゃん。女の子が殴り殺ころされてってやつ」

「あったっけ……」

「あったよー。もしかして、あれ、本当なのかなあ……」

「なになに？」

「いや、わたしもネットやってて知ったんだけどね」

「うんうん」

「なんだったかな……そうそう、【デス・イーター・クラウン】ってやつ。なんかすっごい恐こわくて大きな男の人でー、女子高生ばっかり狙ねらってるんだって」

「なにそれ、変人？」

「変人じゃないよ、怪かい人じんだって。なんか、前に起こった事件、あれってそいつがやったって噂うわさが流れてるらしいよ」

「えー。なんでなんで？」

「わかんない。理由はフメーだって」

「なんか恐いなあ」

「ま、噂だろうけどねー」

「だといいんだけど……」

　二人は、それで話にキリがついたのか、その場を去って行く。

　デス・イーター・クラウン……？　なんだそりゃ。デスが死で、イーターが食うだろ？　んでクラウンは……王様だっけか。違ちがうか？

「【死し喰くいの道化】か……ただの与よ太た話で終わると思っていたが、意外な展開を見せたな」

　桐崎が呟つぶやく。オレはそちらへ顔を向けた。

「【死喰いの道化】？」

「都市伝説の一つだ。口裂さけ女だとか、人面犬だとか、それと同じ分類だな。後は筑つく波ばロボとか。さっきのニュースで言っていたように、今回と同様の手口による犯行が以前起こった時、いつからかネットで話題に上るようになった噂だ」

「筑波ロボってなんだ？」

「確か、名前通り、ピエロのような仮面をつけている人物で、体が見上げるほどに大きく、鈍器をもっているそうだ。そして、夜うろついていると、人気のない道で、こう訪ねられる。

　──『自分が殺される、理由が分かるか？』

　答えられないと、もっている武器で撲殺されるらしい。その標的は、何故か全て女子高生だという話だ」

　……いいよ。自分で調べるよ。筑波ロボ。

「なんでそんな噂があるんだ？」

「犯行の手口が残ざん虐ぎやくなのと、動機が不明な点、後は──恐おそらくだが、【午前零時の殺人鬼】が逮捕されて以降、めぼしい凄せい惨さんな事件が起こらなかったからだろう」

「……なるほど、な」

　ようするに、新しく祭りを興おこすための格好の素材だったということか。

【午前零時の殺人鬼】の次は【死喰いの道化】、興味の対象が変わったというだけで、騒さわぐ連中のやっていることは前と何も変わらない。ようするに、キーワードだ。それが【猟りよう奇き的てき】であり、【前代未聞】であり、【陰いん惨さん】かつ【残ざん忍にん】な手口であれば、起き伏ふくのない日常に飛び出たトリックスターとして歓かん迎げいされる。胸むな糞くその悪い話だが、オレだって、桐崎やりんと関わっていなければ、他ほかの奴らと同じだったはずだ。そんなもんだ、と割り切るしかない。

「【死喰いの道化】ねえ……。しかし、本当にいるのか？　そんな奴が」

「実際に存在するなら、都市伝説とは言わない。大体、百メートルを五秒で走ることが出来るとか、ジャンプ力が十階建てのビルを超こえるほどあるとか、コンクリートを易々と砕くだく腕わん力りよくがあるとか、そんな人間が現実に存在すると思うか？」

　おもわねえな。まるきり、映画に出てくるスーパーヒーローだ。

「誰かが面おも白しろ半分で作って流した他愛たあいない噂だろう。大体、被ひ害がい者しやは全員死亡、目もく撃げき者しやもいないのに、一体誰が【死喰いの道化】の詳しよ細うさいなデータを入手出来ると言うんだ？」

　確かに、そうだ。しかしそれにしても、趣しゆ味みが悪い。

　だが……と、オレは今いま更さらながらに思う。

　オレは、【午前零時の殺人鬼】の事件が解決した後、平和が訪れたと思っていた。それが永遠のようにすら思い込んでいた。

　しかし、当然ながら、現実にはそうではない。世界では、毎日のように誰かが傷つき、傷つけ、誰かを、何かを失い続けている。

　オレの味わった絶望など、この世の全てに寄より添そう陰かげの、ほんの一部でしかないのだ。

　桐崎やオレが様々なことに葛かつ藤とうしている間にも、新しい悲劇はこうして次々と起こり、無関係の人間が、好こう奇き心しんを満たすためだけにそれに飛びついていく。交かわされる嘘うそや真まこと、無節操に流される噂の数々──全ては同じことの繰くり返しだ。

　仕方がない、と思う他はないのだろうが、なんとなく虚むなしくなった。

　ふとそこで、ハルのことを思い出した。色々あって失念していたが──新しい事件が起こり、世間が【午前零時の殺人鬼】のことを忘れても……桐崎にとっては、本当の意味で全ての解決を迎むかえてはいないのだ。

「……そういやよ」

「なんだ？」

「いや、この前は言いそびれたんだが、あの不良どもの騒ぎの後、お前が帰った後であの女が来てな」

「あの女？」

「ほら、あの、例の【組織】から来た──」

「わたしのことでしょうか？」

「そうそう、あんたの──ってうおわっ！」

　まるで気配もなく突とつ然ぜん背後からかけられた声に、オレは飛び上がった。振ふり返ると、相変わらずの無表情がそこに居た。

「……ノリツッコミとしては、少々基本的ですね。タイミングも悪い」

「まさかあんたに芸の指導をされるとは……」

　その女、花か王おう曽そ根ね宮みや春はる香か……否いな、ハルは、すぐにオレから視線を逸そらして、桐崎の方を向いた。短く声をかける。

「桐崎恭子」

「……ああ。分かっている」

「それならば結構」

　軽く頷うなずいて、ハルは言った。

「──指令です」
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「……ここ、だよな」

　指定された店名と住所を書いたメモに視線を落とし、オレは何度も目の前の建物と見比べた。……間ま違ちがいはないはずだ。

「でも──なあ」

　不可解な想おもいを、そのまま口に乗せて首を傾かしげる。

「なに考えてんだ──？」

　明めい答とう駅から五分ほど歩き、路地に入ると、ごちゃごちゃと小さな店が建ち並んだ通りに出る。そこはエアガンやナイフが販売されているアーミーショップや、アニメや漫まん画がの専門店、専門書ばかり売っている古本屋、マニアックなゲームを売っているショップなんかが林立していた。以前オレはこの近くで、桐きり崎さきにナイフを買ってやったことがある。

　その『喫きつ茶さ店てん』は、それらのいわゆるオタク御ご用よう達たしの店に挟はさまれるようにしてあった。

　外観はごく普ふ通つうの造りをしている。ヨーロッパ風の建築様式で、赤レンガを積み上げ、作り物のツタを屋根から垂らしてあった。オープンテラスもあり、ドアには昔懐なつかしいカウベルなんかも下げてあって、一見すると昔ながらのカフェのように見える。旅の途とち中ゆうでふらりと立ち寄りたくなるような、ノスタルジックな魅みり力よくがあった。

　だが、店の前に出された看板にはでかでかと、蛍けい光こう色しよくのペンでこう書かれていた。

『メイド喫きつ茶さ　萌もえ萌えぷりにゃん♪』

　いい雰ふん囲い気きの店だなと近付いた人間が、マッハの速度で遠ざかりたくなるような力が、その一文には確かにあった。

　なにが『ぷりにゃん♪』だか。その『♪』の部分が異常に腹立つ。

　普ふ段だんなら絶対に入らないような店だ。決まっている。

　が……ハルに指定された店は、ここなのである。間違いなく。紛まぎれもなく。信じられないことに。

　昨日──指令だと述べた癖くせに、「時間も遅おそいようなので後日、また連れん絡らくを致いたします」と言っただけで、ハルはその場を辞した。そしてその夜、わざわざ自宅に電話をかけてきて、この店と会う時間を指定してきたのである。どうしてそこまでまどろっこしい真ま似ねをするのかは分からないが、とにかく──激しく逃にげたい。

「まじかよ……」

　店の前には、わずかばかりの人間が列を作っていた。いずれも、一いつ生しよ涯うがいオレと関わらないような奴やつらだ。それでもオレはその最さい後こう尾びに並ばなければならない。これは一体なんの拷ごう問もんなのか。ひょっとしてオレをいたぶって楽しんでいるのか。オレは、【組織】のボスを思い出した。あのおっさんならやりかねない。

　それでもどうすることも出来ず、オレは暗あん澹たんたる想いで列に加わった。

　大人しく待つ間、後ろを通りかかったカップルやらが、オレや他の人間を指してくすくすと笑っていた。もう、なんか、本当にどうにかして欲しい。この状じよう況きよう！

　三十分ほど経たっただろうか。やっとオレの番が来た。指定された時間には十分ほど余よ裕ゆうがあった。

　ドアを押おす。カウベルが、小気味いい音を立てた。

「お帰りなさいませ、ご主人様！」

　晴れやかな声と共に、オレを一方的に主人と仰あおぐ店員が出で迎むかえた。

「あ、どうも……」

　オレは俯うつむけていた顔をゆっくりと上げ──

　そして、固まった。

　目の前には、以前テレビのニュースで観みた、メイド服というものを着た女が立っていた。

　彼女もまた、オレを見て固まっていた。

「…………」

「…………」

　若じや干つかんのなんとも言えぬ沈ちん黙もくが流れた後──、オレは、ゆっくりと言った。

「……なにしてんだ、桐崎」

　メイド服を着た店員──否、桐崎恭きよ子うこは、引きつった笑え顔がおのまま、明るい声でこう言った。

「お──お帰りくださいませ、ご主人様」



「じゃあ、コーヒー」

「……私はミルクティーで」

　オレと桐崎が注文を伝えると、店員は「かしこまりました、ご主人様！」と笑顔で言った後、席を離はなれていった。

「で──どういうことなんだよ」

　オレは、お冷やを手にしながら言った。出来るだけ抑おさえたはずだが、どうしても声が震ふるえた。

「どういうこともなにも──こういうことだ」

　桐崎は、憮ぶ然ぜんとした表情のまま腕うでを組んだ。メイド服で。

「お前、こんなところでバイトしてたのか」

「土日や祝日だけはな。普ふ通つうの接客業より実入りがいいんだ。こういう店は」

「なるほどねえ」

「大体、どういうことだと訊ききたいのはこっちの方だ」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、桐崎は口を尖とがらせる。メイド服で。

「なぜ貴様がここにいる」

「なぜって──」オレは声を潜ひそめた。

「ハルから聞いてないのか？」

「ハル？」

「ああ、あの、【組織】の使いできた奴の名前だ」

「なるほど。……いや、聞いてはいたが──しかし」

　困こん惑わくするように言って、桐崎は水を口に含ふくむ。メイド服で。

「…………」

　ダメだ。そろそろ限界だ。

　オレは、テーブルにつっぷし、自分を抱だきしめながら、声を殺して笑った。

「な、なにがおかしい！」

　なにがって、おかしいことだらけじゃねえか、この状況。

「お前──結構似合うじゃねえか、その格好」

「貴様、おちょくるのもいい加減にしろ……！」

　テーブルに手をかけ、桐崎は身を乗り出した。

「おっといいのか、ご主人様に歯向かって。怒おこられるぜ？」

「ぐっ……」

　顔を屈くつ辱じよくで真っ赤にして、桐崎は引き下がった。休きゆ憩うけいをもらっているとは言え、まだ勤務中だ。店側から咎とがめを受けるわけにはいかないのだろう。

「……後で七回は刺さす。必ず刺す。絶対に刺す」

　なにやら不ふ穏おん当とうなことを呟つぶやく桐崎。怖こわい怖い。

「なあ、もう一回あの笑顔で言ってくれよ。お帰りなさいませ、ご主人様って」

　からかうように言うと、桐崎はわずかに目を逸そらした。頬ほおを赤らめながら、

「……二人きりの時ならいくらでもいってやる。今は恥はずかしい。それくらい分かれ、ばか」

「え……おまっ──そこで素すになるなよ！」

　オレが恥ずかしいだろうが！

「ふん、さっきの仕返しだ」

「ったく、横おう柄へいな態度のメイドだな……」

　そう言って吐と息いきをついたところで、声がした。

「お待たせしました。コーヒーとミルクティーです」

　やけに平へい坦たんな口調の店員だった。さっきとは全く違ちがう。オレは軽く視線を上げ、そして口を開いた。

「……おいおい」

　そこには、盆ぼんの上に飲み物を載のせた女が居た。が──店員ではない。その証しよ拠うこに、彼女はメイド服ではなく、少しだぶついたスーツを着ていた。

「ご一いつ緒しよに──指令もいかがですか？」

　ハルは、棒読みのような口調でそう言った。



　店を出て、近くの人気のない路地裏へ場所を移した。

　誰もいないことを確認すると、ハルは、手に提さげたラップトップ型のパソコンを開けた。

「時間が惜おしいので手短に。指令です」

「ちょっと待て」

「なんでしょう」

　不自然なほど真っ直すぐな動きで自分の方を向いた女に、桐崎は言った。

「貴様、昨日の電話では私にこう言ったはずだな。私の働いている店に来るが、クギトは呼ばないと。私の口から伝えて欲しいと」

「ええ、確かに言いました」

「ではなぜ、いないはずの人間がここに居る？」

「わたしが嘘うそをついたからですが？」

　あっさりと騙だましたことを告白した女に、桐崎は目を吊つり上がらせた。

「ふざけているのか……？」

「いいえ。わたしはただ、【組織】から命令を受けてそうしたまでです」

「……あのおっさんが、オレをこの店に呼べって言ったのか？」

「はいそうです」

　素す早ばやくオレの方へ顔を向けて頷うなずく女。ロボットみたいな動きだ。

「なんで」

「『面おも白しろそうだから』だそうですが」

「……わざわざ、あの場で帰ったのも？」

「この日のシチュエーションを用意するため、だそうです」

　……全ての疑問が氷解した。同時に、あまりの下らなさに腰こしが砕くだけそうになる。

「あのおっさん……」

「……もう、とやかくつっこむのはやめよう。疲つかれるだけだ」

　桐崎がそう言うのに、オレは、肩かたを落としてため息をついた。まあ、確かにそうだ。

「もう質問はありませんね？」

「……ああ。構わん。始めてくれ」

　ハルはポケットから取り出したイヤホンを、オレと桐崎に手て渡わたした。それぞれ、左と右の耳につける。そして、

「──それでは、どうぞ」

　器用に、後ろからファイルをクリックする。

　しばらくすると、メディアプレイヤーが立ち上がった。

　そして、数秒も経たたぬうち──一度聞いたら忘れない、あの特とく徴ちよ的うてきで、耳みみ障ざわりな、甲かん高だかい声が聞こえた。

『ハロー、エンジェル』

　オレはイヤホンを引ひっこ抜ぬいた。

「帰っていいか」

「なぜ？」

「緊きん張ちようする場面で、映画の物真ま似ねをするような奴やつとまともに話が出来るか」

　桐崎が、とことん不ふ愉ゆ快かいそうに言った。

「映画の物真似だったんですか。なるほど。なぜ天使なのかと少々疑問に思ってはいたのですが」

　ハルがどこか感心したように頷き、オレは頭痛がし始めるのを感じていた。

「お気持ちは分かりましたが、話は終わっていませんので」

「分かったよ……」

　オレは、仕方なくイヤホンをつけ直した。桐崎も同様にする。

　ハルが再生ボタンをクリックし、話は再開した。

『失敬。ユーモアが過ぎたようだな。早速本題に入ろう。もちろん、桐崎恭子、及および乃の出で狗くぎ斗と、君たちに対する話なのだから、もう分かっていることだとは思う』

　ふざけた始まりではあったが、その男──【組織】のボスは、相変わらずの軽い調子で、恐おそろしい内容を口にした。

『──とある男を、殺して欲しい』



　早さ苗なえ敬けい三ぞうという政治家がいる。何度かテレビの討論番組やニュースなどで見たことがあるので、その手のことに疎うといオレでも名前くらいは知っていた。

　早苗議員はまだ政治家としては歳としが若いが、知識の豊富さと見識の深さ、斬ざん新しんで大だい胆たんな思想により党内の支持者が多く、議会における発言力の高さはうなぎのぼりとなっている。

『それが国民にとって有益となるならば、どれほどの批判を受けようとも改革は断固として実行すべきである』

　という信条の下、彼は、本当に周囲からの非難を物ともせず、数々の大だい企きぎ業ようや政党内における問題を指し摘てき、それに基づく法律を改善するよう強く主張していた。

　早苗敬三は瞬またたく間まに国民の間で『正義の人』、『国の舵かじを取る男』などと人気を得ていき、次期総裁もそう遠い話ではないと噂うわさされている。

　だが、彼の存在を喜んでいる者たちばかりではなかった。

　早苗敬三は、言うなれば正直過ぎるのである。

　あまりに真っ向からおかしいことをおかしいと言う者は、人間としては尊敬されるが、こと様々な思おも惑わくが絡からむ政界やそれに関連する企きぎ業よう、銀行などからは疎まれる。

　なまじ彼の支持率が高いがために、発言を無視することも出来ず、いわゆる『上』の方の連中は、正直言って早苗敬三という男の存在を鬱うつ陶とうしがっていた。

　……以上、【組織】のボスを名乗る男から聞いた話そのままだ。

『さて、ここからが話の芯しんとなる。数日前のことだが、早苗敬三の許もとに、送り主不明のＤＶＤが届いた』

　早苗敬三は当初不ふ審しんに思ったが、何かしら自分に都合の悪いことが録画されていれば非常に面めん倒どうになるということで、警察に届ける前に確かめることにしたのだという。

「真っ正直な政治家の癖くせに、バレて困ることでもやってるのか」

「政治家として真っ正直であることと、人間として真っ正直であるということは別の話だろう」

　なるほど。なんか知らんが納得した。

『そこに映し出されていたのは、たった一人の男だった』

　薄うす暗ぐらい映像の中、四方がコンクリートになっている部屋に、そいつは座っていた。

　ただそれだけだ。何も発言しないし、ぴくりとも動かない。時間にして十分ほど、その男はこっちを真っ直すぐに見つめているだけだった。

『だが、それで充じゆ分うぶんだった。早苗敬三に、自分の置かれた状じよう況きようを知らせるのには』

「……どういうことだ？」

　ハルが、メディアプレイヤーを止め、懐ふところから写真を一枚取り出した。

　一人の人物が映っている。墨すみのような黒い髪かみをした若い男だ。体にフィットするような漆しつ黒こくの服に、同色の革パンツ。だが、注目すべきはそんなところではない。

　男はどこかの部屋の、中央に立っていた。

　……無数の人間が倒たおれ伏ふす部屋の、その中央に。部屋の壁かべには夥おびただしい量の血が散っており、まるで乱暴に赤のペンキをぶちまけたかのように思えた。

「これは、携けい帯たい電話のデジタルカメラで撮とられた写真を引き伸のばしてプリントアウトしたものです。これを写した人間も、この後殺されています」

「……なんなんだ？　こいつは」

「通つう称しよう、【潰つぶし屋】です」

　淡たん々たんと、ハルは言った。

「今まで数十の暴力団、及び政府関係者、それを守る優ゆう秀しゆうなＳＰたちを、たった一人で全ぜん滅めつさせてきた男です。恐らくは広域系の大型暴力団に雇やとわれていると思われますが、基本的に一つどころに留とどまってはいないようで、詳しよ細うさいは今のところ掴つかめていません。ですがその残ざん忍にんさ、凶きよ暴うぼうさ、非人間さは【こちらの業界】では有名です。もちろん公おおやけにはされていませんが、政治家同士の駆かけ引きでも利用されているようです」

「駆け引き？」

「力をもってして圧する平和的解決というやつだ。貴様らが得意とする術すべでもあるな？」

　皮肉混じりの桐崎の発言も、ハルにはまるで通じず、彼女は「ええ、そうですね」と平然と返した。ようするに、政治家もヤクザも、自分にとって邪じや魔まになる奴やつを消すためにこの【潰し屋】とやらを使っているということか。気分の悪い話だ。

「もちろん、そうした者たちに対してはこちらによって粛しゆ清くせいが為なされます。しかし、【潰し屋】は事を終えると行方をくらますので、対処のしようがないのです。【組織】と警察、表と裏の両面から探さぐっていますが、捜そう査さは難航しています。彼は現在、特定の住所をもっていないようで、その線から探ることは不可能。後は名前も何もかも、謎なぞに包まれています」

「なるほど。……ってことは、もしかして今回のは──」

　段々と事態が読めてきた。ハルはゆっくりと頷うなずく。

「ええ。ＤＶＤに録画された映像の中で座っていたのは、間ま違ちがいなく【潰し屋】でした。彼の外見は【こちらの業界】でも広く出回っていますから、早苗敬三も分かったのでしょう。彼は、自分が何者かによって狙ねらわれているということを知りました。味方も多いですが、敵も同じだけの数がいる男ですから」

「……要求に応こたえ、考えを変えるつもりはないのか？」

「そのようです。その証しよ拠うこに、早苗敬三から【組織】へ依い頼らいがありました。彼もまた【組織】を知る人間の一人ですので」

　つまり、テレビで国民の味方だと笑え顔がおを振ふり撒まくあいつも、法律で裁けない悪は殺してしまえという考えに同意しているということか。政治家に表と裏があるなんていうのは今時小学生でも知っているが、それにしてもやるせない話だ。

「もっとも──」

　と、ハルは前置きをした。

「早苗敬三から依頼されたのは、【潰し屋】の始末ではなく、自分の娘むすめの護衛です」

「娘の護衛？」

「狙われているのは、彼の娘──早苗優ゆう花かである可能性の方が高いからです」

「なんでだよ。その早苗敬三にＤＶＤが送られてきたんだろ」

「よく考えろクギト。相手がわざわざ犯行を予告するようなＤＶＤを寄よ越こしたのは何故だ？」

「そりゃあ……」

　ふと言葉を止めて考え、オレは、ああ、と合点がいったように頷いた。

「そうか。警告か」

「その通りだ。早苗敬三自身を殺すのならば、わざわざ状じよう況きようを難しくするようなことをするとは考えにくい。そうなれば、目的としては脅おどしだろう。【潰し屋】が家族を狙っている。殺されたくなければ、考えを改めろ。ようは人ひと質じちだ」

「でも、早苗敬三自身が標的だって可能性もあるだろ」

「現時点ではそれはありえません」

「どうして分かる」

「では早苗敬三が仮に狙われているとして、彼が警告を無視し、自身の主張や考えを改めなかった場合、どうなると思いますか？」

「そりゃあ……まあ、なんつうか。殺される──ってことになるんじゃないか？」

「それで全てが終わるでしょうか」

「本人が居ないんだからそうなるだろう」

「そう都合良くはいかないさ」

　桐崎が言った。

「早苗敬三には敵も多いが支持者も多い。もし彼が【何らかの事故】で亡なくなったとしても、その意思を継つぐ者が必ず現れる。そうなると元もとの木もく阿あ弥みだ」

　そうか。もし第二の早苗敬三が現れるとすれば、またそいつを狙わなければならなくなり、結局はいつまで経たってもいたちゴッコは終わらない。

「あくまでも早苗敬三を狙う相手が望むのは、彼が自身の意思によって己おのれのやっていることを否定し、政治の表おも舞てぶ台たいから降りることです。その場合、早苗敬三の近しい人間を人質にとるのが一番効果的です」

「でも──もし、そいつがそれでも怯ひるまなかったらどうする？」

「その時は、娘を殺すだろう」

　あっさりと、桐崎が答えた。

「そうすれば、相手が少なくとも本気であるということを示すことが出来る。それで事態が好転するかどうかは別として、かなりのダメージを与あたえることは可能だろうな」

　考えるだけで、ぞっとしない話だ。人間を道具のようにしか捉とらえていない。

「取り引きとは、そういうものだ」

　桐崎は、小首を傾かしげた。

「しかし解げせんな。いくら【潰つぶし屋】といえど、相手は一人だろう。警備態勢を強化すればいいだけの話ではないか？　実の娘を守るためだ。それくらいはして然しかるべきだと思うが」

「早苗敬三も当初はそうするつもりではあったようですが」

　ハルは、軽く息をついた。それは、ひょっとすれば、ため息と呼ばれるものだったのかもしれない。

「早苗優花は現在自宅に軟なん禁きん状態になっていますが、自分の周りが騒さわがしくなることを嫌きらい、大人数での警護を拒きよ否ひしたようなのです」

「んな勝手な。てめえの命が危ないって時に」

「状況がよく分かっていないようですね。一応説明はしたそうですが、あまり信じていないようでした」

「……まあ、数十の暴力団をたった一人で潰した男が自分を狙ねらっていると言われても、現実味が薄うすいことではあるが」

　それにしたって、あまりに状況を顧かえりみない振る舞まいだ。金持ちのお嬢じようさんのわがままってやつか。

「通常の警備態勢では、恐おそらく【潰し屋】の侵しん入にゆうを完全に防ぐことは困難です」

「それで、【組織】に依頼してきたってことか」

「ええ。【組織】に属する者ならば【潰し屋】と互ご角かくに渡わたり合うことも可能だろうと。そしてボスは、あなたたちこそ適任であると判断しました」

「……少し買かい被かぶり過ぎてはいないか。私は少し刃は物ものが使える程度のただの女子高生だぞ」

　ただの女子高生が面おも白しろいくらい人の体を刺さすだろうか。

「確かに桐崎恭子、あなただけならば【潰し屋】に対たい抗こうすることは難しいかもしれません。ですが──」

　と、ハルはオレの方を見た。

「乃出狗斗、あなたが居れば話は別です」

「オレは桐崎よりもっと普ふ通つうの男子高校生だぞ」

「ですがあなたは【死なない男】です。それ以上の説明が必要でしょうか？」

「……いざという時は、オレに盾たてになれって？」

「ありていに言ってしまえばそういうことです」

「正直なこって」

　まあ、そんなことだろうと思ったが。オレは、肩かたを竦すくめた。

「……一つ質問がある」

　しばらくして、桐崎が言った。

「はい。どうぞ」

「貴様らは以前、私とクギトにこう言ったな。自分たちは、法で裁けぬ悪を粛しゆ清くせいするための【組織】であると」

「ええ」

「だが、実際にやっていることは、政治家のわがまま娘むすめの護衛だ。これは一体、どういうことだ？」

　ハルは沈ちん黙もくした。相変わらずの無表情で、何を考えているのか分からない。やや間を空けて口を開いた。

「先ほども言いましたが、【潰し屋】は非常に危険な男です。その正体は掴つかみどころがなく、【組織】としてもその存在を無視するわけにはいきませんが、今まで対処の仕様がないというのが現状でした。そこに来て、今回の予告状です。今まで、【潰し屋】が相手に対して犯行予告をしてきたことはありません。今回は、言うなればチャンスということです」

「なるほど。初めて後手に回ることがなくなったということか」

「ええ。【組織】としてはこれを機会に【潰し屋】を始末することを望んでいます」

　桐崎は頷うなずいた──が、まだ納得がいかないという様子だった。

「……貴様の言い分は、一応筋が通っている。だが、問題は政治家が【組織】を私的に利用しようとしている点だ。いい機会だから質問しておこう。

　貴様ら【組織】は、どういう形をもって政府に属しているんだ？　一体、どの程度の地位と権限を持っている？

　全てを統とう括かつしているのはあの男か？　それとも、別の人物か？」

「……。全てにお答えすることは出来ません、が──」

　ハルは、言葉を切り、若じや干つかんの時間を置いてから続けた。

「【組織】は、複数の人間の意思によって活動が行われているとだけ言っておきます。全権を一任されているのはボスですが、必ずしも思い通りに全てを動かせるというわけではありません。よって今回のようなこともあります。もっとも、それはこちらが望むべきようなことではありませんが」

「それでも従わざるを得ない、ということか。どうやら、貴様らの【組織】も一枚岩ではないようだな」

「そういうことになります」

　ハルはやはり、淡たん々たんと返した。それから何も語ろうとしなかったところを見ると、なにを訊きいてもこれ以上の情報は得られないのだろう。決して自分の感情を挟はさまず、必要なことを告げ、そうではないものは決して口外しない。自らの職務に忠実と言えば聞こえはいいが、その従順さが、彼女から人間性を失わせていた。

「それでは、指令をお受け頂けますね？」

「嫌いやだと言っても、聞かないんだろう。いちいち確認をとるな」

　桐崎が、不快そうに言う。

「失礼しました。それでは、もう一度指令の内容を確かく認にんします。早苗敬三の娘、早苗優花を護衛し、【潰つぶし屋】が襲しゆ来うらいした時には、必ず彼を殺害して下さい」

「……必ず、か」

「ええ。それが桐崎恭子、あなたに与あたえられた罰ばつです」

　ハルは、パソコンを閉じると、イヤホンを回収した。

「それでは、わたしはこれで。正確な日時などは後日お知らせしますので」

　深々と頭を下げると、その場を去っていく。

　急に、辺りは静かになった。桐崎は沈黙し、ただ何かを思うように俯うつむいている。

「桐崎……」

　オレは、躊躇ためらいながら声をかけた。しばらくして、桐崎は、力のない笑えみを浮うかべながらこちらを向いた。

「……大だい丈じよ夫うぶだ」

　自分の手を見下ろし、ゆっくりと握にぎる。

「小こむ娘すめのように拗すねてみたり、毎日、貴様と会話したりしていても──いつかこの日が来るということは覚かく悟ごしていた。……おこがましくも私のような人間が生き抜ぬこうとするならば、これからも様々な場面で、苦しむことがあるだろう。これも、その一つ。そしてもっとも大きな……償つぐないだ」

　桐崎が、小さく呟つぶやく。

「今までのように、己おのれを失った状態ではなく、自らの意思で、誰かを殺す──。殺し続ける。それが私に与えられた罪であり、償い──か」

「……やれるか？」

「ああ。──貴様が、隣となりに居る。逃にげるわけには……いかないさ」

　こちらを見て、微笑ほほえむ。オレは、深く頷いた。

　そして、桐崎は不意に声の調子を変えた。

「……それと、クギト」

「あ、ああ？　なんだ？」

「【組織】のことだが──少し、気をつけるべきかもしれない」

「なにが？」

「奴やつらと会ってからずっと考えていたことだが──悪をもって悪を征せいするなどという考えを、本当にこの国が持つと思うか？」

「思うかもなにも……実際にあるんだから、そうなんじゃないか？」

「だが、奴らが政府の人間であると証明されたわけではない。恐おそろしい程ほどの情じよ報うほ網うもうを持っていることは確かだがな。仮に本当にこの国に属しているのだとしても……そんな目的を持つに至った動機があるはずだ」

「……動機？」

「この国は、本当の危機に陥おちいらなければ何かを変えようとは思わない。新しきを立ち上げようともしないだろう。だが、【組織】は実際に存在している。だとすれば、過去に起こった【なにか】が【組織】を立ち上げざるを得ない状じよう況きようへこの国を追い込んだのかもしれない」

「なにかって……」オレは腕うでを組んで、首を傾かしげた。

「なんだ？」

「そこまでは分からないが──何にせよ、犯罪者を使って犯罪者を殺すという建て前以外に、【組織】には本当の目的のようなものがあるのかもしれないな」

　桐崎は、真ま面じ目めな顔で言った。

「それを隠かくしているうちは──私たちは、奴らを完全に信用すべきではないのかもしれない」



　早苗優花の屋や敷しき──正確に言えば早苗敬三のものだが、彼はほとんど帰宅することはなく、事実上娘むすめの家であると言えた──は、郊こう外がいの寂さびれた場所にあった。そういえば、【組織】の本部らしき場所も、どこかの山やま奥おくにあったような気がする。あれか。人間、権力を持つと自然に還かえりたくなるのか？

　指定された時間に明答公園で待っていると、見たこともないような黒く細長い車が迎むかえに来た。映画などでしか見たことのない、本物のリムジンだ。

　中から出てきたスーツ姿の男に先導され、乗り込む。信じられないくらいのいい乗り心ごこ地ちに感心している内、車は中心街をどんどん離はなれていった。

　一時間少しで目的地に辿たどり着くと、車はオレと桐崎を降ろし、いずこかへ去っていった。

　降ろしたと言っても、屋敷の外で、ではない。巨きよ大だいな門を潜くぐり、噴ふん水すいやら花畑やらがそこかしこに点在する広々とした庭を走り、ようやく大おお仰ぎように構えられた玄げん関かんらしき扉とびらの前で停とまったのだ。つまり家の敷しき地ち内ないを、車が平気で走っているということになる。何もかもが非現実的だ。これ、ドッキリじゃないよな。

「それにしても──」

　と、オレは、目の前に立つ途と方ほうもない大きさの、城みたいな屋敷を見上げて言った。

「でけーな」

「もっと他ほかにないのか。ボキャブラリーの貧困な奴だな」

　桐崎が、半眼で睨にらんでくる。なんだよ。そういうお前は、何か素す晴ばらしい言語センスを見せてくれるんだろうな。

「任せろ。貴様とは格が違ちがうところを見せてやる」

「おお、なんか頼たのもしいな。是ぜ非ひお願いする」

「うむ」

　桐崎は腕を組み、じっと考えるような顔で、屋敷を仰あおいだ。

　そしてたっぷり、数分ほどの間を空けて言ってのけた。

「超ちようでかいな」

「…………」

「……すまん」

　いや、別に、謝られても困るんだが。

「しかしなんでこんなにでかいんだ。何か意味あんのかこれ」

「大きくて広いと便利だろう、何かと」

「そうか？　家なんて、ある程度の広さにしといた方が、掃そう除じとか面めん倒どうじゃなくねえか」

「掃除なんぞ、家政婦にやらせているに決まっているだろう」

「だったら、もう少し狭せまくして、家政婦を雇やとわなきゃいいじゃねえか」

「金持ちは、自分で掃除などしないのではないか」

「でも、別に不必要に広くして余計な手間を増やす理由はないだろ」

「……確かにそうだな」

「すごいけど、全然意味ねえな、このでかさ」

「ああ、まったく無意味だ。このでかさは」

「……あのー、宜よろしいですか？」

　突とつ然ぜん声がかかって、好き勝手に屋敷の感想をくっちゃべていたオレと桐崎は、そろってびくぅっと体を竦すくませた。

　いつのまにか、玄げん関かん扉とびらの前には、スーツ姿の初老の男が立っていた。

「桐崎恭子様と、乃出狗斗様ですね。既すでにお話は伺うかがっております。わたくし、早苗優花様の執しつ事じで、浅あさ生おと申します」

「……ああ、どうも」

　執事とは、これはまた、馴な染じみのない職業の人が出てきたもんだ。

「執事……やはり、実は無茶苦茶強くて、密ひそかにお嬢じよ様うさまを慕したっているのだろうな」

　なにを言ってるんだお前は。

「気にするな。妄もう想そうだ」

　気にしないレベルの物じゃない気はするが、深く突っ込むのは嫌いやだから流すことにする。

「お嬢様がお待ちです。早速ではありますが、どうぞこちらへ」

　深々と頭を下げると、浅生と名乗った執事は、ゆっくりと扉を開いた。



　派手。

　ひと言で断じてしまえば、それだけだった。

　広々とした部屋は、真っ赤な壁かべ紙がみで覆おおわれている。室内には、色々な種類のぬいぐるみが、所とこ狭ろせましと並べられていた。いや、それは積み上げられているといったほうが正しいかもしれない。少なくとも持ち主は、それらを陳ちん列れつする意思はなさそうだった。ただ乱雑に、ゴミを端はしに寄せているような印象を受ける。

　ぬいぐるみたちに挟はさまれるようにして高い本ほん棚だなが二つ並び、そこにはぎっしりと書物が詰つめ込まれていた。入りきらなかったのか、床ゆかにも高く積まれている。

　化けし粧よう台だいはあるが長らく使われていないらしく、プリンタやノートパソコンを置く台として使われていた。

　右に視線を移すと、天てん蓋がいつきの巨きよ大だいベッドが視界に入る。

　そこに、早苗優花は居た。

　シルクのワンピースを着ている。色素の薄うすい黒くろ髪かみは長く、ベッドの上で放射状に広がっていた。顔の造りはいいが、どこか病的に思えるのは、その肌はだがひどく青白いからだろうか。

　ベッドの上で膝ひざを抱かかえ、分厚い本を読んでいる。タイトルは英字なのでオレには当然読めなかった。口が丸く膨ふくらんでいるので何かと思ったら、唇くちびるから白い棒のようなものが突き出ているので、棒付きキャンディーであることが分かった。

「お嬢様、桐崎恭子様と乃出狗斗様です。旦だん那な様さまが依い頼らいした例の場所からの派は遣けんの方です」

　浅生さんが頭を下げると、早苗優花は、本を読んだまま軽く頷うなずいた。

「分かった。浅生、ここはもういいわ。お茶を淹いれてきてくれる？」

　飴あめを舐なめながら器用にそう言うと、浅生さんは「かしこまりました」と言ってからオレたちの方へ向き、「それではわたくしはこれで」と頭を下げると、退室していった。

　扉とびらがゆっくりと閉まる音が鳴る。

　オレと桐崎は何をすることも出来ず、ただそこに佇たたずんでいた。

　早苗優花はそのまましばらく読書を続けていたが、やがてぽつりと言った。

「その辺に座って」

　その辺と言われてもな。椅い子すも何もないんだが。

「ぬいぐるみの上でもいいから」

「いいのか？」

　オレが尋たずねると、早苗優花は淡たん々たんと答えた。

「いいのよ。どうせ、わたしにとってはどうでもいいものだから」

　そう言われても、やや気が引ける。だが桐崎を見ると、早苗優花を見つめた後、鼻を鳴らして、近くにあった大きなクジラのぬいぐるみの上に腰こし掛かけた。オレはどうしようかと思ったが、とりあえず、立っていることにする。

　所在なさげに立たち尽つくしていると、不意に、かすかな匂においがオレの鼻び腔こうを刺し激げきした。甘あまったるい、シロップを思わせるような香かおりだ。発生源を辿たどるように視線を動かしていくと、入り口近くにある花か瓶びんが目に入った。見たこともないような、赤い花が数本活いけられている。恐おそらくこれだろう。

「臭におう？　ごめんなさいね。それ、あの人が送ってきた花なの。南米の珍めずらしいものだとかなんとか言ってたかな。日本にはまだそれしか入ってきてないらしいわ」

　あの人、とは早苗敬三のことだろう。父親を呼ぶにしてはいやに他人行ぎよ儀うぎな呼び方だった。一いつ瞬しゆんプレゼントの自じ慢まんかとも思ったが、それにしてはどうにも尖とがったような口調だ。さっき、ぬいぐるみを『どうでもいいもの』と言い切った時と同じ響ひびきがあるように思えた。



    

  
    
      　やがて、早苗優花は読んでいた本を、音を立てて閉じた。その辺へ適当に放り、体を伸のばす。飴あめ玉だまを口から取り出すと、糸を引く唾だ液えきを舌先で舐め取り、傍そばにあった銅製の皿の上へ置いた。

　そして初めて、オレたちの方へ視線を向ける。垂れがちの目は、どこかまどろむ猫ねこを思わせた。

「……さて、いらっしゃい。そして初めまして。わたしが早苗優花よ」

「ああ、私は──」

「知ってる。桐崎恭子でしょ」

　わずかに、早苗優花は、口元を緩ゆるめた。

「意外だったわ」

　そして、度ど肝ぎもを抜ぬくような発言をした。

「──ネットで騒さわがれてた【午ご前ぜん零れい時じの殺さつ人じん鬼き】だって聞いて、もっと怖こわい女の子かと思ってた。想像していたより、ずっと可愛かわいい」

「……知っているのか？」

　桐崎が、緊きん張ちようを孕はらんだ声で尋ねた。早苗優花は、あっさりと頷く。

「どうして──」

「これでもわたしは早苗敬三の一ひと人りむ娘すめよ。【組織】のことだって少しくらいなら知ってる。それに、護まもってくれる相手がどんな人か分からなきゃ安心出来ないって言ったら、あっさり教えてくれたそうよ。あなたたちのボスが」

　何度思ったか分からんが、何を考えてんだあのおっさんは……！

「安心して。あなたが【組織】に属している以上、別に、それでどうこうしようなんて考えてないから。まあ、桐崎さん、あなたがどれほどの人間を殺していようとも、わたしには関係のないことだしね」

「……貴様自身に危険が及およぶかもしれないということは考えなかったのか？」

「その辺りも説明済み。あなたもう、人殺しは一切しないんでしょう？」

　と、早苗優花は、オレの方を見た。

「乃出狗斗くん、あなたがいるから。そうよね」

「……まあ、そうだな」

「まだ信じられないんだけど、あなた本当に、死なないの？」

「みたいだな」

「試ためしてもいい？」

　早苗優花は、部屋にある窓を指した。

「あそこから飛び降りて」

「…………」

　オレが無言で睨にらみつけると、彼女はくすくすと笑った。

「冗じよ談うだんよ。怖い顔」

「笑えない冗談は嫌きらいでね」

「残念ね」

　言葉とは裏腹に、さして興味もなさそうに告げると、早苗優花は言った。

「殺人鬼と【死なない男】か……面おも白しろい組み合わせね。まあ、それはともかく、二人とも、宜よろしくね。怖い人が狙ねらってるそうだから」

「自覚があるんだったら、とっとと警備の数を増やしたらどうだ」

「嫌いやよ」

　はっきりと拒きよ絶ぜつする。

「知らない人が大勢、家の前をウロウロしたら鬱うつ陶とうしいでしょう」

「貴様の身を案じて、父親が寄よ越こしてくれた人間だ。それくらい我が慢まんしたらどうだ」

「わたしの身を案じて、ね」

　早苗優花は、そこで、自じち嘲よう気味に笑った。

「どうかしら。本当にわたし個人の身を心配してるのか、分かったものじゃないわね」

「どういうことだよ」

「あの人は、娘むすめは愛しているけど、わたしのことはどうでもいいと思ってるのよ」

　言っている意味が分からん。

「早苗敬三の娘は、あんたじゃないのか？」

「そうよ。でもね、あの人が大事なのは『自分の愛する娘』なのよ」

　吐はき捨すてるように、言う。

「控ひかえ目めで、大人しく、従順で、親の言うことを聞く、そんな娘──。そんな娘を誰よりも愛する自分という姿に、陶とう酔すいしたいだけなの。ようするに、本当に大切なのは、結局は自分なのよ」

「……なるほどな。これでこの部屋の不自然さに納得がいった」

　桐崎は足を組み、周囲を見回した。

「貴様の言動を聞く限りでは、自分の部屋をこんな風に飾かざりつけ、ぬいぐるみを集めるようには見えない。全ては父親が、自分の理想の娘に対して送りつけたものなんだな」

「聡さといのね。そうよ。こっちの都合なんておかまいなし。あの人にとって、わたしは人形。なんでも言うことを聞いて、自分の思い通りになる、生きたカラクリ」

　そうか。それで、ぬいぐるみや花に対しての感想がやけに嫌けん悪お感たっぷりだったわけだ。

「……そして今回は、自分の大事な人形が、誰かに壊こわされそうになっているから、慌あわてて警護を依い頼らいした──そういうことか」

　桐崎が尋たずねる。

「父親の寄越した警備を拒きよ否ひしたのも、それが本当の理由なのか？」

「それも一つ、ね」

　オレの質問に、早苗優花は頷うなずいた。

「笑えるくらい小さな抵てい抗こうだと思わない？　でもね、言った時はあの人、相当怒おこってたのよ。表では温厚さを保ってたけど、それくらい分かる。わたしが自分の意思から外れた行動をすることが、気に入らないのよ、あの人は」

　……どうにもイメージが違ちがうな。普ふ段だん見る早苗敬三とは。

「国民のことを真に考える政治家──世間ではそんな風に思われているけどね、あの人は、随ずい分ぶんとしたエゴの塊かたまりなのよ。ナルシストとも言うかしら。あの人は、イメージした妄もう想そうの自分をトレースすることが好きなのよ。わたしも、それを満たす要素の一つというわけ。理想に燃える政治家と、そんな彼を尊敬し、寄より添そうたった一人の娘──。陳ちん腐ぷだけれど、全てを現実にしている点は尊敬出来るのかもしれないわね」

　……なんか、知らなくてもいいことを耳にしてしまった気がするな。まあ、別にどうでもいいんだけどよ。

　オレがなんとも言えない顔をしているのに気づいたのか、早苗優花は微笑ほほえんだ。

「ごめんなさい、つまらない話をして。とにかく、そういうわけよ。わたしの命、守ってね。期待してるから」

　不意に、ノックの音が響ひびく。

「お茶が入りました」

「ありがとう」

　浅生さんにそう答えると、早苗優花は言った。

「さて──それじゃあまずは、お茶で乾かん杯ぱいしましょう。夕飯は豪ごう勢せいにするから。なにせしばらくは一日中、あなたたちの時間を拘こう束そくするわけだからね」

「…………なんだって？」

　今なにか、とてつもなく、聞きき逃のがせない発言があった気がするんだが。

「一日中？」

　早苗優花は、目をしばたたかせた。

「そうよ。どうかした？」

「ちょっと待て。二十四時間態勢で警護すんのか？」

「決まってるじゃない。だってわたしを狙ねらっている人は、いつ襲おそってくるか分からないんでしょう？」

「ここでずっとか？」

　にっこりと笑って、早苗優花はそう言った。

「当たり前じゃない」



「……だから、違うんだって！　何度言ったら分かるんだよ！」

　かれこれ三十分ほどになるだろうか。オレは、どれほど繰くり返したか分からない説明を、もう一度しなければならなかった。

「オレは、ダチの家に遊びに来て、そのまま泊とまるんだよ！　姉さんが考えてるようなことはない、分かったか!?」

『へえ、そうなんだ』

　携けい帯たい電話の受話口から、含ふくむような言葉が返ってきた。

『ふーん。あたしの知る限りじゃ、あんたに外がい泊はくするほど仲の良い友達はいなかったと思うけどねえ。大体あんた、そういうベタベタした関係、嫌きらいじゃない』

　うぐ。いつもながら鋭するどい指し摘てきだ。

「さ、最近出来たんだよ。それに、考えが変わったの。オレだってもう高校生なんだから、そういうことくらいするだろ！　構わないよな！」

『まあ、そうねえ。そうやって姉さんの知らないところであんたが育っていくのは、嬉うれしいような、悲しいような気分だけど……。別に構わないわよ、こっちは』

「……そうか」

『ちゃんと避ひ妊にんはするのよ。後で困るのは自分なんだから』

「ああ、分かっ──だからああああああ！　相手は桐崎じゃねえって言ってるだろうが！　何度もっ！　繰り返しっ！　リピート、アフター、ミー、桐崎と、一いつ緒しよじゃない、オーケー!?」

『イエスイエス。イエース。分かったわよ。そこまで必死にならなくてもいいじゃない』

「姉さんがしつこいからだろ！　桐崎とはそういうんじゃないんだって！」

『まだ？』

「永遠にッ！」

　ため息をつくような音がして、姉さんは言った。

『なんだ、つまらないの。あんたも奥おく手てねえ。ま、分かったわよ。友達の家に泊まるのね。了りよ解うかい』

　ようやく納得したような声に、オレは息をつく。つ、疲つかれた……。

「とりあえず、数日は泊まってくるかもしれないから。火曜日は生ゴミの日だから朝に出せよ。木曜は不燃ごみだ。ちゃんと分けて出せよ。後カップラーメンばっかり食べるな。コンビニ弁当も。冷蔵庫に作り置きがいくつかあるからそれと後は──」

『あーもー、分かったって。あんたは友達と長期旅行する奥おくさんか。あたしゃ一人じゃ何も出来ないダメ夫か！』

「似たようなもんじゃねえか」

『失礼な弟ねえ……』

「とりあえず、そういうことだから。宜よろしく」

　オレの締しめの言葉に、姉さんは『はいはい』と答えた。気づいている節はない。なんとか誤ご魔ま化かせたようだ。ほっとして、オレは通話を切ろうとした。そして、

「クギト、風ふ呂ろは先に入っていいのか？」

　声なく悲鳴を上げた。

　物もの凄すごい勢いで電話を押おさえて振ふり返る。桐崎が、オレの形相にぎょっとしたように目をぱちくりとさせた。

　今、早苗優花の部屋に居るのはオレと桐崎だけだ。護衛される本人は、数分前に手洗いに行っている。本来なら付き添そうべきなのだろうが、「トイレはすぐ近くだから大だい丈じよ夫うぶ。なにかあったら悲鳴上げるから」と言って、彼女はさっさと出て行ってしまった。ずっとつきっきりだったので、独りになりたかったのかもしれない。

　それはともかく──、オレが口をぱくぱくさせていると、桐崎は早苗優花のベッドに腰こし掛かけ、首を傾かしげた。

「どうした。いや、浅生が風呂を用意したというもので、交代なら浸つかって構わんだろうと思ってな。先に入られるのは嫌いやか？」

　余計なことを言うんじゃないと、必死でジェスチャーで伝えるが、まるで通じちゃいねえ。こんな時だけ勘かんの働かない桐崎が、怪け訝げんな顔をする。

「なんだ？　……もしかして、一緒に入りたいのか？　それは……まあ、うん、私は別に構わんが。しかし一応、警備の都合上二人揃そろって裸はだかになるわけにはいかんだろう。それに私と貴様が風呂に入ると、必然的に湯がそれはもう素す晴ばらしく真っ赤に染まることに──」

「ええい、ちょっと黙だまっててくれ、頼たのむから！」

　きょとんとしている桐崎に構わず、オレは電話に向かって言った。

「ね、姉さん、今のは別に」

『今の桐崎さん？　あんまよく聞こえなかったけど。なんだ、やっぱりそうなんじゃないの』

「いや、だからそうじゃなくて、オレはなんつうか、風呂は一人で入るっつーか、いやそうじゃなくてあの」

『はいはい。友達の家に泊とまるのねー。お姉ちゃんは物分かりがいいから了解しましたよ。それじゃ、がんばってねっ』

　ぷつっ。つーつーつー。

「…………」

　終わった。

「電話は終わりか。随ずい分ぶんと長かったな」

「お、おま……」

「さっきからなんだと言うんだ、貴様は」

「……もういいよ……」

　オレはその場に頭を抱かかえてしゃがみこんだ。えらいことになっちまった。オレの頭脳よ、今こそフル稼か働どうして上手い言い訳を考えるんだ。普ふ段だん役に立たないんだからこれくらいやってみろ。

「……大丈夫か？　クギト」

「なんでもない。平気だ」

　オレは諦あきらめて首を振った。無理だ。数秒で判断した。全てを知らぬ存ぜぬで突つき通とおそう。どれほどの効果があるのかは分からないが、やらないよりはマシだろう。

「桐崎、ほんとにお前と出会ってから、オレの人生に起き伏ふくが出来たよ……」

「そうか。褒ほめられているなら礼を言っておく」

「お前はいつも前向きだな」

　桐崎は、「それほどでもないよ」と言いながらまんざらでもない顔をした。嫌いやみさえ通じないとは最強かこの女。

「それにしても──静かだな」

　桐崎が、窓の向こうに暗く沈しずむ景色を眺ながめた。

「とてもではないが、【潰つぶし屋】などと呼ばれる輩やからが襲しゆ撃うげきする気配はない」

「ま、今日明日来るってもんじゃねえだろ」

「どうかな。早苗敬三が考えを改める動きを見せていない以上、相手はそろそろ痺しびれを切らせて実行に移す頃ころかもしれんぞ」

「そうかもしれねえけど、気を張ってても仕方ねえだろ。緊きん張ちようするのは、何かが起こってからにしようぜ」

「それでは遅おそ過ぎると思うが──まあ、そうだな。確かに、あまり慎しん重ちようになりすぎて気き疲づかれしては意味がない。少しばかりは楽にいこうか」

　桐崎が、息をつく。オレは、やれやれと首を振って、ぼやいた。

「にしても、泊とまり込みとはな……。学校休むしかねえか。一応、皆かい勤きんだったんだが」

「……出席日数を気にする不良というのも珍めずらしいな」

「あのな、学校っつーのは親に金出してもらって、将来を買うところだぞ。ないがしろにしてたら困るのは自分だろうが」

　目をしばたたかせて、桐崎が言った。

「驚おどろいたな。クギトにしては珍しく、至し極ごくまっとうな意見だ」

「……まあ、姉さんの受け売りだけどよ」

　本音は、姉さんに面めん倒どうかけて高校に通わせてもらってるのに、サボるのは体てい裁さい悪いという理由だ。

「だろうと思った。すこぶる納得した」

「シツレーな奴やつだな」

「クギトを知る人間からすれば、今の言葉をそのまま貴様の考えだと受け入れることの方が失礼に該がい当とうすると思うが？」

「ん？　そうか？　そういえばそんな気も……いやいやいや。どう見てもさっきのが失礼だろ。というかその意見も失礼だコノヤロウ」

　なんか上手く誤ご魔ま化かされかけたが、騙だまされねえぞオレは。

「バレたか。貴様も中々成長したと見える」

「てめえのおかげでな」

「礼は脇わき腹ばらを自由に刺さす権利でいい。最近、ナイフの先があばらに当たる感かん触しよくが意外にいいという発見をしてな……」

　オレは横を向き、「それにしても、暑いな、冷れい房ぼう効いてんのか？」と呟つぶやいた。

「……放置プレイは嫌きらいだ」

「てめえは構われないと素すに戻もどるということをこの頃知った」

「ぬう。だんだんと私の扱あつかいが分かったと見える。だが距きよ離りをとられると自分から詰つめ寄よるのが私の長所だ」

「それは短所……と言うより人間的な欠けつ陥かんじゃねえか！」

　ああ、つい反応してしまった。満足そうな顔が腹立つ。

「……にしても暇ひまだな」

「そうだな」

　この部屋も、入った当初はその異様さに驚いたものだが、慣れてみればなんということもない。非常に退たい屈くつだ。同様に手て持もち無ぶ沙さ汰たなのか、クマのぬいぐるみを抱だきしめて小刻みに前後に揺ゆれている桐崎へ、オレは話しかけた。

「じっと待ち続けてるってのも、やることがねえもんだな」

「やること、か」

　顔を上げてオレを見ると、桐崎が言う。

「そうだな。確かに少々、暇を持て余す」

「だよな。なんかやるか？　トランプくらいなら、言えば貸してもらえるんじゃねえか」

「そうだな。ヤろう」

「…………」

「たまにはいいことを言うな、クギト」

　今、心なしか、ニュアンスの違ちがう言葉があったような。

「今から、ヤることにしよう」

　あ、まただ！　気のせいであーれ！　とお星様に願うオレである！

「実はなクギト。この部屋に入って来た時から思っていたんだが……」

「な、なんでしょう、桐崎さん」

　桐崎は、自分の尻しりの下にあるベッドシーツを指さした。

「この純白のシーツ──何かに染まりたがっていると思わないか？」

「…………。思いませんけど」

　それはもう欠片かけらも。

「そうか──話は変わるがクギト、風ふ呂ろというものは汚よごれを落とすものであってだな、そうなると必然的にヤって返り血を浴びるなら今だというこう、天てん啓けいのごとき考えが」

「それ話変わってないよな。全然」

「そうか──まあとりあえず、一刺さしやらせてくれ」

　うわ、こいつとうとう遠回しに要求することを放ほう棄きしやがった！

「嫌いやだ。オレは、お前のせいでさっき、非常に面倒くさい事態に巻き込まれたんだ。絶対に拒きよ否ひする」

「まあ、そう言うな」

　桐崎は床ゆかに降りると、不敵な笑えみを浮うかべながら近寄ってくる。ひぃ！　来るよ！

「恋こい人びとと二人きりだというシチュエーションに、私の女心も非常に揺れ動うごいていてだな、その衝しよ動うどうとして殺傷行こう為いに及およぶというこれはつまるところ思春期としては至極当然の行為であって」

「そんな猟りよ奇うき的てきな思春期が訪れてたまるか！」

「四の五の言うな、どうせもう逃にげられまい」

　た、助けて姉さん！　なんかこの人、だんだんオレに対してだけ刺すことに抵てい抗こうがなくなってきてるよ！

　桐崎が、迫せまる。

　オレは、逃げた。

　だが、いくら広いと言っても所しよ詮せんは室内だ。すぐに壁かべへ追おい詰められた。

「大だい丈じよ夫うぶだ。痛いのは最初だけで、後は段々気持ちよくなってくる」

「そんな別の世界には行きたくない！」

　桐崎が笑う。にやあああと。あ、悪あく魔まだ。悪魔がいる。

　素す早ばやくスカートを跳はね上げると、いつものクマさん印の下着が垣かい間ま見みえた。太ももにつけられたホルスターから大おお振ぶりのナイフを抜ぬき取とり、桐崎はそれを振ふり被かぶる。ああ、もうどうすることも出来ん。こいつと出会った時のことを思い出した。華きや奢しやそうな体をしている癖くせに、力だけは異常に強いのだ、この女は。一度捕とらえられると、大の男でさえ逃のがれることは出来ない。何回見たか分からない走馬灯が流れたり流れなかったりする内、桐崎が言った。

「さて、それじゃあ──」

　が、その直後。

　突とつ然ぜん、前方──つまりは桐崎の背後から、風が吹ふきつけた。

　……あれ？　確か窓は閉めていたはずなんだが。

　オレがそう思ったのと同様、桐崎も怪け訝げんに思い、手を止めると振り返った。

　そして、

「ッ──貴様！」

　瞬しゆ時んじに横に転がると、オレの傍そばでしゃがみこみ、ナイフを構えた。そのおかげで確保されたオレの視界に、見知らぬ人物が……。

　一人の男が、窓の前に立っているのが分かった。

　油っけのない、ぼさぼさの黒くろ髪かみ。ぼんやりとした、眠ねむ気けを堪こらえているかのような半眼。漆しつ黒こくのシャツと、同色の革パンツといういでたちは、まるで影かげのように捉え所どころのない空気を纏まとっている。だが、その右手に握にぎられた物──一本の長く、太く、分厚い鉄パイプは、はっきりとした殺意の象しよう徴ちようだった。

　闇やみ夜よを背負い、音もなく、佇たたずみながら──

　そいつは、静かに問うた。

「……誰だ？　お前ら」

「それはこちらの台詞せりふだ。最も改めて問うまでもないがな──【潰つぶし屋】ッ！」

　桐崎が立ち上がり、刃は先さきを突つきつける。

　オレは素早く体を起こすのと、桐崎が駆かけ出すのは、ほぼ同じタイミングだった。

　返事を待つ暇ひまもない。この場所で、この時間、外から現れるならばほぼ間ま違ちがいはないだろう。そう判断し、相手を見定めると同時に攻こう撃げきを仕し掛かける。それが正解だ。ハルの言うことが真実であるなら、オレたちが戦おうとしているのは、ほんの数秒が命取りになるような奴やつなのだから。

　桐崎の投げかけた一振ふりを、並の男なら視認することさえ難しいその速度を、男は──

「…………」

　無言で、冷静に、その右手にもった武器で受け止めた。

　鋭するどく鳴り響ひびく、重低音。

「お前、何者だ？」

　ぼんやりとしたような口調で、問うてくる。だが桐崎は答えず、次々と銀の軌き跡せきを生んでいった。



    

  
    
      　だが驚おどろくべきことに、【潰し屋】はその全てをかわしていた。それもわずかな、最小限の動作で流していく。

「答えないのか」

　上段から振り落おとされた一撃を、首を傾かしげて避さける。そのまま倒たおれるように揺ゆらぎ、床に伏ふせる直前で右足を踏ふみ出して堪えた。手を背中へ回す。まるで、力を溜ため込むように。そして静かに、呟つぶやいた。

「なら──邪じや魔まだ。どいてくれ」

　轟ごう風ふうが薙ないだ。桐崎が目を見開き、軽く後方に跳とぶ。だが間に合わず、鉄棒が、その腹に食い込んだ。

「ごふっ──！」

　くぐもったような声。桐崎の小さな体が吹っ飛とんだ。

「っ──桐崎！」

　走る。手を差さし伸のべ、受け止めるように跳んだ。かろうじて間に合い、オレの懐ふところで、桐崎を受け止める。だがそのままオレは勢いに押おされ、壁かべに激げき突とつした。

「ぐっ……！」

　息が詰つまり、次の瞬しゆ間んかん、激しく咳せき込んだ。しかし……どういうことだ？　確かに桐崎の体重は軽い。だが、漫まん画がではあるまいし、こうまで人間が紙くずのように撥はね飛ばされるものだろうか？　それに、攻撃の直前、桐崎はわずかに後ろへ跳んで勢いを殺していたはずだ。そうして尚なお、この威いり力よくをもっているということなのか……？

　考え込んでいる隙すきを与あたえてはくれなかった。男が前方に立ち、まるで邪魔な障害物を叩たたき壊こわすかのように、鉄パイプを振り上げた。

「うおっ──！」

　桐崎を抱だきかかえたまま、慌あわてて右へ転がる。先ほどまでオレが居た場所に、男の得物の先せん端たんが触ふれた。

　その瞬間、信じられないことが起こった。

　聞いたこともないような異音を発し、半径数十センチ四方の床ゆかが、クレーターのようにへこんだのだ。破片が、空中を舞まっていく。……まじかよ。

「…………」

　男は無言で、こちらを向いた。

「……成なる程ほど【潰し屋】とはよく言ったものだ」

　荒あらい息をつきながら、桐崎がオレの体を押し退のけ、立ち上がった。

「お前、大だい丈じよ夫うぶなのか!?」

「なんとかな。恐おそらく、まともに喰くらったわけではないのだろう。……もしそうなら、私のアバラは完全に砕くだけていただろうからな」

「まさか──そんなことあるわけねえだろ。たった一発で……」

「なぜこの男が【潰し屋】などと呼ばれているのか分かった」

　桐崎が言う。

「単に依い頼らいされた相手を殺害するだけなら、【殺し屋】でいい。それなのに、どうしてわざわざこの男だけが固有名詞で呼ばれているのか……答えは簡単だ。こいつは、文字通り、あらゆるものを【潰す】」

　新たな一撃。桐崎は体勢を低くしてそれを避けると、オレの襟えり元もとを掴つかんで「走るぞ！」と一声。共に、男の攻こう撃げき範はん囲い内ないから抜ぬけ出した。

　何かがひしゃげるような破は壊かい音。振ふり払はらった鉄パイプの先端が本ほん棚だなを直ちよ撃くげきし、粉ふん砕さいする。それだけでなく、そこへ収められていた書物ごと抉えぐり、無造作に中身を散らばした。

「その【力】によって、立たち塞ふさがるもの全てを、徹てつ底てい的てきに、完かん膚ぷなきまでに潰つぶし尽つくすんだ」

「……んなアホな」

「だったら自分で喰らってみるか？　よく分かるぞ」

「は？」

　男が、こちらへ向かってくる。眼前で振り上げられた鉄パイプが、真っ直すぐにオレたちへ向かって落とされて──、

「クギトバリヤー！」

　咄とつ嗟さに前に蹴けり飛ばされたオレの頭ず蓋がいを、何の遠えん慮りよもなくぶち砕いた。

「ごぶっ！」

　そのまま、床に叩き伏せられる。鉄球でも落ちてきたような衝しよ撃うげき（経験したことはないが）で、思考が真っ白に染まり、次いで表現しようのない痛みが脳みそをガツンと襲おそった。

「ぐ、ぐおお……」

　視界がぐらぐらする。痛覚よりも先に、ショックがとてつもない。二番手を打ってこようとする男に対し、桐崎はオレの肩かたを担ぐと、急いで逃のがれた。離はなれた場所で、呼吸を整えながら、問いかける。

「……な？」

「な？　──じゃねえだろおめえはああああ！」

　桐崎の頭を掴むと、思いっ切り振り回した。

「なにがクギトバリヤーじゃあああ！」

「し、死なない男だし……大丈夫かな、と」

　死なないからって痛くないわけじゃねえって言っただろうが！

「すまん。まあ、それはともかく──」

　ともかくってどういうことだ。

「……分かっただろう？」

「……あー。分かり過ぎるくらいにな」

　確かに──とんでもねえ相手だ。オレの体の耐たいき久ゆう力りよくは、常人よりもかなり上だ。【死なない】という体に適応するためだろうと思う。

　が、それにも拘かかわらず──さっきの攻こう撃げきは、本気で死ぬかと思った。この、オレがだ。

　多分普ふ通つうの奴やつなら、頭をやられれば、ほぼ一発で即そく死しだろう。なんつう奴だよ、まったく……。

「まずいな──」

　桐崎が舌打ちする。

「下手にこっちから打って出れば、逆にやられてしまう可能性がある」

「……だろうな」

　今のところ、動き自体は桐崎の方が速い。だが、だからと言って男のアクション全てを読んでかわすというのは不可能だろう。さっきも言ったように、間ま違ちがって一撃げきでも喰らってしまうと、そこでもうアウトなのだ。

「どうすればいい──」

　珍めずらしく焦あせった口調で、桐崎がそう言った。

　が、対応策を考えるまで待ってくれるような相手じゃない。

　男は、沈ちん黙もくのままこちらへ歩み寄ってくる。

「……仕方ない。手数で勝負して隙すきを探さぐるしかないだろうな」

　行き当たりばったりな作戦であることを分かっているのか、不服そうな顔で桐崎が立ち上がる。

　そしてナイフを逆手に持つと、前ぜん傾けいし、威い嚇かくするような姿勢をとった。

　だが男は臆おくすることなく、そのまま進んでくる。

　一いつ触しよ即くそ発くはつって言葉は、こんな時にこそ相応ふさわしいのだろう。

　何が起こるか、まるで分からない。そんな緊きん張ちようの中で──

　不意に、扉とびらが、開いた。

「……あれ？」

　部屋の入り口で立ち止まる早苗優花が、驚おどろいたような声を上げる。男が、そちらを振ふり向いた。桐崎が叫さけぶ。

「早苗！　扉を閉めてこの部屋から離れ──」

　遅おそかった。男が走り出す。くそ！　桐崎とオレが、駆かけ寄よろうと踏ふみ出す。

「名な栗ぐりくん!?」

　正にその瞬しゆ間んかん、間違いなく、時間が止まった。

　……なぐり、くん？　愕がく然ぜんとしている中、男は、早苗優花の前で立ち止まった。

「……優花」

　そして、ぼそりと呟つぶやく。

「今日も、遊びに──来た」



　煎せん餅べいを食っている。

「……えーと、紹しよ介うかいするね」

　ばりばりと、醤しよ油うゆ煎餅を食っている。

「こちら、名栗豹ひよ介うすけくん」

　空いた手には湯飲みを持っており、その中身を、時折音を立てて啜すする。

「一応、なんていうか──」

　そしてまた、煎餅を食う。ばりばり、ばりばりと。

「──わたしの命を狙ねらってる……みたいな感じの人？」

　こちらを見ながら、美お味いしそうに、煎餅を──

「せ……」

　オレは、叫んだ。

「煎餅を、音を立てて食うなぁああああああああああッ！」

「落ち着けクギト。突っ込むポイントが違ちがう」

　はっ。しまった。あまりの非現実さに一いつし瞬ゆん我を失っていた。

「うるさかったか。すまん」

　素す直なおに謝り、その名栗と呼ばれた男──数十の暴力団を潰つぶし、数々の要人の暗殺にも遣わされるとされる伝説の【潰し屋】は、のんきな顔で、美味そうに茶を啜った。

　そして横を向くと、おもむろに黒い円えん盤ばんを手にとり、盤ばん上じようへ指す。

「優花、これで全部黒だ」

「え、嘘うそ!?」

　早苗優花はすっとんきょうな声を上げ、首を傾かしげた。

「ええ、ええー？」

「これと……これの……判断を誤あやまった。それが……ここに活いきてくる」

「あ、ああそうか。なるほど。なるほどなー。すごいね名栗くん」

　感心したように頷うなずき、彼女は「で、どうすればよかったの？」と尋たずね、名栗がそれに答える。

　……平和にオセロやってる場合か？

　名栗が、一いつし生よう懸けん命めい考え込んでいる早苗をよそに、茶を一口飲んだ。そして、ぼうとした表情で湯飲みを見下ろし、呟く。

「優花、少しぬるい」

「あらごめんなさい。わたしは、少し冷ましたくらいで飲むのが好きなの」

「俺は熱い方が好きだな」

「でもあんまり温度が高いと、舌をやけどしちゃうでしょう」

「それもそうか。優花は頭がいいな」

「これくらい、普ふ通つうよ」

「そうか、普通か」

「そうよ、フフ」

　はっはっは。なんだその日曜日の昼間に縁えん側がわでしているような会話は。

「……どういうことか聞かせてもらおうか」

　呆あきれたように息をつき、桐崎は、適当な場所に座った。

「こっちには、事情がさっぱり飲み込めない」

「まあ、そうでしょうね」

　早苗優花は苦くし笑ようして、煎餅の入った器うつわをこちらへ寄よ越こした。

「……実はね、桐崎さんと、乃出くんには悪いんだけど──」

　横目で、【潰し屋】──否いな、名栗豹介を見やる。

「彼、もうわたしを殺すつもりはないみたいなの」

　名栗もまた、その言葉に同意するよう、深く頷いた。

「……一体、なんでまた、そういうことになったんだ？」

　オレが怪け訝げんに思って尋ねると、早苗優花はゆっくりと微笑ほほえんだ。

「お友達に、なったからよ」

「……全くわけが分からん。面めん倒どうかけるが、一から説明してくれ」

　オレの要求に、早苗優花は顎あごを引いた。「もちろん、そのつもり」と言う。

「あなたたちには、余計な手間をかけさせたから。出来れば、バレないままで『襲しゆ撃うげきはただの脅おどしで実際には何もありませんでした』って感じで、何事もなく全て終わればよかったんだけど……名栗くん、ちゃんと連れん絡らくしたのに」

「すまん。部屋に居るとは思わなかった」

　ああ、とそれで合が点てんがいった。狙われているというのに、警けい戒かいもせず部屋を出て行ったのは、単に状じよう況きようをよく分かっていないのかと思っていたが──あの時、名栗に電話を入れていたのか。

「……まあ、そんな都合よくはいかないわよね」

　苦笑気味に、早苗優花は言った。そして居住まいを正すと、オレたちへ向き直り、深く頷く。

「……それじゃ、説明するね。わたしと、名栗くんの関係のこと」

　そして彼女は、話し出した。

　奇きみ妙ような二人の、出会いの経けい緯いを。

「今から、そうね──二週間ほど前だったかしら。あの人がまだ、そちらの方へ依い頼らいを出していない頃ころね。わたしは、屋や敷しきの庭を散歩してたの。既すでに名栗くんがこっちに来るかもしれないってことは知っていたから、あの人は部屋を出ることを禁じてたけど──さすがに、ずっと閉じ込められっぱなしっていうのも息が詰つまるから。浅生に言って、特別に許してもらったのよ」

　それもまた、恐おそらくは父親に対する反はん抗こうの一つだったのかもしれない。「子どもっぽいでしょう、ほんとに」と苦笑した後で、彼女は続けた。

「屋敷の門の前まで来た時よ。外がやけに騒さわがしいから、何があったのかと思って近付いたの。そうしたら、ガードマンが、大声を出して誰かに命令してるのね。出て行けとか。ここをどこだと思ってるとか」

　不ふ審しん者しやでも現れたのかと思い、少々興味を惹ひかれた早苗優花は、門を少しだけ開けて様子を見たそうだ。

「そこに居たのよ、名栗くんが。こう、でーん、って感じで倒たおれてたの。あれは、そうね。以前に見た、車に轢ひかれた蛙かえるみたいな感じだったかな」

「こんな感じか」

　名栗が、その場で、べったりと床ゆかに倒れこんだ。四し肢しを伸のばし、「でーん」と声に出して言う。

「そうそう、そんな感じ」

　くすくすと笑う早苗優花に、名栗は何事もなかったかのように体を起こすと、また煎せん餅べいを手にした。その顔は、無表情に近いが、ハルのように能面を思わせるようなものではない。どちらかと言えば、気が抜ぬけていて、感情を作るほどに力を入れていないという感じだった。……どうにも、読めないやつだ。

「ガードマンはやめておいた方がいいって言ったけど、目の前で倒れてる人を放っておくわけにはいかないでしょう？　だから、家に運んだの。それでご飯あげて、お風ふ呂ろ入れてあげて、服も汚よごれてたから似たようなのを浅生に買いに行かせて、ちゃんと着せてあげたの」

　ようするに、野良犬を拾ったような感覚で、名栗を屋敷へ連れ込んだということか。

「最初は名栗くん、意識が朦もう朧ろうとしてて、まともに喋しやべれなかった。でも、ずっとぶつぶつ自分の名前呟つぶやいてたのよ。どうしてだと思う？」

「さあ、見当もつかんな」

　首を傾かしげる桐崎に、笑いをこらえるような顔をする早苗優花の横で、名栗が言った。

「迷子になった時は、自分の名前を言わなければならん。昔、俺を拾ってくれた奴やつに教えてもらった」

　くそ真ま面じ目めな顔で、幼よう稚ち園えん児みたいなこと言われてもな……。

「ということは、迷子になっていた……ということなのか？」

　桐崎の質問に、名栗は頷うなずく。それを、早苗優花が繋つないだ。

「意識が戻もどってから聞いたことなんだけどね。名栗くん、わたしを殺す依頼を受けて向かったものの、肝かん心じんの場所が分からなくてずっと彷徨さまよってたらしいのよ。それで、三日間歩きっぱなしで、ついにお腹が空いて倒れてたんだって」

　な、なんという間ま抜ぬけな殺し屋。

「いつもはきちんとメモをとるんだが、今回はそれを、ズボンのポケットに入れたまま洗せん濯たくしてしまったんだ」

　小学生かお前は。

「それを聞いたのが、名栗くんを世話して数日後の話。とにかく今にも死にそうだからって、お医者さんを呼んだり、ベッドに寝ねかせておかゆをあげたり……。ようやく起き上がれるようになってから、どうしてあんなところに倒れてたのかって聞いたら、仕事でこの辺りに住んでいる奴を殺さなきゃならないって平然と言うのよ。で、それ誰のことって尋たずねると、早苗優花だって。びっくりするでしょう」

　びっくりするなんてもんじゃないと思うが。

「最初、わたし、どうしようかと思った。警察に通報した方がいいのかなって思ったんだけど……どうも、名栗くんを見てるとそんなこと出来なくて」

　なんてことはない。早苗優花は名栗を手厚く看護する内、彼に情のようなものが湧わいてしまったというのだ。さっきの続きで言うなら、野良犬を連れ込んで色々世話を焼くうち、うちで飼いたくなってしまったというわけだ。

「……それでね、言ったのよ。わたしが早苗優花よって」

「そりゃまた、大だい胆たんなこと言ったもんだな。危ないとは思わなかったのかよ？」

「もちろん思ったわよ。でも、これは賭かけだと思ったの」

「賭け、とは？」

「わたしが、ここで死ぬべきなのかどうか」

　ベッドに腰こし掛かけ、早苗優花は口こう端たんを上げた。

「わたしね、とある事情で、まあ自分の人生ってやつに意味だとか見いだせなくてさ。それで常々疑問に思ってたのよ。わたしは本当に生きるべき価値がある人間なのかって」

「……唐とう突とつに重い話題を出してきたものだな」

「ああ、別にそんな堅かた苦くるしいものじゃないのよ。単純に、客観的な目で見てってことだから。あの人はわたし個人のことなんてどうでもいいと思ってるみたいだし、世間だってそう。たまにあの人に連れられて政治家同士のパーティなんかに行くけど、みんな、わたしのこと早苗敬三の娘むすめとしか見てないのよね。まあ、それくらいでどうこう言うほどガキじゃないんだけど」

　ちょっと考えちゃうのよね。と、早苗優花は言った。

「『早苗敬三の娘』としてのわたしは誰かに必要とされている。だとしたら、『わたし』はどうなのかって。早苗優花本人を、誰かが欲することはあるのかなってさ。まあ、そんな思考遊びをしたわけよ。暇ひまだったから。それで、名栗くんに訊きいたの。わたしが早苗優花よって。彼とは結構親しくなってたから、それで名栗くんがどうするのか少し気になったってわけ」

　もし、名栗豹介がその瞬しゆ間んかんに早苗優花を殺せば、それは、そこまでのこと。素すの自分をさらけ出し、仲良くなった相手に、それでも『この世に不要』と判断されてしまったのなら、やはり自分は誰にも必要とされていない、無価値の人間なのだろうということだ。

「だったら、死んでもいい……そんな風に考えたというのか？」

「そういうことになるわね」

　早苗優花の返答に、桐崎は複雑そうな顔をした。

「……逆を言えば、貴様は、誰かに必要とされたいと思っていた。そういうことか？」

「うーん、そうね。そういうことかもしれない」

　指を立て、早苗優花は首を傾げた。

「なにせわたしさ、この歳としになるまで──まあ、あなたたちと同じ高校三年なんだけど──友達って言える人が一人もいなくてさ。やっぱり、そういうこと、思っちゃうわけよ」

　少し、意外だった。早苗優花は、確かに少し変わっているかもしれないが、オレに比べてずっと社交性はありそうだ。そんな彼女が友好関係を結んだ人間が皆かい無むというのは、どうにも信じられない。

「乃出くん、信じ難がたいって顔してるわね」

　鋭するどいな。

「人の顔色ばっか見て来たから、そういうことには長たけてるのよ。乃出くん、君、学校じゃいつも独りでしょう。それも、望んでそうしてる。違ちがう？」

「……よく分かったな」

「じゃあ、分からないと思うな。人間関係ってのはね、特に女の子は、ややこしいもんなのよ。君みたいに、初めから独りでいることを決めていれば楽なんだろうけど。人付き合いが良ければ自然に友達が多くなるってわけでもないのよね、これが」

　オレには理解出来ない話のようだ。桐崎を見ると、奴は、何かを悟さとったような顔で唇くちびるに手を当てていた。意見を伺うかがおうと思ったが──まあ、今は続きを聞くべきだろう。

「……、それで──」

　オレは、腕うでを組んで言った。

「名栗はお前を殺さなかった……ってことか」

「……うん、そう」

　隣となりで惚とぼけたような顔をしている名栗を見ながら、早苗優花が答える。

「名栗くんは、わたしに向かって、そうか、と言っただけだったわ。それだけ。それで、何もせずに家を出て行ったわ。でも、それで終わりじゃなかった。わたし、冗じよ談うだんで『また遊びに来てね』って言ったのよ。実際彼の世話をしたことで、なんだか、久しぶりに生きてるって感じがしたから。そうしたら、本当に来ちゃったのよね。それで今日みたいに、一日一度はわたしの部屋に窓から入って来て、こうしてゲームをするの」

「仕し事ごと柄がら、どこかに侵しん入にゆうするのは慣れているからな。もっとも、全部潰つぶす方が楽ではあるんだが」

　恐おそろしいことを平気で言ってのけて、名栗は茶を一口飲んだ。

「それは優花が望まないだろう。だからやらない」

「うん、ありがとう」

「……名栗、と呼ばせてもらうが」

　桐崎が、前置きをしてから尋たずねた。

「貴様、なぜ早苗を殺さなかった？」

　半分眠ねむっているような顔で桐崎を見つめていた名栗は、湯のみへ視線を落とした。

「……俺は死に掛かけていた。俺の属する世界では、死に掛けた奴やつは、その場で殺すのが礼れい儀ぎだ。無む駄だに生かすよりは、そちらの方がずっといい。だが、優花は俺を生かした」

　そのまま、呟つぶやくように言う。

「生かした礼儀に報むくいる礼儀は、やはり生かすことだと思った。それだけだ」

「……本当に、それだけ？」

　名栗の顔を覗のぞき込むようにして投げた早苗優花の質問に、彼は「初めはな」と答えた。

「今は違う。何が違うのか、自分では分からないが──俺は、理由もなく、優花と一いつ緒しよにいたいと思っている」

「……早苗」

　オレは、名栗の言葉に微笑ほほえんでいる早苗優花に尋ねた。

「お前はどうなんだ？　こいつは、お前を平気で殺そうとした男だぞ」

「うん。正直、怖こわくないと言えば嘘うそになるかな。でも……なんだろう」

　名栗の肩かたに手を置いて、彼女は言った。

「毎日名栗くんと会う度たび、段々と彼が訪ねてくるのが楽しみになってきたの。だって──名栗くんは、早苗敬三の娘むすめじゃない、【私】のところへ遊びに来てくれる人だから」

「……依い頼らい主ぬしへの礼儀はどうなる？」

　桐崎が訊きくと、名栗はそっけなく返した。

「俺は別にプロじゃない。依い頼らいを受けるのは気が向いた時だけだ。気が乗らなければ取り止める。依頼主には初めからそう伝えてある」

　……オレは、名栗豹介という目の前にいる人間に対するイメージが、どんどんと変わっていくのを感じていた。

　ハルから話を聞いた時、オレは名栗のことを、てっきり凶きよ暴うぼうで、凶きよ悪うあくな人間だと思っていた。いや、実際はそうなのかもしれない。だが、それだけじゃあないように思える。

　プロなら、請うけ負おった仕事はどんなことがあってもやり遂とげるだろう。それが、彼らのプライドであり、その業界で生きるために抱いだく信念でもあるからだ。逆に暴力に支配されただけの狂くるった奴でも、そこの辺りはきっちりとしている。一度殺すと決めた奴を、そう簡単に諦あきらめたりはしない。多分、それが奴らの生きる目的だからだ。生きようとするために必要とすることを、ちょっとやそっとのことで投げ出したりはしない。それは執しゆう着ちやくと呼ばれる魔ま物もので、以前オレは、そいつに憑つかれた奴とやりあったことがあった。

　だが、名栗豹介は、そのどちらにも該がい当とうしない。こいつは矜きよ持うじも持っていなければ、何かに固こ執しつしているわけでもない。

　だったら、こいつはどうして、【潰し屋】なんてやっているのだろう？

「なあ、名栗──お前はなんで、こんな仕事しているんだ？」

　思わず問うたオレに、名栗は、色のない瞳ひとみを向けて答えた。

「俺には、それしかないからだ」

　まるで初めから用意されていた言葉を、ただ並べるように淡たん々たんと。

「俺は頭も悪い。上手く人と喋しやべることも出来ない。あるのは、力だけだ」

　そっと、拳こぶしを握にぎる。

「人よりずっと強い【力】。触ふれるものはみんな壊こわれた。壊すことが出来た。俺が唯ゆい一いつ、誰よりも優すぐれていたところだった。でも皆みな、俺のことを怖いと言った。幼い頃ころからずっとそう言われ続けてきた。親もいつもそう口にしていた。お前が怖い。何をするか分からない。俺もそう思っていた。俺は怖い。何をするか分からない。だから嫌きらわれる。だから親に捨てられた」

「捨てられた──？」

　無意識に呟いたオレの台詞せりふに、名栗は頷うなずいた。

「ある日、親は俺を捨てた」

　覚えている限りのことを、名栗は話した。彼は友達と遊んでいて、ちょっとしたことで取っ組み合いになったことがあると言う。そこまでは、子どもにはよくある話だ。だが、興奮した名栗は、前後不覚に陥おちいり、気づけば友達を、血ち塗まみれになりながら殴なぐりつけていた。幸い、悲鳴を聞きつけてやってきた大人によって友達は病院に連れていかれ、大事には至らずに済んだ。だが、名栗の両親は、抗こう議ぎにやってきた向こうの保護者に猛もう烈れつな勢いで責められた。その後で、名栗は強く叱しかられたが、彼には事の大きさがよく分かっていなかった。

「俺は別に、そこまでやろうと思っていたわけじゃなかった。相手がやった分、やり返していただけだ。でも、俺がやると、ただの喧けん嘩かが、殺し合いになる」

　そうしたことが、それから何度もあった。その度に名栗の親は、被ひ害がい者しやの親に呼び出され、罵ば声せいを浴びせられ、時には暴力も受けた。

「そうしたことが積み重なった結果だろうな。無理もないと思う」

　名栗は、親に遠い街へ連れていかれ、そこで降ろされた。彼らは車で去っていき、二度と戻もどってくることはなかった。名栗は、その街で、浮ふ浪ろう者同然の暮らしを続けた。

「それから何度か喧嘩したが、軽くやったつもりでも、相手は死に掛けた。それで、俺は、誰かを傷つけてはいけないんだと思った。だけど、【力】を使わなければ、俺は飯を食うことさえ出来なかった」

　そして──と、名栗は言った。

「ある時、俺を必要だと言った奴やつが居た。俺を拾い、育ててくれた奴だ。そいつは、俺の力が欲しいと言った。そいつが指名した奴らを俺が【潰つぶす】と、そいつはひどく喜んだ。だから俺は、この仕事を始めた」

　そうしなければ、自分の居るこの世界では生きていけなかった、と、名栗はこぼした。

「そいつや、俺に仕事を回す奴らは、俺のことを怖こわいとは言わなかった。だから俺は、【潰し】を続けた。誰かに認められることなんて、必要とされることなんて、俺には、これしかなかった」

　名栗が、視線を早苗優花の方へ傾かたむける。

「でも、優花は違ちがった。誰かを【潰す】ことをしなくても、俺と一いつ緒しよに居てくれる。……そんな優花といると、いつしか仕事をする気がなくなってきた。これから、気が乗るかどうかも分からない」

　早苗優花は、そんな名栗を見て、微笑ほほえんだ。

「わたしもね、名栗くんと一緒に居ると楽しい。初めて出来た友達だから」

　結局……名栗も、早苗優花も、家いえ柄がらや能力ではなく、自分という存在のみを欲してくれる誰かを探していたということなのだろうか。

　その二人が、偶ぐう然ぜんにも出会い──そして、親しくなった。

　なんとなく、オレと桐崎の関係にも似ているように思えた。

　早苗優花はオレと桐崎の方を向くと、深く頭を下げた。

「二人には、本当にごめんなさい。これも、あの人の警備を拒きよ否ひした理由の一つ。というか、こっちが本命。ああ言えば諦あきらめると思ったの。まさか、【組織】に依い頼らいするなんて思わなくて……」

「……いや」

　なんて言えばいいものか。桐崎の方を窺うかがうと、こちらも微びみ妙ようそうな顔をしていた。

「貴様たちの関係はよく分かった。なんとも、間の抜ぬけた話だが……。一つだけはっきりさせたい」

　そう言って、桐崎は名栗へ尋たずねる。

「名栗豹介──貴様は、本当に、早苗優花を殺す気はないのか？」

「ない」

　はっきりと、名栗は断じた。

「優花を【潰す】つもりは、ない」

「…………」

　しばらく、沈ちん黙もくが流れた。

　やがて桐崎は、長い息をつく。

「分かった」

「……名栗くん、殺すの、やめてくれるの？」

「それは──私にはどうすることも出来ない問題だ。だが、今回のことを【組織】に報告してみる。いい方に転がるかは分からないが……」

「そう──分かった」

「クギトも、それでいいか？」

　別に、反対する理由もない。オレも少々、いやかなり混乱していた。この事態をどう収拾していいのか。だが、名栗が早苗優花を殺さないというのは、多分、本当だろう。だとすれば、とりあえず今回の依頼は見直さなければならない。そういう意味で、一いつ旦たん、【組織】に報告するというのは無難な方法ではあった。

「……ああ、それでいいと思う」

　オレが頷うなずくと、桐崎は、同じ動作で返した。

　

　名栗豹介と早苗優花を待たせ、とりあえずオレたちは部屋を出た。

　人工的な明かりの灯ともった廊ろう下か、窓の向こうの景色は闇やみに沈しずみ、かすかに虫の音が聞こえている。

「さて、と……」

　呟つぶやいて、桐崎を見やると──オレは、眉まゆを顰ひそめた。どうにも、様子がおかしいように見える。

　ひどく思おもい詰つめたような、暗い顔をしている。考え深げな表情で、顎あごに指を当て、何かを思案しているようだった。

「桐崎？」

「……ん？」

　桐崎が、はっとしたようにこちらを向いた。

「いや……どうかしたのか？」

「なにがだ？」

　不思議そうな表情。だが、そのいかにも慌あわてて取とり繕つくろったというようなポーズを、オレは見み逃のがさなかった。

「隠かくすなよ。なんか変だぞ。具体的に言えば、早苗と名栗の話を聞いた辺りから」

「……そうか？」

「ああ。別に、言いたくないことならいいんだけどよ……」

「うむ……いや、そういうわけではないのだが──」

　と言いながらも、はっきりとしたことを口にするわけではない。どうしたってんだ。オレがしばらく、怪け訝げんな顔で見つめていると、やがて桐崎は、ため息をついた。

「別に、何がどうしたというわけではない。だが……」

「だが？」

　沈黙。桐崎は、唇くちびるを噛かみ、言葉を迷うような態度で、しかしやがて──ぽつりと言った。

「似てると──思わないか？」

「……何がだ？」

「名栗と、私だ」

　腕うでを組んで、外を見み据すえながら、続ける。

「ずっと、考えていたんだ。名栗は、私と同じだと。あいつもまた、望んでもない物を持って生まれ、そのことに苦しんでいた。誰にも理解されず、ただ独りでそれに耐たえていた」

「…………」

　ふと、名栗のあの独特の風ふう貌ぼうを思い出した。感情を持つということを、まるで放ほう棄きしてしまったかのような。桐崎が、他人との距きよ離りを掴つかみかねる故ゆえ、尊大な口調になっているように。誰かと【力】なしで関わったことがない故に──いや、関わるということ自体を己おのれで禁じていたが故に。ああした態度でしか接することが出来なくなってしまったのではないだろうか。

「……あの男は多分、【潰つぶし屋】としてではなく──名栗豹介としての自分を必要としてくれる誰かを探していたのではないだろうか」

　桐崎が、独白を続けた。

「私も、そうだったから。私を、【私】として見てくれる誰かが……欲しかったんだ」

　たとえそれが、決して許されることではないとしても。

　桐崎は、それを願っていた。

「私には、クギトが現れた。そして名栗にも……早苗優花が現れた。あいつは、私だ。……名栗を殺すということは、私自身を否定することになるのだろうな」

　そこで自じち嘲よう気味に、桐崎は口こう端たんを上げた。

「なるほど。確かにこれは──死よりも辛つらい罰ばつかもしれない」

「……桐崎、お前」

　言葉に、詰まる。オレは、桐崎から視線を外した。そして、窓に映りこんだ自分と対たい峙じする。

「……望んでもないものを与あたえられて、人生が狂くるったっていうなら──オレとも同じなのかもな」

【死なない】体。

　意思とは関係なく、全てを潰す【力】。

　名栗も、オレも、必要と思って手に入れたものではない。

　だが、もって生まれた以上、どうしたってそこから離はなれるわけにはいかない。まるで、影かげみたいに。日向ひなたを歩けば嫌いやでも自覚せざるを得ない。消してしまうには、闇に紛まぎれるしかないのだ。

　オレは、自分から目を逸そらした。結果として、人生を投げた。

　名栗は、自分と正面から向き合った。そして……人生を捨てた。

　加えるなら、オレと名栗が同じになるか、それとも逆になるかは──些さ細さいな差だ。オレには、姉さんという、道を外させないようにしてくれる人が居た。あいつにはいなかった。その程度でしかないのだ。

　それでも、オレと名栗の立場は、まるで違ちがう。

「理り不ふ尽じん、だよな……」

　だけど、今、名栗には、早苗優花という人間が居る。

　遅おそ過ぎたのかもしれない。しかし、それでも、あいつはまだ、完全には堕おちちゃいないはずだ。

　だから──

「……なあ、桐崎」

「うん？」

「オレに任せてくれねえかな……【組織】への報告」

　桐崎が、目をしばたたかせる。

「……何故だ？」

「少し、言ってみたいことがあるんだよ」

　戸と惑まどうような表情を作り、だけど桐崎は、オレが「……頼たのむよ」とわずかに苦くし笑ようして見せると、しばらくしてから頷うなずいた。

「ああ、分かった」

「悪いな」

　手を上げると、桐崎から離れる。

　会話が聞かれないような場所に行くと、オレは、携けい帯たい電話を取り出した。

　連れん絡らく用にと、ハルに教えてもらった番号を押おす。

　数回のコールの後、本人が出た。

『どうかしましたか？　乃出狗斗』

　直球の質問だった。もしもしとも言わなければ、名前も口にしない。

「……もしもし、山やま田だ権ごん座ざ衛え門もん影かげ靖やすですが」

『無意味かつ不必要な嘘うそはやめて下さい。この回線はわたしとあなたがた専用の物であり、電話番号が外部に漏もれることは絶対にありえません。もちろん会話傍ぼう受じゆの危険性も皆かい無むですので』

　絶対という言葉は絶対にない。そうオレに教えてくれたのは姉さんだったか。それはともかく、たとえその通りだったとしても、一応の礼れい儀ぎとして名乗るくらいはしておくべきだと思うんだが。

「……ま、いいか。オレだ。ハルか？」

『ですからこの番号にかけてわたし以外が出ることはありません』

「そうかよ。そりゃ悪かったな」

『反省して下されば結構。それで、どうかしましたか』

「ああ、いや、それなんだが……」

　オレは、出来るだけ手短に、事のあらましを伝えた。元来こういうことに慣れていないから、少々手間取って、回りくどい表現になってしまうこともあったが、ハルはその間一いつ切さいの口を挟はさまなかった。

　そうして、ようやく説明が一段落したところを上手く見計らったように、『そうですか』と相あい槌づちを打つ。

『なるほど。……少々、予想とは違った展開になっているようですね』

「ああ。少々どころか、まとめようとした荷物を直前で全部バラされた気分だけどな」

『それで、今後の方針を尋たずねるために連絡した、というわけですか』

「……いや、それなんだがよ」

　オレは、息を吸い込んだ。肺一いつ杯ぱいに溜ため込んでから、それを一気に吐はき出す。

　そして、言った。

「今回はあいつを見み逃のがす──ってわけにはいかねえか」

『……何故です？』

「いや、なんでって……。話しただろ？　あいつはもう、早苗を殺さないって言ってるんだ」

『名栗を殺すという指令その物の意味が消えたとは思えませんが』

「いや、そりゃそうだけどよ」

　乱雑に頭を掻かき、なんとか上手く説得出来るように言う。

「あいつは、なんつうか、結構な酷ひどい目に遭あってるんだよ。それが、ようやく早苗と会って、報むくわれたっていうか、なんていうか……それに、早苗が居れば、もう【潰つぶし屋】としても活動しないと思うんだよ」

『…………。だから、名栗豹介を見逃せと？』

「ああ、いや、そのまんま見逃すってわけじゃねえけど。……なんか他ほかの方法はねえのかって思ってさ」

『無理でしょうね』

　間かん髪はつを容いれず、ハルが答えた。

『あなたの話を聞いたところ、名栗豹介は、桐崎恭子と違い、全て自分の意思によって殺人を行っている。そして、そのことを罪だとは思っていない。だとすれば、【組織】にスカウトしたとしても無む駄だでしょう』

「……それは、そうだろうけどよ。でも、あんまりにも一方的っつーか──」

　沈ちん黙もくが降りた。時間にして恐おそらく数秒、ハルは何も答えなかった。

　だが、不意に、短く言った。

『乃出狗斗』

「……なんだ？」

　ハルは、相変わらず抑よく揚ようのない声でこう告げた。

『極きわめて個人的な意見であるために今まで言わないでおきましたが、あなたは少々、考えが足りないのではありませんか』

「ああ？」

『物事を短たん絡らく的てきに捉とらえ過ぎると言ってもいいでしょう。あるいは、私的な価値観に囚とらわれ、総合的に事を見み据すえるということが出来ていない、とも言えるかと』

「……あのよ、悪いんだが、オレ、頭あんまり良くないんだよ。噛かみ砕くだいて教えてくれるか？」

『例えば桐崎恭子のことです。わたしは以前あなたに言いました。あなたは彼女をどう捉えているのですか？　と。普ふ通つうの女子高校生として？　それとも──理り不ふ尽じんな理由から何人もの人間を殺し続けた、忌いまわしき【午前零時の殺人鬼】として？』

「いや、それは……」

『忘れたわけではありませんね。彼女は犯罪者ですよ。少なくとも、十人以上の人間を殺している』

「…………」

　ハルは言った。責めるでもなく、叱しかるでもなく、ただ、客観的な事実だけを。

『今回の標的【潰し屋】、名栗豹介もそうです。彼はこれまで多くの人間を殺してきています。その背景にどのような理由があり、いかなる過去が絡からもうとも、彼が殺人者であるというその事実は決して曲げられることはありません。同じ経験をしてきても、まっとうな生活を営んでいる人間は幾いくらでもいる。彼らと名栗豹介の違ちがいはなんです？

　結局は、名栗豹介もまた己おのれの中にある弱さに負けた人間でしかありません。同情する余地など欠片かけらもない。今までは彼は偶ぐう然ぜん生き延びてきた。そして今回、運が悪くその命を絶たれようとしている。それだけです。罪は裁かれなければなりません。現在の桐崎恭子に与あたえられている使命のように、状じよう況きようによって様々な方法で。そこに許す・許されないというあなたの私的な感情はまるで必要がない。

　因果応報という言葉を知っていますか？

　つまりこれは、昔から、決して変わることなく我々人間の間に横たわってきた絶対にして永遠のルールです』

　久しぶりに長く話したのだろう。ハルは、やや疲つかれたように息をつき、こう締しめくくった。

『……名栗豹介は相応の報いを受けなければなりません。彼が救われるべき人間かどうかは関係なく、理性ある人という生き物に課せられた義務として』

「それは……そう、だけどよ」

『乃出狗斗、あなたは甘あまい。そして、あまりにも、目の前にある現実だけを信じ過ぎている』

「どういう意味だよ」

『はっきり言ってしまえば、物事の表面だけを掬すくい取とって理解したつもりになっている馬ば鹿か、ということになります』

　本当にはっきり言いやがってこの野や郎ろう。文句でも吐はいてやろうかと口を開いたが、まるでそのことを見み透すかしたように、ハルは言った。

『例えば』

　素す早ばやく、続ける。

『例えば仮に、あなたの要求を呑のんで、名栗豹介を見み逃のがしたとしましょう。あなたは、彼がもう一いつ切さいの【潰し屋】としての活動を停止すると言った。ですが、そこには何の確証もない』

「いや、でもあいつを見てると──」

『人は嘘うそをつく生き物です。あなたもそれは知っているはず。状況に応じて、幾らでも平気で誰かを騙だます。他人や、そして己さえも』

「……あいつが嘘をついてないって可能性もある」

『では、もし名栗豹介がこの後、同じような活動を行ったとして、あなたはどう責任をとるつもりです？』

「…………」

　すぐには、答えられなかった。そんなオレに畳たたみ掛かけるように、ハルは言う。

『名栗豹介が早苗優花に出会うことにより、これから一切の殺人や暴力行こう為いを己に禁じると、百パーセントの保証をもって言えますか？　その証しよ拠うこはどこにあります？　わたしを納得させるだけの物を揃そろえれば、あなたの要求に従いましょう』

「それは……」

『結局あなたの言っていることは全て妄もう言げんに等しい。あなた自身がそれに酔よっているだけならばなんの問題もありませんが、実際に誰かが傷つき、あるいは亡なくなる時もあるのです。直面した事実だけに捉われ、背後に控ひかえる物の大きさも図はからず、目に見えるものだけで全てを判断するのはやめて下さい』

　オレは目を閉じ、奥おく歯ばを強く噛み締めた。……いちいち、その通りだ。

　確かに──オレは、甘い。それに、考えも足りない。桐崎の時だって、誰かに指し摘てきされなければ、一番大切な部分にさえ気付けなかった。

　名栗も、桐崎も、多くの人間を殺した。

　どんな事情があろうと、それは許されるべきことではない。

　分かっている。

「……分かってるんだ、そんなことは」

『…………』

「ハル、あんたの言うことはもっともだ。正論でもある。でも……」

『でも、人間は理り屈くつだけで生きているわけではない。そんな感情論で誤ご魔ま化かすつもりではないでしょうね』

　気持ちを先読みするように、ハルは言った。

『あなたの言葉を肯こう定ていするということは、快楽殺人を認めるということになります。人を殺してはいけない。そんなことは理解している。それでも誰かを殺す。人は理屈で生きているわけではないから。あなたがもし大切な誰かを殺され、犯人に動機をそう語られたとして、納得が出来ますか？』

「……出来ねえ。でも、そうじゃないんだ」

　オレは、息をつき、冷静になるように心がけた。自分の感じたことが、きちんと伝わるように、頭の中で考える。

　そして言った。

「分かってる。名栗の罪が裁かれるべきものだってのは。それに、桐崎が普ふ通つうの女みたいに生きちゃいけないってことも。でも──オレは知ってるんだ。あいつらが、自分の意思でそうしてきたわけじゃないってことも」

『仮にそうだとしても──』

「一つだけでいいんだ！」

　ハルの言葉を遮さえぎり、オレは続けた。

「……一つだけでいい。たとえ、罪を犯していたとしても──

　あいつらに、救いがあっちゃいけねえのか？」

　返答はない。言葉を選びながら言った。

「全てを許すなんて無理だ。あいつらのことを裁くなとも言わねえ。でも……少しの間だけでも、普通に生きるくらいのことは、あっちゃダメなのか？」

　それは、つまらないことで怒おこってみせることであったり、一いつ緒しよに映画を観みることであったり、オセロをすることであったり──そんな、ありふれた、小さなことだったりするのだろう。

「あいつらは、普通の奴やつなら当たり前にもってるもんを、全部捨てて生きてきた。──それをほんのちょっと、取り戻もどさせてやることは、そんなに悪いことなのか？」

　たとえそれが新たな苦しみを生み、そのことに悩なやみ、迷ったとしても。

「傍そばに居る奴を必要と思うってこと──桐崎は、やっとそれを手に入れられたんだと思う」

　だから、と。

　オレは言った。

「わずかでいい。いつまでもとは言わない。このままにしておけとも言わない。

　……でも、少しだけ、見守ってやってくれねえか」

　強く、願うように。

「あいつが──名栗が、早苗の傍で……生きようと、するのを」

　ハルの答えはない。

　痛いほどの静せい寂じやくが、耳を打った。

　どれほどの時間が経たっただろう。

　数時間にも思えたし、あるいは数十分──もしかしたら、数秒のことだったかもしれない。

　突とつ然ぜんに、言葉は発せられた。息をつくような音と共に。

『……分かりました』

　そう、ハルは述べた。

「ハル……」

『勘かん違ちがい為なさらないで下さい。わたしの意見は変わりません。ですが、わたしはあくまで【組織】とあなたたちを繋つなぐパイプ役です。あなたの言い分を、ただ、ありのままに【組織】へ伝えるだけです』

「……ああ、それでいい」

『ひとまず、早苗優花の件に関しての危険性は大きく減ったと考えてもいいでしょう。しばらくは、他ほかの組織員による監かん視しに留とどめることにします』

「分かった」

　一いつ旦たん黙だまり込んだ後、ハルは、再度口を開いた。

『……ですが、これだけは約束して下さい。

　もしも監視中に、名栗豹介が早苗優花殺害を企くわだてる、あるいは、それ以外に危険視される行動をとった場合──その時は、あなたと桐崎恭子が必ず止めて下さい。たとえ、その命を奪うばわなければならないとしても』

　オレは、自分を鼓こ舞ぶするように、拳こぶしを強く握にぎった。そして強く、言い放つ。

「──ああ、分かった。その時は、もう、ぐだぐだ言わない」

『了りよ解うかいしました。では、桐崎恭子に対する指令に関してはこれで終しゆう了りようです』

「分かった。その、なんつうか──ありがとな、ハル」

『……失礼します』

　小さく音を立て、電話は切れた。

　オレは、しばらく手の中にある筐きよ体うたいを見つめ──大きく息をついた。

「クギト？　……終わったのか？」

　桐崎が、様子を窺うかがうように駆かけ寄よって尋たずねてくる。

　オレは答えた。

「ああ。名栗のことを話して説得したら、とりあえず、今は監視に留めるってよ」

「そうなのか」

　驚おどろいたように、桐崎が呟つぶやく。

「──意外だったな」

「でも、もし名栗がまた誰かを【潰つぶす】ようなら、今度こそ方法を選んではいられねえ」

　オレを真っ直すぐと見み据すえ、桐崎は頷うなずいた。

「ああ。その時は、私が、自分の手でやる」

「いや──オレも一いつ緒しよだ」

　その言葉に、目をしばたたかせるこいつへ、オレは携けい帯たい電話を仕し舞まいこむと、わずかに片方の口こう端たんを上げた。

「言っただろ。──最初から、最後までだ」

　そうして、肩かたを叩たたくと、歩き出した。

「とりあえず、早苗と名栗に話して、とっとと帰ろうぜ」

　後ろから続く桐崎が言う。

「そうだな。来週から、期末テストも始まることだし」

「……激しく逃とう避ひしたい現実を思い出させやがって」

「いくら逃にげたくとも、現実は目の前にある。だったら、正面からぶつかった方がまだマシだろう？」

「……ま、それもそうか。でもよ、当たって砕くだけたらどうする？」

「再生すれば良い」

　アメーバじゃあるまいし。

「まあ、なんでも、強ごう引いんにくっつけて直せばどうにか動けるものだ」

「なんか論点がずれてる気もするが……まあいいか」

　苦くし笑ようして、オレは、桐崎の頭を軽く叩いた。

「…………」

　だけど、本当に──これで、よかったのだろうか？

　ハルの言う通り、オレはとんでもなく甘あまい見方をしていたのではないだろうか。名栗豹介という人間を、そこまで信用してもいいのか──そう問われれば、頷くことは出来ない。

　……だが、少なくとも、後こう悔かいだけはなかった。

　たとえそれが、間ま違ちがっていたとしても。

　オレ自身の中で、決着はついたことだったのだから。

　そうしなければならないと思ったことに、後悔はない。

　桐崎の傍そばに居ると、決めた時のように。

　それでも、多分──早苗と名栗は、永遠にあの関係を続けることは出来ないだろう。

　普ふ通つうではない生き方をしてきた奴やつが、普通に生きようとすれば、そこには必ず枷かせが生まれる。

　名栗豹介には、いつか相応の償つぐないをしなければならない時が来るだろう。オレがやったことは、一時しのぎに過ぎないのかもしれない。

　だけど、【その時】が訪れたとしても──少しでもいい、誰かを必要と出来たというその事実は、あいつにとっての救いとなるはずだ。

「ところで、事は無事収まったようだし、帰ったらどうだ？」

「なにを」

「軽く、一刺さし」

「飲み屋へ誘さそうサラリーマンかお前は」

　いつも通りの応おう酬しゆうの中、オレは、ふと立ち止まり、視線を転じた。

　世界は暗く、一歩踏ふみ出すにも躊ちゆ躇うちよするほどの闇やみに包まれている。

　それでも、灯あかりが一つあれば、それだけで足は踏み出せる。

　膨ぼう大だいに広がり続ける陰かげを怖おそれ、怯おびえながらも。

　逃げることなく前に進もうという意思は、持つことが出来るはずだ。

　早苗優花が、名栗豹介にとって、そんな存在になってくれることを。

　オレは──信じたいと、思う。

「どうした。行くぞ、クギト」

「……ああ」

　軽く答えて──オレは、再び、歩き始めた。



    

  
    
      最終章　ほんの一いつ瞬しゆんの今日






「……以上の主張により、乃の出で狗くぎ斗とは【潰つぶし屋】──名なぐ栗りひ豹よう介すけの処分を見送るようにと申し出ました」

　漆しつ黒こくに満ちた室内に、三人。

　艶つやのある木製のテーブルに腰こし掛かけ、手元だけをわずかな光で照らす男と、その傍に佇たたずむ女、そして、そんな彼らと対面する少女。

　雑音は一切なく、それ故ゆえにほんの少しの物音さえも響ひびきそうなものだが──完全な静せいじ寂やくに満たされている。彼らは皆みな、その場から微び動どうだにせず、会話を続けていた。

「なるほど……」

　男が呟つぶやき、光に切り取られて垣かい間ま見みえる口元を、わずかに歪ゆがめた。

「まあ、君から名栗豹介と早さ苗なえ優ゆう花かの関係を聞かされた時から、彼ならばそう言うだろうと思っていたがね。読んでいた通り、ひねくれているように見えるのは外見だけか。中身は、面おも白しろいほどに単純らしい」

「ある意味、分かりやすいとも言えますが」

「確かに、そうだ。そして単純なものは──操りやすい」

　くつくつと笑い、彼は言う。

「……君はどうすればいいと思う？」

「わたし、ですか」

「ああ。意見を伺うかがおうじゃないか、【ハルちゃん】」

　組んでいた手をほどき、促うながすように差し出した。

「わたしは【組織】の人間です。私的な感情は排はい除じよすべきかと」

「私がいいと言っているんだ。遠えん慮りよせずに述べたまえ」

「そうですか」

　ハルと呼ばれた少女は、あっさりと答えた。

「個人的な意見を述べるなら、乃出狗斗の要求を呑のむ必要はないかと」

「何故かね？　ご立派な心の持ち主じゃないか。彼は、見み逃のがせないのだよ。罪ではなく、それを負う人間の持つ悲しみを」

「だからこそ、です」

　頷うなずいて、淡たん々たんと述べる。

「はっきり言えば、乃出狗斗の考え方はあまりに主観的過ぎます。あの年とし頃ごろの者ならば無理もないともとれますが、事はそんな簡単なことではありません。それに……」

「それに？」

「彼は、少々厄やつ介かいです」

「……ほう」

「感情論だけで正義感ぶる輩やからは幾いくらでもいます。ですが彼らは、正論で説とき伏ふせるか、もしくは実力行使で黙だまらせることが可能です。所しよ詮せん、そういった者たちの言葉は他人だから述べられること。自分に被ひ害がいが及およべば、すぐに考えを覆くつがえす」

「乃出狗斗は、違ちがうと？」

「彼は桐きり崎さき恭きよ子うこの性せい癖へきを受け入れ、尚なお且かつ、彼女の償つぐないにまで付き合おうとしています。それが、桐崎恭子の救いになると思って。今回も、名栗豹介の罪を裁くことは受け入れながらも、彼自身のことを考えたもう一つの方法を考え出そうとしました。もしも間ま違ちがいを犯していた場合は、責任をとるということを確約してまで」

「なるほど」

　可笑しそうに、男が言った。

「与あたえられた選せん択たく肢しの中で迷うのではなく、別の新しい何かを考え出そうとする、ということか」

「更さらにそれを実行しようとする──たとえ己おのれの何を犠ぎ牲せいにしても」

「確かに厄介であるとも言えるか……」

「今後、彼のこういった精神が、桐崎恭子に影えい響きようを及ぼさないとも限りません」

「彼女が、死でもなく、生きて償うことでもなく、第三の選せん択たくを考え始めることもありえると？」

「たとえそうでなくても──唯い々い諾だく々だくとこちらに従うことに疑問を覚え始める可能性もあります。

　ですから──ここで、彼に自分の限界を知ってもらうことも必要かと」

　己は無力であり、余計なことなど考えてはいけないのだと、分からせなくてはならない。

　そういった意味を持つハルの言葉に、男は深く顎あごを引いた。

「君の言うことはもっともだ。しかしね、乃出狗斗のような人間は、ただ上から押おさえつけるだけでは却かえって反発するだけなのだよ」

「…………」

「権力をもつ人間は、理り不ふ尽じんでも正論を突つき通とおそうとする──物を知らない人間はそう考えている者が多い。彼もそうだろう。もちろん、そういう面をもっていることを否定はしない。だが……力をもたない者が、必ずしも正しいことばかりをしているわけでもない」

　男は、指先で、テーブルを叩たたいた。コツ──と、軽い音が響ひびく。

「いや……物事に正しさなど存在しない。あるのは二種類の人間のみだ。真実を知り、それでも能書きと理想ばかりを垂れる無能な者と、全てを知り、冷れい酷こくでもやるべきことを実行できる有能な者と」

　規則的に鳴る音は、男の感情を示すように甲かん高だかい。

「いいじゃないか。今は信じさせてやれば。彼の持つ淡あわい夢や希望を。正しさだと思い込んでいる愚ぐ劣れつな妄もう想そうを」

「……宜よろしいのですか？」

　口こう端たんを上げ、嘲あざけるように。

「確固とした自信を持つ者ほど、それを崩くずされた時の傷は深い。立ち直れない程ほどにね。彼が世の中の真実を知った時、どうするのか楽しみだ。その時に、厭いやというほど理解させてやればいい。彼がいかに矮わい小しようで、脆ぜい弱じやくであったかを。そして、分からせてやればいい。

　自分は──何一つ、救えてなどいなかったのだということをね」

　低く、這はうような声で──

「私は、信じたいと思う」

　男は、言った。

「──そんな、世界の、悪意をね」



「……本当か？」

　桐崎が、窺うかがうように尋ねた。

　オレは、しっかりと答えてやる。

「ああ。とりあえず、名栗の抹まつ殺さつっていうのは──なくなった。もちろん、監かん視しは続けるらしいけどな」

「そう、なのか……」

　少し安心したように息をついたが、桐崎は、すぐに考え込むように眉み間けんに皺しわを寄せる。

「どうした？」

「いや……あの連中にしてはひどく寛かん容ようだと思ってな。何か裏があるように思えるのだが」

「……まあ、確かにそうだけどよ」

　オレだって驚おどろいた。ほとんど、イチかバチかという感じだったのだから。

「まあ、そうだったとしても──ひとまずは、大だい丈じよ夫うぶなんじゃねえのか？」

「そうだといいのだが……」

「考えたって、答えが出るわけじゃねえよ」

　我ながら、そんなことでいいのかとは思うのだが──実際その通りなのだから仕方ない。

「……まあ、それもそうか」

「にしても、暑いよなあ」

　手をかざして、オレは恐こわいくらいスカッとした青空を見み据すえた。

「いつまで続くんだ、この気温」

「まだ夏は始まったばかりだろう。ところで、テストの結果はどうだったんだ？」

「あつはなついなあ」

「…………」

「このままだと、十二月には四十度になるんじゃねえか？」

「……分かった。みなまで言うな」

　ど、同情するような目で見るな！

「い、言っとくけど、そんなに悪くねえからな！」

「ほう？　聞かせてみろ」

　オレは、一いつし瞬ゆん迷ったが、まあいいかと、桐崎の耳元で囁ささやいた。最初はふんふんと頷うなずいていたが、教科が英語や数学に移った辺りで、次し第だいに無言になっていった。

　そして、全てが終わった後、長く息をつくと、

「……クギト」

「おう」

「あんな薄うすっぺらな紙切れで、貴様の人生が全て判断されるわけではないぞ」

「……それ、普ふ通つう、オレが言うべき台詞せりふじゃねえか？」

「学歴社会と言えど、単純に成績だけで判断するところばかりではない。その辺りの希望を強くもってだな、明るく明日を生きて──」

「慰なぐさめんな！　形ばかりの台詞でオレを慰めんな！」

　ちくしょう。やっぱり言わなきゃよかった。

　熱気で溶とけそうなアスファルトの上を、ぶらぶら歩きながら、オレはため息をついた。

「……そうだ」

　桐崎は、手を叩いて、これは名案だとばかりに提案した。

「夏休みは、貴様の家で家庭教師でもしてやろうか？」

「全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて拒きよ絶ぜつする所存！」

「む、なんだ、人の親切を」

「どうせあれだろ。一問解けなかったらぶっさりとか、そういう展開だろ。読めてんだよもう」

「失礼だな！」

「違ちがうのか？」

「勉強を教えるから刺ささせろなどと勝手なことは言わん！

　私は、いつでも、私の意思で刺す！　貴様の気持ちなど気にせずに！」

「……桐崎、お前」

　オレは、わなわなと震ふるえる手を、桐崎の体へ伸のばし──

　思いっ切り、腕うでを首に回して締しめ上げた。

「臨死体験したら性格変わるとか言うよな。いっぺん川原で石でも積んでみるか、ああああん!?」

「おおお……おばあちゃんが手を振ふっている。私の祖母は生きているはずなのに」

　ホラーじゃねえか！

　呆あきれて手を離はなす。咳せき込む桐崎を見ていると、背後から声がかかった。

「クギちゃん！　桐崎さんも！」

　振り返って、手を上げる。

「よう、久く遠おん」

「どしたの？」

「いや、なんでも」

「な、なんでもありませんわ……」

　無理やりな笑えみを作る桐崎。ご苦労さん。

「そう？　……えと、一いつ緒しよに帰ってもいい？」

「別にいちいち了りよ解うかいとらんでも」

「そ、そう？　それならいいんだけど……うん」

　何故か戸と惑まどうように言うりんだったが、オレと桐崎が歩き出すと、その隣となりで同じように進み始めた。

「ねー、クギちゃん、テストどうだった？」

「……その話題には触ふれたくない」

「え、そうなの？　ごめん。ええと……もうすぐ夏休みだね？」

　オレは、あー、と気の抜ぬけた声を漏もらした。

「そうか、休みかぁ」

「乃出さんは、何か予定ありますの？」

「別に」

　多分、去年と同じで、家事をする以外はごろごろして過ごすんだろう。オレの人生、そういうことの繰くり返しだ。

「予定ないんだ。……ね、ねえ」

　オレが視線を傾かたむけると、りんは妙みようにかしこまったような態度でこちらに向き直っていた。

「なんだ？」

　尋たずねると、びくっと一いつし瞬ゆん体を竦すくませて、顔を俯うつむける。りんにしては珍めずらしく、なにかに怯おびえているかのような行動だった。オレが首を傾かしげて、「どうした？」と覗のぞき込むと、慌あわてたように視線を逸そらす。風か邪ぜでも引いたみたいに、顔が真っ赤だ。しばしそのままだったが、やがてそろそろとこちらへ目を向けると、慎しん重ちようそうに、りんはこう言った。

「……あ、あの、じゃあ、夏休み──一緒に、どこか遊びに行かない？」

「あ？」

　予想外の問いかけに思わず声をかけると、りんは、「あっ」と口に手を当てて首を振った。

「う、うん。もちろん、三人で、だけど……ダメかな」

「私は、いいと思います。乃出さんは？」

「あ？　ああ。……まあ、いいんじゃねえか？」

　休みは長いんだから、それくらいあってもいいだろう。オレが気軽に答えると、りんは顔を輝かがやかせ、嬉うれしそうに笑った。

「う、うん、じゃあ、そうしよう」

「……？　変な奴やつだな。それくらいぱっと言えばいいじゃねえか」

「そ、そうだね……。……うん。エヘヘ、なんだか楽しみ」

　桐崎が微笑ほほえみ、小首を傾げた。

「それでは、どこへ行きましょうか？」

「そうだねぇ……」

　楽しそうに予定について語り合う二人の後ろを、ぶらぶらとついていく。知り合いとどこかへ行くなんて、どれくらいぶり……いや、もしかしたら初めてかもしれない。桐崎と一緒というのが不安だが、まあ、りんが居れば大だい丈じよ夫うぶだろう。

「…………」

　と──そこでオレは、ふと呟つぶやいた。

「……ああ、そうか」

　繰り返しなんて、ないんだ。オレはもう独りじゃなくなっちまったから。

　誰かと関わるのは、正直面めん倒どうなことばかりだと思う。余計な心配ごとや、不安に苛さいなまれる時だってあるのだから。



    

  
    
      　だけどそれでも──そのことを、オレは今、不快だとは思っていなかった。

　こういうのも、悪くはない。そんな風にさえ考えている。

　誰かと一いつ緒しよに居たい、と望んでいるわけじゃない。

　それでも隣となりに自分のことを知っている奴がいると、ほんの一瞬、心が楽になる時がある。

　その一瞬を──桐崎も名栗も、欲していたのだろう。誰よりも、強く。

　誰もが見み逃のがす些さ細さいなことを、掴つかみ取とることの出来なかった者もいる。

　……オレは、こいつにとっての、手放したくない一瞬になれているのだろうか？

　そんなことを、少し思った。

「……柄がらでもねえか」

　そう──わずかに、笑えみを洩もらしながら。



    

  
    
      あとがき






　どうも、空埜です。

　二巻から入る人は稀だと思いますが、たまに「続き物の漫画を中途半端な巻で買って、前に起こったことを想像して楽しむ」という奇異な趣味を持つ人がいるので、初めましてとも言っておきます。ぼくの友人の話ですが。

　

　前述しましたが、本書はぼくのデビュー作「死なない男に恋した少女」の続編に当たる作品です。

　この本をとられた方の中には「まさか続編が出るとは!?」とお思いになった方もおられるでしょうが、何より一番驚いているのは、他ならぬぼく自身です。

　前巻が予想をはるかに超えたご支持を頂き、こうして当初考えていたよりずっと早く続きを出すことが出来ました。ありがとうございます。

　この調子で頑張っていきたいところですが、何分そちらの方は読者様にかかっておりますので、どうか今後ともよしなに。へっへっへ（下品な笑い）

　さてこの数ヶ月、何をしていたかと言えば、二巻の原稿を書いたり、犬と戯れたり、ゲームでスーパーロボットを操ったりしていました。多分この本が発売される頃には、黒猫を連れて探偵をやっていると思います。

　しかし、デビュー前は「〆切に追われてゲームができないよぉ」という生活に憧れていたものですが、実際そうなると少しも面白いことなどありません。横にやりかけのゲームソフトを置きながらパソコンをカタカタやっていると、時々「わっしょい！」と言いながら倒れこんでハードの電源を入れたくなります。（実際に一回やりました。わっしょいとも言いました。多分なにかがおかしくなってた）

　しかしこの仕事、作業が遅れたからと言って誰かに任せることも出来ないので、全てのミスは自分に降りかかってきます。なので自制が大変です。頑張りたいと思います。子どもの頃から頑張ることと協調性という言葉が大嫌いだったぼくとしては、多々不安があるのですが。



　お気づきの方もおられると思いますが、今回のあとがきは六ページあります。前回は四ページだったので二ページ増えています。というわけで早くもネタがありません。ページが増えたこととネタがないことはイコールではないのですが、少しくらい関連性があったっていいと思う。そう、ぼくは信じたい。

　しかし嘆いてばかりもいられないので、ちょっとだけ作品に触れることにします。と言っても一巻で言った通り、ぼくは内容のことをあとがきで触れることがあまり好きではないので、それ以外のことについて語ります。

　二巻で登場する名栗の武器は鉄パイプですが、これにはちょっとした元ネタがあります。

　大分と前になりますが、ぼくが某有名ホラーゲームをやっていた際、出てきた武器アイテムで「鉄パイプ」というものがありました。そのまま、水道管のようなものです。それを主人公が持ち、こう、がすがすと殴るわけです。化け物を。無表情でどつき回すわけです。怪物を。

　ときめきました。

　ナイフや銃ではなく、「鉄パイプ」というありふれた、そこらに転がっているものを得物にして敵に立ち向かうというのが、無性に心の何かを刺激しました。思えば、鉄パイプというのはヤンキーの持つ物、という認識しかなく、あまり強い武器として認識されていないように思います。でも、あれは立派な鈍器です。使いようによっては、恐ろしいものになります。そして、その時、ふと頭の中に浮かんだのが、鉄パイプをもった少年の姿でした。いつか使おう、と思って頭の隅に置いておいたのですが、まさかこんなところで形になるとは思っていませんでした。

　しかし鉄パイプって、街のそこら辺に転がっているイメージがあるのですが、探してみると案外ないものですね。漫画や小説に出てくる不良たちはどこからみつけてくるのでしょうか。ヤフオクとかで落とすんでしょうか。中には絶大な威力をもつ伝説の鉄パイプとかあって、闇市場で高額取り引きされているのかもしれません。代々番長に受け継がれていく血塗れの鉄パイプとか。今時番長て。



　後、「死なない男」のキャラクターの名前には、ある法則性があります。分かっておられる方も大勢居ると思いますが、「そのキャラの特性に適した物」を名字や名前につけています。例えば「桐崎恭子」は「切り裂き狂」で、「名栗豹介」は「殴り」から来ています。一応秘密にしていたんですが、名栗豹介ですでにバレバレのレベルに来ているので明かすことにしました。誰も得しませんが。デビュー前は面白いんじゃないかという単純な理由でそうしたのですが、こうなると後のキャラはみんなそうしなければならないことになり、「やっちまったよ」と頭を抱えています。よくあることです。多分。

よければ、二巻以降出てくるキャラについて色々と推測してみて下さい。教えて下さると、すごい喜びます。ぼくだけが。

ちなみに早苗さんと、久遠さんちのお子さん、乃出さんのお姉さんの名前については、何も関係ありません。ノリです。乃出という名字と、長男の名前には意味があるのですが、あまりに下らない物なので割愛します。

……もうネタが尽きました。どうしてくれる。おのれ鉄パイプめ。英語にするとアイアンバット！　ファッ●ンアイアンバット！（なにか違う気がする）



　でも後もう少しなので、恒例の謝辞に移らさせて頂きます。

　まず、担当のＳ様。毎度、ご迷惑をおかけして申し訳ありません。今回の話は、Ｓ様が居て成り立ったようなものです。至らぬ部分がまだまだある輩ですが、どうか見捨てずお付き合い頂けると幸いです。

　そして、挿絵担当のぷよ様。既にぼくよりずっと有名になられ、弩のつくような忙しさの中、今回もイラストを描いて頂いてありがとうございます。ラフ絵で見た名栗と早苗の可愛らしさに胸打たれました。アニメ化おめでとうございます！

　いつも夜中に創作会話に華開かせているＵ氏、Ａ氏。完全にその場のテンションで言ったことを、思いっ切り二巻で実現させて頂きました。ありがとう。迂闊にぼくの前でなにも言えなくしてやる！　逆にはりきって言いそうになるので困る二人ですが。

　一巻で疎遠とか言ってすんません、Ｓ氏。今度、暇を見つけて語りましょう。あ、これ謝辞じゃない。まあいいか。

　執筆活動中、わざわざホームページから応援メールを下さった方々、本当にありがとうございます。特殊な部類に入る話故に、こういった応援のお言葉は何にも代えがたい宝物です。作品を創る上での、何よりの原動力となりました。

　そして、今回も「死なない男に恋した少女」を読んで下さった読者様方に、最大限の感謝を。皆様のおかげで生きていられます。ちなみにこの本は特殊なインクで印刷されているので、立ち読みされている方は購入しないと三日以内に発狂します。嘘です。

　それでは、また、三巻でお会い出来ることを祈りながら。

二〇〇八年　十月　空埜一樹



ＨＰ　『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

空埜一樹 先生／ぷよ 先生
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